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〒606-0851 
京都市左京区下鴨梅ノ木町59
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令和４年12月11日（日）正午から
（受付開始　午前11時30分）

京都ホテルオークラ４階　大宴会場「暁雲」
京都市中京区河原町御池

京一中150周年・洛北高校70周年記念祝宴京一中150周年・洛北高校70周年記念祝宴

新型コロナウイルス感染状況は
いまだ予断を許さない状況ではございますが

当同窓会では、記念年（2020年）から延期しておりました
「京一中150周年・洛北高校70周年記念祝宴」を

下記の通り開催いたします。
感染対策を十分にお取りいただいた上で

昨年の記念式典をさらに上回る盛会となりますよう
奮ってのご参加をお願い申し上げます。

※詳しくはP10～ 11をご覧ください。

※介助の方は同窓会員でなくてもご参加いただけます

日　時

場　所

6,000円（コース料理、ドリンク付き）会　費

同窓会ホームページ

※第69回同窓会総会を
　祝宴の前に同一会場で行います

◎会費は事前にお振り込みをお願いいたします。
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巻
頭
言

会
長
　
髙
坂
節
三 

（
洛
北
４
期
）

戦
禍
の
国
に
伝
統
へ
の
誇
り
を
想
う

『
私
達
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
で
あ
る
。

　
私
達
は
極
め
て
美
し
い
国
に
住
ん
で
い
る
、

　
私
達
は
伝
統
を
守
り
続
け
て
い
る
、

　
私
達
は
自
分
の
国
の
歴
史
に
誇
り
を
持
っ
て
い
る
、

　
私
達
は
教
育
し
、
働
い
て
い
る
、

　
私
達
は
勝
つ
こ
と
が
で
き
る
、

　
私
達
は
自
分
の
国
を
建
設
し
て
い
る
』

旧
ソ
ビ
エ
ト
連
邦
か
ら
独
立（
１
９
９
１
年
）以
降
、自
国
の
歴
史
に
誇
り
を
持
っ
て
、

新
た
な
国
づ
く
り
に
邁
進
し
て
い
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
政
府
が
、外
国
向
け
に
出
版
し
た「
ウ

ク
ラ
イ
ナ
紹
介
写
真
集
」
に
あ
る

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
で
あ
る
。
こ

こ
に
あ
る
よ
う
に
、
小
国
ウ
ク
ラ

イ
ナ
は
大
国
ロ
シ
ア
の
攻
撃
に
対
し
、

「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
と
し
て
、
自
ら
の

伝
統
を
守
り
、
歴
史
に
誇
り
を
持
っ

て
、自
ら
の
国
を
守
り
、建
設
す
る
」

強
い
覚
悟
で
戦
っ
て
い
る
こ
と
が

理
解
で
き
る
。

戦
闘
の
様
子
を
テ
レ
ビ
で
見
て

い
る
と
、
第
二
次
世
界
大
戦
の
頃

を
思
い
出
す
。
１
９
４
５
年
３
月
10
日
に
、
一
晩
で
10
万
人
が
亡
く
な
っ
た
と
い
わ
れ

る
東
京
大
空
襲
が
あ
り
、
東
京
に
住
ん
で
い
た
家
内
は
、「
蒲
団
を
抱
え
て
防
空
壕
に

身
を
寄
せ
よ
う
と
し
た
が
、
足
が
震
え
て
動
け
な
く
な
っ
て
、
町
内
の
方
に
連
れ
て
行
っ

て
も
ら
っ
た
」
と
話
し
て
い
る
。
恩
師
、
西
田
幾
多
郎
先
生
を
鎌
倉
の
ご
自
宅
に
訪
問

中
だ
っ
た
父
は
、
赤
く
燃
え
盛
る
東
京
の
空
を
眺
め
て
い
た
。「
焼
け
野
原
に
な
っ
て
も
、

根
が
残
っ
て
い
た
ら
木
々
は
必
ず
芽
を
吹
き
成
長
す
る
。
あ
な
た
た
ち
は
、
し
っ
か
り

勉
強
し
な
さ
い
」
と
西
田
先
生
か
ら
言
わ
れ
た
と
、
母
か
ら
聞
か
さ
れ
た
。

駐
ウ
ク
ラ
イ
ナ
大
使
と
し
て
２
０
０
５
年
に
赴
任
し
た
馬
渕
睦
夫
氏
は
投
稿
論
文
『
日

本
の
鏡
ウ
ク
ラ
イ
ナ
―
日
本
へ
の
熱
い
期
待
』の
中
で
、「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
学
校
教
育
で
は
、

小
学
校
５
年
生
で
松
尾
芭
蕉
の
俳
諧
が
、
高
校
2
年
生
で
川
端
康
成
の
『
千
羽
鶴
』
が

必
須
教
材
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
学
習
指
導
要
領
に
よ
れ
ば
、

こ
れ
ら
の
日
本
文
学
を
通
じ
て
日
本
人
の
国
民
性
を
学
ぶ
こ
と
に
よ
り
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ

と
は
違
っ
た
文
化
を
持
つ
日
本
お
よ
び
日
本
人
に
対
す
る
尊
敬
の
念
を
養
う
と
さ
れ
て

い
る
。
こ
こ
に
は
、
い
わ
ゆ
る
一
神
教
的
価
値
観
を
超
え
た
多
文
化
主
義
、
文
化
平
等

主
義
の
思
想
が
窺
え
る
」
と
述
べ
て
い
る
。

日
本
に
親
近
感
を
持
ち
、
地
政
学
的
に
も
わ
が
国
と
似
た
よ
う
な
環
境
に
あ
る
ウ
ク

ラ
イ
ナ
に
対
し
、
わ
れ
わ
れ
も
ま
た
、
彼
ら
の
よ
う
に
他
国
の
文
化
に
対
す
る
敬
意
を

忘
れ
ず
、
自
ら
の
伝
統
を
守
り
、
歴
史
に
誇
り
を
持
っ
て
支
援
の
手
を
差
し
伸
べ
た
い

と
思
う
。

（
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
）�（
公
財
）
日
本
漢
字
能
力
検
定
協
会　
代
表
理
事�

会
長
、

漢
検
漢
字
博
物
館
・
図
書
館
館
長

ご
あ
い
さ
つ

同
窓
会
の
皆
様
に
は
、
日
頃
か
ら
本
校
の
教
育
活
動
に
多
大
な
御
理
解
と
御
支
援
を

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ
と
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

今
春
の
人
事
異
動
に
よ
り
山
本
康
一
前
校
長
の
後
を
受
け
着
任
し
ま
し
た
。
校
長
室

に
か
か
る
洛
北
高
校
校
歌
は
、
作
詞
者
の
吉
川
幸
次
郎
先
生
の
直
筆
で
、

真
理
を
お
も
う　
ひ
と
み
い
く
ば
く

こ
こ
に
む
れ　
　
こ
こ
に
つ
ど
え
ば

め
じ
と
お
く　
　
く
も
は
ゆ
き
か
い

と
柔
ら
か
く
語
り
か
け
て
き
ま
す
。
京
一
中
か
ら
続
く
自
由
と
責
任
を
重
ん
じ
る
恵
ま

れ
た
環
境
の
中
で
、
友
と
と
も
に
学
び
、
各
々
の
真
理
に
向
か
お
う
と
す
る
若
人
の
姿

を
思
い
浮
か
べ
、
歴
史
と
伝
統
に
満
ち
、
府
民
の
大
き
な
期
待
を
担
っ
た
洛
北
高
校
・

洛
北
高
校
附
属
中
学
校
の
校
長
と
し
て
の
責
任
の
重
さ
を
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

さ
て
、
今
春
の
高
校
卒
業
生
は
２
年
に
及
ぶ
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
も
、
個
々
の
生
徒
が

前
向
き
さ
を
失
わ
ず
に
入
試
に
挑
戦
し
成
果
を
上
げ
ま
し
た
。
東
京
大
学
に
２
名
、
京

都
大
学
に
11
名
、
国
公
立
大
医
学
科
に
７
名
と
、
最
難
関
大
に
多
く
合
格
し
、
ハ
イ
レ

ベ
ル
な
実
績
と
思
考
・
表
現
力
等
が
共
に
求
め
ら
れ
る
東
京
大
学
推
薦
入
試
・
京
都
大

学
特
色
入
試
に
も
合
格
者
が
出
ま
し
た
。
京
都
大
学
合
格
者
に
は
昨
年
度
に
続
い
て
普

通
科
文
理
コ
ー
ス
の
生
徒
も
含
ま
れ
、
同
コ
ー
ス
か
ら
は
初
め
て
の
国
公
立
大
医
学
科

合
格
者
も
出
ま
し
た
。
文
理
コ
ー
ス
の
国
公
立
大
合
格
者
数
は
52
名
で
、
進
学
者
は
コ
ー

ス
在
籍
者
の
３
割
強
を
占
め
、
普
通
科
と
し
て
出
色
の
成
果
が
続
い
て
い
ま
す
。

昨
年
度
末
ま
で
第
４
期
の
指
定
を
受
け
て
い
た
S
S
H
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の

特
別
顧
問
　
川
口
浩
文（
京
都
府
立
洛
北
高
等
学
校・附
属
中
学
校
校
長
）

取
組
の
成
果
と
新
た
な
発
展
性
が
認
め
ら
れ
、

４
月
か
ら
全
国
で
も
ほ
と
ん
ど
例
が
な
い

第
５
期
目
の
指
定
を
受
け
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。
ま
た
、
部
活
動
等
で
は
、
女
子

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
が
３
月
の
全
国
高
等
学

校
選
抜
大
会
で
14
年
ぶ
り
の
全
国
制
覇
を

果
た
し
、
６
月
に
は
男
女
と
も
イ
ン
タ
ー

ハ
イ
の
出
場
を
決
め
ま
し
た
。ま
た
放
送
部
は
N
H
K
杯
全
国
高
校
放
送
コ
ン
テ
ス
ト「
創

作
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
部
門
」
で
京
都
府
１
位
と
な
っ
て
全
国
大
会
に
出
場
し
ま
す
。
他
に

も
多
く
の
部
活
動
が
高
い
レ
ベ
ル
で
活
躍
し
て
お
り
、
中
学
校
で
も
弓
道
部
と
陸
上
部

が
夏
に
全
国
大
会
に
出
場
し
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
生
活
の
一
変
、
砲
弾
に
よ
る
生
活
の
破
壊
や
生
命
の
喪
失
と
い
っ

た
歴
史
的
な
出
来
事
が
相
次
ぐ
「
今
」
に
、
平
和
で
安
心
・
安
全
が
保
た
れ
た
日
常
の

尊
さ
を
改
め
て
想
い
、
生
徒
が
自
他
を
尊
重
し
な
が
ら
充
実
し
た
学
校
生
活
を
過
ご
し
、

個
々
の
学
力
と
人
間
性
を
高
め
て
い
け
る
よ
う
、
微
力
な
が
ら
力
を
尽
く
す
所
存
で
す
。

「
府
立
学
校
特
色
化
応
援
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
事
業
」
と
い
う
寄
付
事
業
を
本
校
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
御
案
内
し
て
い
ま
す
。
御
支
援
賜
り
ま
し
た
ら
あ
り
が
た
く
存
じ
ま
す
。

末
筆
で
す
が
、
同
窓
会
の
皆
様
の
更
な
る
御
健
勝
・
御
活
躍
を
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。
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京一中150周年・洛北高校70周年　記念事業報告

～京一中の歴史をつなぎ、洛北の夢をつむぐ～

小学校から今まで文学を志してきたが、きっかけとなったのは京一中の
先生の言葉だった。当時、苦しい時には親切に物を言ってくれる友人たち
がいて有難かったが、彼らは京都の商店の、いい意味での個人主義という
「自由」を身に着けた子供たちだった。在校生は自分が好きだからとか、
ひょっとしたらなれるかな、という「思い」を大事にしてほしい。私の「思い」
は文学だったし、まだこれからやっていこうと思っている。

鳩居堂第十代当主である私の祖父そして父、親子三代が同
じ学び舎で学んだ。幕末の京都でもコロナのような伝染病が
流行し、私の先祖など京都の町衆が一致団結して切り抜けて
きた歴史がある。それぞれの人が矜持を持って京都の町をつ
くっていった。在校生の皆さんは好奇心を旺盛にして、素敵な
ものを見つけて自分を信じて邁進していってください。

いま洛北で高い水準の授業を受けられ、
勉学をはじめあらゆる自由が保障されてい
る。ペンや剣を握り、戦ってくださった先輩
方に敬意を表し感謝を伝えたい。洛北の伝
統と誇りは重荷でもあるが、未来へ導いてく
れる切符でもある。何十年の後、この記念
式典の場に胸を張って戻ってこられるよう、
在校生一同頑張ってまいります。

記念式典を開催！

「贈る言葉 －新しい時代を開こう！－」「贈る言葉 －新しい時代を開こう！－」
○京一中OBから洛北へつなぐメッセージ

在校生からのメッセージ在校生からのメッセージ

母校の歴史と多くのOBの功績を紹介し
「温故知新」を掲げて髙坂節三会長が
開会の挨拶

京一中昭和18年卒の稲垣真美さん

洛北高校31期生の熊谷かおりさん

握手の代わりにグータッチで
絆をつないで

両校の校歌を引用して母校の意義と
目標を述べた
山本康一洛北高校・附属中学校校長地域における役割から会場のOBまで、

母校の歴史と文化に幅広く触れた
来賓の西脇隆俊京都府知事

在校生代表、洛北高生徒会会長の

小島輝さん
ひかる

　2021年10月16日、京都ホテルオークラにて「京一中150周年・洛北高校70周年」記念式
典を開催しました。新型コロナ感染拡大防止のために記念事業のすべてを見送らざるを得な
かった記念年の2020年。１年を経て開催がかなった式典会場には、京一中の卒業生から洛
北高校卒業生、在校生まで約160人が集い、記念年の喜びを再認識。世代をつなぐメッセー
ジや壮大なテーマの講演に聴き入り、母校の歴史と未来に思いを深めました。また式典の
模様は同窓会ホームページからオンライン配信され、全国各地の卒業生をはじめとする母校
関係者の多くがリアルタイムで視聴、祝賀の感動をリモートで分かち合いました。

記念講演は「宇宙への誘い」をテーマに
米国コロラドからの生中継もまじえて

記念年から１年を経て開催された式典。
京一中から洛北高在校生代表まで
世代を超えて同窓生が集った
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●この後、第68回同窓会総会が同一会場で行われ、滞りなく終了しました。
　詳細は「あかね」第59号（前号）P50 ～ 51をご覧ください

1980年代、太陽系起源の理論的な研究の発展に伴って太陽系の始原的痕跡を残していると思われる小惑星などへの関
心が高まった。そして地球に接近する小惑星の中から代表的な反射スペクトル型をもつ小惑星を選んで表面から試料を持
ち帰り、分析するという、「はやぶさ計画」がスタートした。2003年小惑星イトカワへ向かって初号機が打ち上げられた。
前人未踏の困難なミッションだったが、微量ながらも試料が得られた。私は計画段階から現地での観測を終えるまで、科
学責任者として観測計画、試料採集装置などの開発、持ち帰られる試料の分析計画などに携わった。その後、小惑星リュ
ウグウに飛んだはやぶさ2号は完璧にミッションが遂行され、構想から約27年たって、目論んだとおりに小惑星試料が得
られた。今回の試料は最も太陽系初期の情報を含んでいるようであり、詳細分析結果が楽しみである。いよいよ本格的
な宇宙試料による太陽系の起源の研究の時代に入るとともに、宇宙生物学にも手が届くようになってきた。

「太陽系や太陽系外の惑星はどのように作られたのか」「惑星が作られ
る現場で、水や有機分子がどのように作られ、地球の様な惑星に供給
されたのか」などの問いに答えるべく、高解像度のアルマ望遠鏡による
観測や大型計算機による理論計算で研究を進めている。太陽系の外で
は1995年以降4,000個以上の惑星が発見されている。今後小惑星リュ
ウグウなどのサンプルの化学的な解析が進むのに併せ、惑星形成の現
場である原始惑星系円盤の化学構造との比較研究も進むことで、アミ
ノ酸などを含む複雑な有機分子がどのように作られ惑星へと供給され
たのか、太陽系外の惑星系も含め理解がより進むと期待される。

太陽などにおけるスーパーフレア（巨大な爆発現象）が、地球やそ
の他の惑星にどう影響するのか、星の明るさや木の年輪などさまざ
まな観測手法を使って迫っている。太陽ではフレアと呼ばれる爆発
現象が多数発生していて、過去最大といわれるキャリントン・フレア
の時のように、大きなフレアは大規模な停電や通信システムの被害
など社会生活に大きな打撃を及ぼす可能性がある。46憶年前、太
陽ではスーパーフレアが頻発していたとされ、地球がいかにスーパー
フレアを潜り抜けてきたのか、興味深い共同研究が進んでいる。

○記念講演「宇宙への誘い」

理論計算とアルファ望遠鏡観測による惑星形成

探索で迫るスーパーフレアの謎
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～京一中の歴史をつなぎ、洛北の夢をつむぐ～
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典を開催しました。新型コロナ感染拡大防止のために記念事業のすべてを見送らざるを得な
かった記念年の2020年。１年を経て開催がかなった式典会場には、京一中の卒業生から洛
北高校卒業生、在校生まで約160人が集い、記念年の喜びを再認識。世代をつなぐメッセー
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模様は同窓会ホームページからオンライン配信され、全国各地の卒業生をはじめとする母校
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記念講演は「宇宙への誘い」をテーマに
米国コロラドからの生中継もまじえて

記念年から１年を経て開催された式典。
京一中から洛北高在校生代表まで
世代を超えて同窓生が集った

祝宴ビデオ上映のための母校吹奏楽部による記念序曲「洛北幻想　葵 -Aoi-」の事前収録を行い
ます。鑑賞ご希望の方は同封ハガキあるいは同窓会HP（お問合せ頁）でお申し込みください。

会場では入口での消毒設備など感染予防
対策をいたしますが、マスク着用などご協
力をお願いいたします。

京一中150周年
洛北高校70周年
～京一中の歴史をつなぎ、洛北の夢をつむぐ～

　本年12月、「京一中150周年・洛北高校70周年」記念事業のフィナーレとして下記のとお

り記念祝宴を開催いたします。記念事業につきましては、新型コロナウイルスの感染拡大の

ために中止や延期を余儀なくされましたが、昨年10月には無事、盛会のうちに記念式典を開

催することができました。母校の伝統をかみしめた記念式典の成果を踏まえ、記念祝宴で

は多方面で活躍されている卒業生や現役生徒の皆さんによるイベントを企画しています。

　「京一中の歴史をつなぎ、洛北の夢をつむぐ」のテーマのもと、多彩な人材を育んだ母校

の校風をあらためて実感していただき、同窓会の新たな一歩としたいと思います。

　何とぞお誘い合わせの上、多くの卒業生に参加いただきますよう、ご案内申し上げます。

みなさん、お元気でお過ごしですか。
「京一中150周年・洛北高校70周年　記念祝宴」を2022年12月11日（日）に
京都で開きます。「京一中の歴史をつなぎ、洛北の夢をつむぐ」という壮大なテー
マで取り組んできた一連の記念事業を締めくくる取り組みです。
ご承知のとおり、われらが母校は日本で最初の旧制中学である京都府中学が母

体であり、日本で唯一、複数のノーベル賞受賞者が生まれ、多方面に多くの人材
を輩出してきました。現在でも文化、芸術、スポーツをはじめ、活躍は継承されて
います。まさに、その自由な校風による多彩な才能の発揮が脈 と々続いています。
同窓会活動は世代を超えて互いを敬い、励まし合い、そして次の世代を応援する

ものであります。旧交を温めあうと同時に、卒業生同士が結びつき、誇りをもって
明日へと向かう気持ちを育む。今回の祝宴は、そんな機会としたいと思います。
ぜひ多数の卒業生の方々のご参加をお待ちしています。

記念祝宴を開催！

日　時

場　所

◎会費は事前お振り込みをお願いいたします。
◎出欠を11月11日（金）までに同封ハガキか
　同窓会HP（お問合せ頁）でお知らせください。

※介助の方は同窓会員でなくても参加いただけます。

※祝宴の前に同一会場で第69回総会を行います。

公開収録のお知らせ

明日へと向かう気持ちを育む明日へと向かう気持ちを育む

京一中洛北高校同窓会　　会長　髙坂節三
記念事業実行委員会実行委員長　木下博夫

令和４年（２０２２年）12月11日（日）　正午から
 （受付開始　午前11時30分）
令和４年（２０２２年）12月11日（日）　正午から
 （受付開始　午前11時30分）

会　費
６，０００円（コース料理、ドリンク付き）

京都ホテルオークラ４階　大宴会場「暁雲」　京都市中京区河原町御池

○観世流能楽師シテ方、浦田保親さん（洛北35期、無形文化財保持者）による祝舞の披露
○洛北高校吹奏楽部による
記念序曲「洛北幻想　葵 -Aoi-」の演奏（ビデオ上映）

○シンガーソングライター原田博行さん（洛北35期）作詞作曲による記念歌の合唱
○歌手、五条哲也さん（本名・加藤哲也、洛北39期）による模範歌唱 ほか

プログラム

浦田保親さん 原田博行さん 五条哲也さん五条哲也さん

会場 京都市東部文化会館（山科区）
（地下鉄東西線椥辻駅下車　徒歩7分）　日時 2022年11月20日（日）午後2時開演
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○学内イベント

ジュネーブの早藤さんにリモートで質問

資料に基づいて
京一中の給食メニューを再現展示

ニューヨークの弁護士事情を語る上野さん

学術からスポーツ・芸術・ビジネスなど各界で活躍するOBOGたち
が、懐かしの母校で特別レクチャー。コロナ禍で4講座が中止となりま
したが、10月以降7回にわたって将来の夢や進路につながる情熱とヒ
ントにあふれたお話をしていただきました。

同窓会所蔵の写真や会誌、寄贈品など
を、ファッション・昼食事情・修学旅行な
どテーマごとにパネルや現物資料で構成。
期間中のべ300人の在校生が来場し、京
一中の難しい試験問題や兎狩り、仮装行列
といった珍しい写真
や記事に見入る姿が
見られました。

OBOGセミナー『きみたちに伝えたいこと』

「目で見てナットク！ 京一中と洛北高」展 2021年
11月15日～19日

2021年
10月22日～12月15日

●OBOGセミナーと資料展示については同窓会HPにも掲載しています
◆ このほかの記念事業についてはP47をご覧ください。

湯川秀樹14歳の寄稿
文や実験器具なども

祝宴ビデオ上映のための母校吹奏楽部による記念序曲「洛北幻想　葵 -Aoi-」の事前収録を行い
ます。鑑賞ご希望の方は同封ハガキあるいは同窓会HP（お問合せ頁）でお申し込みください。

会場では入口での消毒設備など感染予防
対策をいたしますが、マスク着用などご協
力をお願いいたします。

京一中150周年
洛北高校70周年
～京一中の歴史をつなぎ、洛北の夢をつむぐ～

　本年12月、「京一中150周年・洛北高校70周年」記念事業のフィナーレとして下記のとお

り記念祝宴を開催いたします。記念事業につきましては、新型コロナウイルスの感染拡大の

ために中止や延期を余儀なくされましたが、昨年10月には無事、盛会のうちに記念式典を開

催することができました。母校の伝統をかみしめた記念式典の成果を踏まえ、記念祝宴で

は多方面で活躍されている卒業生や現役生徒の皆さんによるイベントを企画しています。

　「京一中の歴史をつなぎ、洛北の夢をつむぐ」のテーマのもと、多彩な人材を育んだ母校

の校風をあらためて実感していただき、同窓会の新たな一歩としたいと思います。

　何とぞお誘い合わせの上、多くの卒業生に参加いただきますよう、ご案内申し上げます。

みなさん、お元気でお過ごしですか。
「京一中150周年・洛北高校70周年　記念祝宴」を2022年12月11日（日）に
京都で開きます。「京一中の歴史をつなぎ、洛北の夢をつむぐ」という壮大なテー
マで取り組んできた一連の記念事業を締めくくる取り組みです。
ご承知のとおり、われらが母校は日本で最初の旧制中学である京都府中学が母

体であり、日本で唯一、複数のノーベル賞受賞者が生まれ、多方面に多くの人材
を輩出してきました。現在でも文化、芸術、スポーツをはじめ、活躍は継承されて
います。まさに、その自由な校風による多彩な才能の発揮が脈 と々続いています。
同窓会活動は世代を超えて互いを敬い、励まし合い、そして次の世代を応援する

ものであります。旧交を温めあうと同時に、卒業生同士が結びつき、誇りをもって
明日へと向かう気持ちを育む。今回の祝宴は、そんな機会としたいと思います。
ぜひ多数の卒業生の方々のご参加をお待ちしています。

記念祝宴を開催！

日　時

場　所

◎会費は事前お振り込みをお願いいたします。
◎出欠を11月11日（金）までに同封ハガキか
　同窓会HP（お問合せ頁）でお知らせください。

※介助の方は同窓会員でなくても参加いただけます。

※祝宴の前に同一会場で第69回総会を行います。

公開収録のお知らせ

明日へと向かう気持ちを育む明日へと向かう気持ちを育む

京一中洛北高校同窓会　　会長　髙坂節三
記念事業実行委員会実行委員長　木下博夫

令和４年（２０２２年）12月11日（日）　正午から
 （受付開始　午前11時30分）
令和４年（２０２２年）12月11日（日）　正午から
 （受付開始　午前11時30分）
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６，０００円（コース料理、ドリンク付き）

京都ホテルオークラ４階　大宴会場「暁雲」　京都市中京区河原町御池

○観世流能楽師シテ方、浦田保親さん（洛北35期、無形文化財保持者）による祝舞の披露
○洛北高校吹奏楽部による
記念序曲「洛北幻想　葵 -Aoi-」の演奏（ビデオ上映）

○シンガーソングライター原田博行さん（洛北35期）作詞作曲による記念歌の合唱
○歌手、五条哲也さん（本名・加藤哲也、洛北39期）による模範歌唱 ほか
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浦田保親さん 原田博行さん 五条哲也さん五条哲也さん

会場 京都市東部文化会館（山科区）
（地下鉄東西線椥辻駅下車　徒歩7分）　日時 2022年11月20日（日）午後2時開演

月 日 講師名（敬称略） 卒業回 所 属 ・ 職 業

※9/3 桂ちょうば
（大倉　正裕）　　洛46 落語家

※9/8 今堀　　博　　　　　　　　洛29 京大大学院工学研究科　分子工学専攻

※9/10 加藤　理恵　　　　　　　　　洛63 ソフトバンク（株）グローバル事業本部

※9/22 森本　淳子　　　　　　　　洛40 北大大学院農学研究科
生態系管理学研究室

10/22 味方　　玄　　　　　　　　洛34 能役者

10/27 羽淵　友則　　　　　　 洛29 秋田大学大学院医学研究科　腎泌尿器科

11/5 河本　　宏　　　　　　　　洛29 京大再生医科学研究所
再生免疫学分野

11/19 早藤　昌浩　　　　　　　　　洛30 世界貿易機関（WTO）貿易制作審査部

11/26 上田　　藍 洛51 トライアスリート
リオデジャネイロ五輪代表

12/10 伊砂　正幸 洛33 伊砂文様研究所　日展所属作家（型絵染）

12/15 上野千津子 洛23 弁護士（ニューヨーク州）

※ 新型コロナ緊急事態宣言下のため中止

●この後、第68回同窓会総会が同一会場で行われ、滞りなく終了しました。
　詳細は「あかね」第59号（前号）P50 ～ 51をご覧ください

1980年代、太陽系起源の理論的な研究の発展に伴って太陽系の始原的痕跡を残していると思われる小惑星などへの関
心が高まった。そして地球に接近する小惑星の中から代表的な反射スペクトル型をもつ小惑星を選んで表面から試料を持
ち帰り、分析するという、「はやぶさ計画」がスタートした。2003年小惑星イトカワへ向かって初号機が打ち上げられた。
前人未踏の困難なミッションだったが、微量ながらも試料が得られた。私は計画段階から現地での観測を終えるまで、科
学責任者として観測計画、試料採集装置などの開発、持ち帰られる試料の分析計画などに携わった。その後、小惑星リュ
ウグウに飛んだはやぶさ2号は完璧にミッションが遂行され、構想から約27年たって、目論んだとおりに小惑星試料が得
られた。今回の試料は最も太陽系初期の情報を含んでいるようであり、詳細分析結果が楽しみである。いよいよ本格的
な宇宙試料による太陽系の起源の研究の時代に入るとともに、宇宙生物学にも手が届くようになってきた。

「太陽系や太陽系外の惑星はどのように作られたのか」「惑星が作られ
る現場で、水や有機分子がどのように作られ、地球の様な惑星に供給
されたのか」などの問いに答えるべく、高解像度のアルマ望遠鏡による
観測や大型計算機による理論計算で研究を進めている。太陽系の外で
は1995年以降4,000個以上の惑星が発見されている。今後小惑星リュ
ウグウなどのサンプルの化学的な解析が進むのに併せ、惑星形成の現
場である原始惑星系円盤の化学構造との比較研究も進むことで、アミ
ノ酸などを含む複雑な有機分子がどのように作られ惑星へと供給され
たのか、太陽系外の惑星系も含め理解がより進むと期待される。

太陽などにおけるスーパーフレア（巨大な爆発現象）が、地球やそ
の他の惑星にどう影響するのか、星の明るさや木の年輪などさまざ
まな観測手法を使って迫っている。太陽ではフレアと呼ばれる爆発
現象が多数発生していて、過去最大といわれるキャリントン・フレア
の時のように、大きなフレアは大規模な停電や通信システムの被害
など社会生活に大きな打撃を及ぼす可能性がある。46憶年前、太
陽ではスーパーフレアが頻発していたとされ、地球がいかにスーパー
フレアを潜り抜けてきたのか、興味深い共同研究が進んでいる。

○記念講演「宇宙への誘い」

理論計算とアルファ望遠鏡観測による惑星形成

探索で迫るスーパーフレアの謎
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閉会にあたり4年にわたる事業を総括し
祝宴への気運の盛り上げを呼びかけた
木下博夫記念事業実行委員長

元「はやぶさ」科学リーダー
藤原顕さん（洛10）

「比叡の峰にあかねさす……」京一中校歌を斉唱

式典アナウンスは
放送局OGの平田杏薫さん（洛69）

「千年の森かげに……」
洛北高校校歌を斉唱

理化学研究所　坂井星・惑星形成研究室 研究員
野津翔太さん（洛59）

米国コロラド大学ボルダー校 研究員
野津湧太さん（洛59）

はやぶさが開く小天体サンプルリターン

講演要旨講演要旨

講演要旨講演要旨

講演要旨講演要旨
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祝宴ビデオ上映のための母校吹奏楽部による記念序曲「洛北幻想　葵 -Aoi-」の事前収録を行い
ます。鑑賞ご希望の方は同封ハガキあるいは同窓会HP（お問合せ頁）でお申し込みください。

会場では入口での消毒設備など感染予防
対策をいたしますが、マスク着用などご協
力をお願いいたします。

京一中150周年
洛北高校70周年
～京一中の歴史をつなぎ、洛北の夢をつむぐ～

　本年12月、「京一中150周年・洛北高校70周年」記念事業のフィナーレとして下記のとお

り記念祝宴を開催いたします。記念事業につきましては、新型コロナウイルスの感染拡大の

ために中止や延期を余儀なくされましたが、昨年10月には無事、盛会のうちに記念式典を開

催することができました。母校の伝統をかみしめた記念式典の成果を踏まえ、記念祝宴で

は多方面で活躍されている卒業生や現役生徒の皆さんによるイベントを企画しています。

　「京一中の歴史をつなぎ、洛北の夢をつむぐ」のテーマのもと、多彩な人材を育んだ母校

の校風をあらためて実感していただき、同窓会の新たな一歩としたいと思います。

　何とぞお誘い合わせの上、多くの卒業生に参加いただきますよう、ご案内申し上げます。

みなさん、お元気でお過ごしですか。
「京一中150周年・洛北高校70周年　記念祝宴」を2022年12月11日（日）に
京都で開きます。「京一中の歴史をつなぎ、洛北の夢をつむぐ」という壮大なテー
マで取り組んできた一連の記念事業を締めくくる取り組みです。
ご承知のとおり、われらが母校は日本で最初の旧制中学である京都府中学が母

体であり、日本で唯一、複数のノーベル賞受賞者が生まれ、多方面に多くの人材
を輩出してきました。現在でも文化、芸術、スポーツをはじめ、活躍は継承されて
います。まさに、その自由な校風による多彩な才能の発揮が脈 と々続いています。
同窓会活動は世代を超えて互いを敬い、励まし合い、そして次の世代を応援する

ものであります。旧交を温めあうと同時に、卒業生同士が結びつき、誇りをもって
明日へと向かう気持ちを育む。今回の祝宴は、そんな機会としたいと思います。
ぜひ多数の卒業生の方々のご参加をお待ちしています。

記念祝宴を開催！

日　時

場　所

◎会費は事前お振り込みをお願いいたします。
◎出欠を11月11日（金）までに同封ハガキか
　同窓会HP（お問合せ頁）でお知らせください。

※介助の方は同窓会員でなくても参加いただけます。

※祝宴の前に同一会場で第69回総会を行います。

公開収録のお知らせ

明日へと向かう気持ちを育む明日へと向かう気持ちを育む

京一中洛北高校同窓会　　会長　髙坂節三
記念事業実行委員会実行委員長　木下博夫

令和４年（２０２２年）12月11日（日）　正午から
 （受付開始　午前11時30分）
令和４年（２０２２年）12月11日（日）　正午から
 （受付開始　午前11時30分）

会　費
６，０００円（コース料理、ドリンク付き）

京都ホテルオークラ４階　大宴会場「暁雲」　京都市中京区河原町御池

○観世流能楽師シテ方、浦田保親さん（洛北35期、無形文化財保持者）による祝舞の披露
○洛北高校吹奏楽部による
記念序曲「洛北幻想　葵 -Aoi-」の演奏（ビデオ上映）

○シンガーソングライター原田博行さん（洛北35期）作詞作曲による記念歌の合唱
○歌手、五条哲也さん（本名・加藤哲也、洛北39期）による模範歌唱 ほか

プログラム

浦田保親さん 原田博行さん 五条哲也さん五条哲也さん

会場 京都市東部文化会館（山科区）
（地下鉄東西線椥辻駅下車　徒歩7分）　日時 2022年11月20日（日）午後2時開演
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　母校の卒業生相互をつなぐ同窓会誌「あかね」が、京一中同窓会誌の復刊として発行さ
れたのは、1963年（昭和38年）10月のことでした。第１号の発行部数は15,000部。以来、
毎年1号のペースで発刊、今年で60号を数えます。当初A５判だった冊子は40号を機にB5判
へと大型化し、さらに誌面はオールカラーに。内容も時事的な話題や企画性に富んだ特集、
在校生の登場など充実、進化を遂げています。支えていただいた多くの卒業生読者、同窓
会員への感謝と将来への抱負をこめて、「あかね」の60年を振り返ります。
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酒見恒平さん（京一中昭和２年卒）作
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会誌発行への道……… 理事長　渋谷　有教 ４
会誌復刊によせて… 大２年卒　梨木たけし ６
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　誌
名
を
如
何
に
す
る
か
は
、
大
き
な
問
題
で
あ
っ

て
、
戦
前
の
「
同
窓
会
誌
」
で
は
何
か
堅
固
し
い

感
じ
が
す
る
の
で
、
素
晴
ら
し
い
誌
名
を
考
え
た

結
果
が
、
こ
の〝
あ
か
ね
〞
と
な
っ
た
。

京
一
中
の
卒
業
生
に
は
、
校
歌
の〝
比
叡
の
峰

に
あ
か
ね
さ
す…

…

〞…

と
最
初
に
あ
る
言
葉
で

あ
り
、
懐
か
し
く
、
身
近
か
に
母
校
を
感
じ
る
に

ち
が
い
な
い
。
然
し
、
洛
北
高
校
卒
業
の
方
に
は
、

或
は
こ
の
様
な
直
接
的
な
親
近
感
が
無
い
か
も
知

れ
な
い
け
れ
ど
、
麗
峰
比
叡
の
峰
を
、
春
夏
秋
冬

校
舎
の
窓
か
ら
、
校
庭
か
ら
眺
め
た
、〝
あ
か
ね

色
〞に
照
り
映
え
る
比
叡
山
に
は
、
必
ら
ず
想
い

出
が
多
い
事
と
思
う
。

〝
あ
か
ね
〞
と
は
元
来
ア
カ
ネ
科
に
属
す
る
茜
或

は
茜
草
と
称
す
る
野
草
で
あ
って
、
そ
の
根
は
古
来

染
料
と
し
て
使
用
さ
れ
て
居
た
。
こ
の
根
が
赤
色

の
為
め
、染
め
上
っ
た
も
の
を
〝
あ
か
ね
色
〞
と
言
っ

た
の
で
あ
る
。

実
際
に
あ
か
ね
草
で
染
め
上
っ
た
も
の
を
現
代
で

は
、
仲
々
見
ら
れ
な
い
が
、
一種
の
赤
紅
色
な
の
で

あ
る
。

そ
し
て
こ
の
こ
と
が
、
陽
の
光
を
表
す
言
葉
の

枕
こ
と
ば
と
し
て〝
あ
か
ね
さ
す
〞
と
な
っ
た
も
の

で
あ
り
、
陽
々
た
る
日
光
、
照
り
輝
く
光
線
を
あ

ら
わ
し
て
い
る
訳
で
あ
る
。

前
途
洋
々
た
る
母
校
、
同
窓
会
。
そ
し
て
会
員

諸
君
を
、
端
的
に
表
現
し
た
〝
あ
か
ね
〞…

…
…

こ
れ
こ
そ
、
同
窓
会
誌
と
し
て
誠
に
ふ
さ
わ
し
く
、

将
来
を
約
束
す
る
誌
名
で
あ
る
と
信
じ
て
い
る
。

第40号から冊子はA5判からB5判に大型化、題字「あかね」も久田宗也（昭和17年卒、表千家不審庵宗匠）
の揮毫により一新されました。

あ
か
ね
の
由
来

あ
か
ね
の
由
来

表
紙
は
三
輪
晃
久
（
洛
北
２
期
）
作
『
母
校
永
永
』　
　
　
　
　

『あかね』復刊から60年『あかね』復刊から60年
京一中洛北高校同窓会誌

２
万
２
千
人
を
越
え
る
同
窓
会
メ
ン
バ
ー
の

一
人
ひ
と
り
を
つ
な
ぐ
絆
は
、
こ
の
同
窓
会
誌

「
あ
か
ね
」
で
す
。
ま
た
、
記
念
事
業
の一つ
と
し
て
、
整
理
さ
れ
た

「
あ
か
ね
」
の
バッ
ク
ナ
ン
バ
ー
を
繰
っ
て
い
ま
す
と
、
時
を
越
え
て
母
校

の
息
吹
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

「
あ
か
ね
」
を
こ
の
機
会
に
装
い
を
新
た
に
し
て
、
同
窓
会
の
活
動
報
告
の
み
で

な
く
、
同
窓
生
の
語
り
合
い
の
場
、
先
輩
と
後
輩
と
の

出
会
い
の
場
、
そ
し
て
、
伝
統
の
校
風
を
継
い
で
、

現
在
が
将
来
に
思
い
を
伝
え
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
、

さ
ら
に
充
実
し
よ
う
と…

（
中
略
）…

こ
の
「
あ
か
ね
」
が
同
窓

会
の
皆
さ
ま
に
読
ま
れ
同
窓
会
の
す
べ
て
の
メ
ン
バ
ー
の

集
ま
る
広
場
、
そ
し
て
、
世
代
を
越
え
て
力
強
く
活
き

つ
づ
け
る
談
論
風
発
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
と
な
る
よ
う
に
と
願
っ
て

い
ま
す
。

「
装
い
新
た
な
あ
か
ね
に
託
す
思
い
」
よ
り

　
　
会
長
　
西
島 

安
則
（
京
一
中
昭
和
19
年
卒
）

「
あ
か
ね
」
第
40
号
　
平
成
14
年
（
2
0
0
2
）
刊
行

※

文
章
表
記
は
原
文
の
ま
ま

西
島
元
会
長
の
こ
と
ば

「
あ
か
ね
へ
の
思
い
」

想いと歩みをたどる想いと歩みをたどる
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須田国太郎「早春」
（明治42年卒）

柳原柳平
「コペンハーゲンのニーハーン船だまり」
（昭和19年入）　　　

村山槐多「ひまわり」
（大正3年卒）

太田喜三郎「栗柿実る」
（明治35年卒）

上村淳之「栗の木」
（昭和21年入）

表紙を飾った卒業生たちの作品
美
術
・
ア
ー
ト
界
の
偉
才
、
異
才
と

な
っ
た
京
一
中
卒
業
生
に
よ
る

名
作
の
数
々
が
「
あ
か
ね
」
の
表
紙
を

彩
っ
て
き
ま
し
た
。

草
創
期
の
「
あ
か
ね
」
に
は
、
京
一
中
の
先
輩
た
ち
が
随
筆
や
紀
行
文
、
俳
句
や
短

歌
な
ど
を
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
第
１
号
目
次
（
12
頁
）
の
卒
業
生
に
よ
る
記
事
の
う

ち
約
半
分
が
京
一
中
Ｏ
Ｂ
に
よ
る
も
の
。
京
一
中
在
職
時
代
を
振
り
返
り
、
懐
か
し
む

先
生
方
の
寄
稿
の
多
さ
も
目
を
引
き
ま
す
。
第
５
号
に
は
西
堀
榮
三
郎
が
京
一
中
時
代

の
恩
師
で
あ
る
金
井
千
仭
先
生
と
森
外
三
郎
校
長
と
の
出
会
い
を
語
っ
た
、
テ
レ
ビ
の

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
事
「
我
が
師
を
語
る
」
と
い
っ
た
珍
し
い
記
事
も
見
ら
れ
ま
す
。

「
京
一
中
・
洛
北
高
校　
今
昔
放
談
」
と
称
す
る
座
談
会
の
記
事
が
載
せ
ら
れ
た
の
は

第
３
号
。
顔
ぶ
れ
は
京
都
大
学
総
長
の
奥
田
東
（
大
正
12
年
卒
）、
福
井
大
学
学
長
の
藤

野
清
久
（
大
正
９
年
）
同
窓
会
顧
問
の
荒
木
益
次
郎
（
旧
職
）、
渋
谷
有
教
理
事
長
と
い
っ

た
方
々
に
二
人
の
理
事
を
交
え
て
い
る
と
こ
ろ
が
母
校
ら
し
さ
で
し
ょ
う
か
。
学
生
気

質
の
違
い
や
吉
田
校
舎
時
代
の
思
い
出
を
当
時
の
洛
北
高
の
現
状
と
も
比
較
し
な
が
ら

話
さ
れ
て
い
ま
す
。

第
５
号
か
ら
、
京
一
中
１
０
０
周
年
・
洛
北
高
校
20
周
年
を
迎
え
る
第
８
号
ま
で
は
、

京
一
中
と
洛
北
高
の
校
舎
外
観
や
恩
師
の
集
合
写
真
、
学
校
生
活
な
ど
母
校
の
歴
史
を

物
語
る
さ
ま
ざ
ま
な
写
真
が
毎
号
、
巻
頭
を
飾
り
ま
す
。
な
か
に
は
明
治
37
年
頃
の
野

球
選
手
の
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
姿
、
下
立
売
校
舎
の
前
景
や
実
弾
射
撃
練
習
風
景
と
い
っ
た

希
少
な
写
真
も
（
第
６
号
）。
京
一
中
時
代
の
歴
史
資
料
と
し
て
貴
重
な
も
の
と
言
え
る

で
し
ょ
う
。

日
本
で
唯
一
、二
人
の
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
者
が
学
ん
だ
京
一
中
。
湯
川
・
朝
永
両
博
士
に

ま
つ
わ
る
特
集
や
ト
ピ
ッ
ク
ス
は
、「
あ
か
ね
」
誌
面
を
輝
か
せ
る
も
の
と
し
て
欠
か
す
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。
と
り
わ
け
他
の
メ
デ
ィ
ア
で
は
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
の
な
い
、
知
ら

れ
ざ
る
素
顔
や
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
の
が
、同
窓
会
誌
な
ら
で
は
と
言
え
ま
す
。　

生
誕
１
０
０
周
年
の
メ
モ
リ
ア
ル
・
イ
ヤ
ー
で
あ
る
平
成
18
年
（
２
０
０
６
）
か
ら
翌
年

に
か
け
て
は
11
ペ
ー
ジ
余
り
に
わ
た
る
特
集
記
事
が
組
ま
れ
（
第
44
号
）、
お
二
人
の
京
一

中
時
代
か
ら
三
高
、
さ
ら
に
そ
の
後
の
経
歴
を
詳
細
に
記
述
し
た
後
輩
の
片
岡
宏
（
特
別
科

学
学
級
第
一
期
）
の
寄
稿
や
、
洛
北
高
校
新
聞
部
員
が
昭
和
25
年
、
受
賞
後
の
湯
川
博
士
に

単
独
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
果
た
し
た
こ
と
、
昭
和
45
年
の
「
京
一
中
１
０
０
周
年
・
洛
北
高
校

20
周
年
」
に
お
け
る
湯
川
博
士
の
記
念
講
演
の
様
子
に
つ
い
て
掲
載
。
湯
川
家
提
供
に
よ
る

詰
襟
姿
の
湯
川
博
士
や
旅
先
で
三
高
同
窓
生
た
ち
と
く
つ
ろ
ぐ
両
博
士
な
ど
、
ほ
か
で
は
見

る
こ
と
が
で
き
な
い
オ
フ
シ
ョ
ッ
ト
も
ま
じ
え
た
、読
み
ご
た
え
見
ご
た
え
の
あ
る
内
容
と
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
号
で
は
塩
見
均
校
長
の
巻
頭
言
で
も
朝
永
博
士
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
綴
ら
れ

て
い
ま
す
。

続
く
45
号
で
は
「
朝
永
・
湯
川
博
士
と
同
級
生
」
と
い
う
ユ
ニ
ー
ク
な
記
事
を
企
画
。
京

一
中
時
代
の
両
博
士
の
同
級
生
だ
っ
た「
広
辞
苑
」の
編
者
、新
村
出
の
長
男
・
新
村
猛
、ジ
ャ
ー

ナ
リ
ス
ト
の
工
藤
信
一
良
、
京
一
中
教
職
の
岡
田
幸
一
の
三
氏
を
取
り
上
げ
て
、
ゆ
か
り
の

後
輩
ら
が
そ
れ
ぞ
れ
の
足
跡
と
功
績
を
記
し
て
い
ま
す
。

「
あ
か
ね
」
で
し
か
読
む
こ
と
が
で
き
な
い
、「
あ
か
ね
」
な
ら
で
は
の
特
集
企
画
や
寄
稿
、

記
録
記
事
の
数
々
。
全
59
冊
か
ら
、
一
部
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
み
ま
し
た
。

懐
か
し
い
同
窓
生
、
恩
師
の
想
い
、
興
味
あ
る
テ
ー
マ
の
記
事
へ
は
、

同
窓
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ア
ク
セ
ス
で
き
ま
す
。

※ 

卒
業
生
は
敬
称
略

　

知
ら
れ
ざ
る
湯
川
秀
樹
・
朝
永
振
一
郎

　

よ
み
が
え
る
京
一
中
時
代
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第10号　喜多川平朗（大正５年卒）「衣裳唐織の一部」（右）
第46号　喜多川俵二（洛北３期）「有職織物装束」

京一中100周年・洛北高校20周年　記念事業グラフの頁

　

多
才
で
多
彩
な
講
演
記
録

　
ロ
ン
グ
ラ
イ
フ
な
記
事
コ
ー
ナ
ー

　

親
・
子
・
孫
と
「
あ
か
ね
」
の
絆

　
同
窓
会
総
会
や
周
年
事
業
の
記
念
式
典
で
は
、
各
界
で
活
躍
す
る
卒
業
生
に
講
師
を
お
願
い
し
、

さ
ま
ざ
ま
な
講
演
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
第
22
回
総
会
は
朝
日
放
送
解
説
委
員
の
日
下
部
吉
彦
、

第
23
回
総
会
は
ラ
グ
ビ
ー
日
本
代
表
の
坂
田
好
弘
、
第
24
回
は
林
屋
辰
三
郎
に
よ
る
講
演
で
し
た
。

学
術
界
は
も
と
よ
り
政
治
や
経
済
、ス
ポ
ー
ツ
、芸
能
、マ
ス
コ
ミ
関
係
な
ど
幅
広
い
分
野
か
ら
登
壇
。

総
会
は
今
年
で
69
回
を
数
え
、
年
に
一
度
、
専
門
分
野
で
活
躍
中
の
同
窓
生
の
話
に
耳
を
傾
け
る
貴

重
で
楽
し
み
な
機
会
と
も
な
っ
て
い
ま
す
。
第
40
号
以
降
で
は
前
年
の
総
会
講
演
を
記
録
と
し
て
「
あ

か
ね
」
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
第
42
号
に
「
京
都
人
と
独
創
性
」（
近
藤
次
郎
）
第
48
号
に
「
熊
谷

直
実
と
私
～
八
百
年
を
超
え
て
～
」（
熊
谷
か
お
り
）第
50
号
に「
大
改
造
！
劇
的
ビ
フ
ォ
ー
ア
フ
タ
ー

の
壺
」（
今
井
秀
明
）
第
56
号
に
「『
ぼ
け
』
て
も
心
は
生
き
て
い
る
」（
髙
見
国
生
）
第
58
号
に
「
能

役
者
と
し
て
育
っ
た
私
」（
味
方
玄
）
な
ど
な
ど
。
母
校
が
輩
出
し
た
人
材
の
多
彩
さ
や
そ
の
活
躍

ぶ
り
を
次
代
に
つ
な
ぐ
大
切
な
記
録
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
の
60
号
に
あ
る
、
ク
ラ
ス
会
・
学
年
会
だ
よ
り
・
支
部
だ
よ
り
、
部
活

Ｏ
Ｂ
会
だ
よ
り
の
始
ま
り
は
、
早
く
も
60
年
前
の
第
１
号
に
見
ら
れ
ま
す
。

学
年
会
だ
よ
り
は
各
地
だ
よ
り
の
欄
の
「
七
丘
会
」
が
最
初
で
、
こ
の
号
で

は
１
件
の
み
。
欄
に
は
「
各
ク
ラ
ス
幹
事
の
方
へ
御
依
頼
」
と
し
て
ク
ラ
ス

会
の
開
催
通
知
や
報
告
を
同
窓
会
へ
送
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
、
記
事
募
集
の

お
知
ら
せ
が
載
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、
２
号
、
３
号
と
号
を
重
ね
る

に
つ
れ
て
、投
稿
数
は
次
第
に
増
え
て
い
き
ま
し
た
。「
集
う
・
学
ぶ
・
味
わ
う
」

の
京
一
中
ク
ラ
ブ
は
第
１
号
か
ら
掲
載
。
そ
の
時
す
で
に
１
９
９
回
目
の
例

会
で
そ
の
年
に
２
０
４
回
を
開
催
、
別
に
京
一
中
洛
北
ク
ラ
ブ
（
東
京
）
と

し
て
第
7
回
か
ら
５
回
の
集
い
が
持
た
れ
て
い
ま
す
。
今
年
７
月
の
開
催
で

通
算
５
３
４
回
と
な
る
超
・
長
寿
会
。「
あ
か
ね
」
記
事
欄
の
ご
利
用
を
引

き
続
き
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
残
念
な
が
ら
こ
こ
数
年
は
コ
ロ
ナ
禍
で
ど
の
集
ま
り
も
ま
ま
な
ら
な
い
状

況
で
す
が
、
感
染
予
防
対
策
の
徹
底
や
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
リ
モ
ー
ト
開
催

な
ど
、
工
夫
に
よ
っ
て
は
新
た
な
楽
し
み
や
出
会
い
の
妙
味
が
生
ま
れ
て
く

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。〝
会
を
開
い
た
ら
「
あ
か
ね
」
で
報
告
〟
を
合
言
葉

に
、
卒
業
生
の
和
や
か
で
温
か
な
輪
が
広
が
っ
て
い
き
ま
す
よ
う
、
編
集
部

も
微
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
。　

　
通
常
は
記
憶
や
噂
話
に
と
ど
ま
る
だ
け
の
同
窓
フ
ァ

ミ
リ
ー
も
、「
あ
か
ね
」
に
か
か
わ
っ
て
い
た
だ
く
こ

と
で
長
く
記
録
と
し
て
残
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
近

刊
で
は
第
58
号
の
会
員
著
書
紹
介
欄
で
、
祖
父
、
梅

棹
忠
夫
の
ロ
ン
グ
セ
ラ
ー
「
知
的
生
産
の
技
術
」
を

お
孫
さ
ん
の
梅
棹
レ
オ
（
洛
北
50
期
）
が
紹
介
さ
れ

た
例
な
ど
で
す
。
同
窓
会
誌
な
ら
で
は
の
温
か
さ
が

伝
わ
る
と
、
京
一
中
Ｏ
Ｂ
の
方
に
喜
ん
で
い
た
だ
き

ま
し
た
。
表
紙
に
親
子
で
登
場
い
た
だ
い
た
例
も
あ

り
ま
す
。
写
真
は
人
間
国
宝
（
有
職
織
物
）
親
子
に

よ
る
表
紙
作
品
。

◇�

70
、
80
号
…
へ
と
「
あ
か
ね
」
が
ま
す
ま
す
愛
さ
れ
親
し
ま
れ
、
役
立
つ

同
窓
会
誌
へ
と
進
化
し
て
い
き
ま
す
よ
う
、
今
後
も
寄
稿
や
取
材
、
情
報

提
供
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

恩
師
は
書
く
、
描
く
、
語
る

　

周
年
事
業
を
プ
レ
イ
バッ
ク

　
先
生
方
の
手
に
な
る
寄
稿
記
事
は
第
１
号
か
ら
掲
載
さ
れ
、
そ
の
後
も
長
く
誌
面
に

掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
退
任
時
に
書
か
れ
た
京
一
中
、
洛
北
高
の
思
い
出
を
は
じ
め
、

随
筆
や
短
歌
、
俳
句
、
挿
絵
な
ど
多
種
多
彩
。
早
く
も
第
２
号
か
ら
「
恩
師
抄
」
と
銘
打
っ

て
、
誌
面
の
主
要
な
要
素
と
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。
な
か
で
も
圧
巻
な
の
は
、
京
一
中

１
０
０
周
年
・
洛
北
高
校
20
周
年
に
あ
た
る
昭
和
45
年（
１
９
７
０
）発
行
の
第
８
号（
記

念
号
）
で
、
こ
こ
に
は
「
母
校
を
語
る
」
と
題
し
て
歴
代
校
長
、
京
一
中
旧
職
、
洛
北

現
職
合
わ
せ
て
11
人
の
恩
師
に
よ
る
母
校
へ
の
想
い
や
思
い
出
を
収
載
。
洛
北
高
の
青

柳
初
代
校
長
は
、校
長
の
任
に
つ
く
際
の
京
一
中
と
洛
北
高
へ
の
校
風
継
承
へ
の
考
え
や
、

校
歌
作
曲
を
芥
川
也
寸
志
に
依
頼
し
た
時
の
芥
川
が
話
し
た
貴
重
な
言
葉
を
記
さ
れ
て

い
ま
す
。
さ
ら
に
翌
第
９
号
に
は
「
恩
師
抄
－
懐
か
し
い
恩
師
の
寄
せ
ら
れ
た
随
筆
－
」

と
し
て
、
今
度
は
母
校
を
去
ら
れ
た
先
生
方
８
人
の
、
京
一
中
と
洛
北
へ
の
さ
ま
ざ
ま

な
所
感
が
載
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
美
術
科
の
先
生
の
作
品
を
表
紙
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
写
真

の
第
11
号
の
ほ
か
、
第
31
号
に
は
新
見
孝
先
生
の
絵
画
「
サ
ー
カ
ス
」、
第
42
号
に
京

一
中
記
念
碑
を
制
作
さ
れ
た
小
野
啓
亘
先
生
（
現
職
）
の
彫
像
「
そ
れ
で
も
道
は
で
き
る
」

を
提
供
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
「
あ
か
ね
」
刊
行
後
に
実
施
さ
れ
た
周
年
事
業
は
、
昭
和
45
年
（
１
９
７
０
）「
京
一

中
１
０
０
周
年
・
洛
北
高
校
20
周
年
」
が
最
初
で
、
10
年
ご
と
に
「
京
一
中
１
３
０
周
年
・

洛
北
高
校
50
周
年
」「
京
一
中
１
４
０
周
年
・
洛
北
高
校
60
周
年
」
と
実
施
さ
れ
、「
京

一
中
１
５
０
周
年
・
洛
北
高
校
70
周
年
」
も
本
年
12
月
の
祝
宴
で
終
了
予
定
で
す
。
記

念
年
お
よ
び
そ
の
前
後
に
刊
行
さ
れ
た
「
あ
か
ね
」
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
記
念
事
業
の

報
告
記
事
を
は
じ
め
巻
頭
グ
ラ
ビ
ア
の
写
真
掲
載
、
記
念
年
な
ら
で
は
の
企
画
記
事
な

ど
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
母
校
の
歴
史
の
節
目
を
ど
う
迎
え
、
何
が
行
わ
れ
た
の
か
、

資
料
と
し
て
の
「
あ
か
ね
」
の
存
在
意
義
が
こ
こ
に
も
あ
り
ま
す
。
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支部だより 支
部
だ
よ
り

支部だより支部だより支部だより

　

今
年
始
め
か
ら
始
ま
っ
た
何
度
目
か
の
コ
ロ
ナ
の

大
流
行
が
収
ま
り
つ
つ
あ
り
、
社
会
規
制
が
緩
和
さ

れ
て
き
た
状
況
を
見
て
、
６
月
18
日（
土
）
に
札
幌
ガ
ー

デ
ン
パ
レ
ス
で
支
部
の
集
い
を
開
催
し
ま
し
た
。
久

し
ぶ
り
の
会
は
、
安
田
泰
次
元
支
部
長
（
京
一
中
昭

23
卒
）
か
ら
、
初
参
加
の
和
田
瑛
怜
奈
さ
ん
（
洛
北

70
期
）
ま
で
12
人
が
集
ま
り
、
70
年
を
跨
ぐ
同
窓
会

と
な
り
ま
し
た
。

　

昨
年
９
月
に
闘
病
中
だ
っ
た
前
支
部
長
の
安
藤
久

男
さ
ん
（
洛
北
１
期
）
が
亡
く
な
ら
れ
、
ま
た
18
年

に
は
村
田
生
子
さ
ん
（
洛
北
３
期
）
が
亡
く
な
ら
れ

ま
し
た
。
開
会
に
先
立
っ
て
お
二
人
に
黙
祷
を
捧
げ

ま
し
た
。

　
丸
谷
支
部
長
の
挨
拶
に
続
い
て
本
部
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
読
み
上
げ
、

京
一
中
1
5
0
周
年
・
洛
北
高
校
70
周
年
記
念
式
典
の
報
告
、
母

校
の
様
子
な
ど
を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
後
、
安
田
さ
ん
に
乾

杯
の
発
声
を
お
願
い
し
、
食
事
を
と
り
な
が
ら
歓
談
、
皆
さ
ん
に

自
己
紹
介
や
近
況
報
告
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
当
日
は
生
前
の
安
藤
久
男
さ
ん
に
付
き
添
っ
て
集
い
に
参
加
さ
れ

て
い
た
祥
子
夫
人
に
も
ご
出
席
い
た
だ
き
、
こ
れ
か
ら
も
支
部
の
仲

間
と
し
て
お
誘
い
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
前
回
、
父
・
今
西
錦
司
氏
に
つ
い
て
お
話
し
い
た
だ
い
た
河
村

皆
子
さ
ん
（
洛
北
６
期
）
か
ら
は
「
＊
今
西
錦
司
生
誕
１
２
０
周

年
記
念 

△
さ
ん
か
く

展
」
の
お
知
ら
せ
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
和
田
さ
ん

に
は
中
高
一
貫
コ
ー
ス
の
こ
と
な
ど
母
校
の
近
況
に
つ

い
て
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。
和
田
さ
ん
の
お
父
さ

ん
が
町
野
倫
太
郎
さ
ん
（
洛
北
30
期
）
と
大
学
同
期
だ
っ

た
こ
と
が
わ
か
る
な
ど
、
思
い
が
け
な
い
つ
な
が
り
も

う
れ
し
い
話
題
で
し
た
。

　

最
後
に
、
安
田
さ
ん
と
龍
島
さ
ん
の
リ
ー
ド
で
京
一

中
校
歌
、
洛
北
高
校
校
歌
を
歌
い
散
会
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
休
止
期
間
中
の
会
員
の
近
況
報
告
12
編
を
ま
と

め
て
「
北
の
あ
し
あ
と
」
第
３
号
と
し
て
発
行
し
ま
し
た
。

�

（
小
泉
章
夫
）

　
＊
令
和
４
年
４
月
20
日
～
5
年
3
月
31
日

　
　
於
：
滋
賀
県
東
近
江
市
西
堀
栄
三
郎
記
念
探
検
の
殿
堂

　
前
年
に
続
き
、こ
の
１
年
間
も
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
に
支
部
活
動
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

６
月
下
旬
の
現
在
、
街
中
の
様
子
は
そ
ろ
そ
ろ
コ

ロ
ナ
以
前
に
戻
り
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
年
齢
層
の
高

い
O
B
O
G
の
皆
さ
ん
に
集
ま
っ
て
い
た
だ
く
の
は

ま
だ
ま
だ
気
が
引
け
ま
す
。

　

一
方
、
オ
ン
ラ
イ
ン
支
部
大
会
に
つ
い
て
は
、
オ

ン
ラ
イ
ン
の
経
験
を
お
持
ち
で
な
い
方
に
ど
れ
だ
け

ご
参
加
い
た
だ
け
る
の
か
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
他
支

部
の
状
況
を
参
考
に
開
催
を
探
っ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。�

（
洛
北
24
期　
澤
田
惠
介
）

洛北編

学
年
会
・
ク
ラ
ス
会
だ
よ
り

奇
跡
の
一
打
で
ゴ
ル
フ
の
楽
し
さ
も
倍
増
⁈

　
令
和
４
年
４
月
29
日
、
滋
賀
の
信
楽
シ
ガ
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
C
G
に
て
、
５
組
17
人
で

コ
ン
ペ
を
ス
タ
ー
ト
し
た
。

　
プ
レ
ー
中
頃
か
ら
冷
た
い
小
雨
が
降
り
だ
し
、
雨
の
中
な
ん
と
か
９
ホ
ー
ル
が
終
わ
っ

て
レ
ス
ト
ラ
ン
で
昼
食
と
な
っ
た
。
天
気
は
肌
寒
い
曇
り
だ
っ
た
。
そ
の
間
に
も
雨
風

は
ま
す
ま
す
ひ
ど
く
な
り
、「
も
う
止
め
よ
う
」
と
全
員
一
致
で
ハ
ー
フ
コ
ン
ペ
と
な
っ

た
。
昼
食
時
間
を
延
ば
し
て
成
績
発
表
も
行
っ
た
。
酒
・
ビ
ー
ル
が
飲
め
な
い
の
が
残

念
で
な
ら
な
か
っ
た
が
、
予
定
よ
り
早
く
帰
宅
し
た
の
で
、
家
で
ゆ
っ
く
り
体
を
休
め

て
少
し
一
杯
。

　
と
こ
ろ
で
、
私
は
ゴ
ル
フ
ボ
ー
ル
を
右
へ
左
へ
と
追
い
求
め
て
い
る
レ
ベ
ル
だ
が
、

ゴ
ル
フ
に
は
奇
跡
が
結
構
あ
る
。
た
と
え
ば
、
セ
カ
ン
ド
シ
ョ
ッ
ト
が
ピ
ン
そ
ば
に
な

る
「
ス
ー
パ
ー
シ
ョ
ッ
ト
」、
や
っ
と
グ
リ
ー
ン
に
乗
っ
た
が
カ
ッ
プ
ま
で
遠
い
ロ
ン

グ
ロ
ン
グ
パ
ッ
ト
が
ま
る
で
吸
い
込
ま
れ
る
よ
う
に
カ
ッ

プ
イ
ン
す
る
「
ス
ー
パ
ー
パ
ッ
ト
」、
グ
リ
ー
ン
そ
ば
の

深
い
ラ
フ
か
ら
直
接
カ
ッ
プ
イ
ン
す
る
「
ス
ー
パ
ー
・

チ
ッ
プ
イ
ン
カ
ッ
プ
」、
ほ
か
に
も
「
深
い
バ
ン
カ
ー
か

ら
一
発
グ
リ
ー
ン
オ
ン
が
で
き
た
時
」「
青
空
に
吸
い
込

ま
れ
て
い
く
よ
う
な
ド
ラ
イ
バ
ー
シ
ョ
ッ
ト
が
打
て
た

時
」
な
ど
、
こ
れ
が
あ
る
か
ら
ゴ
ル
フ
は
止
め
ら
れ
な
い
。

　
ス
コ
ア
を
見
て
た
め
息
ば
か
り
で
も
、
奇
跡
の
シ
ョ
ッ

ト
を
話
の
種
に
友
人
達
と
交
わ
す
ゲ
ー
ム
談
が
面
白
い
。

こ
れ
が
〝
下
手
で
も
楽
し
い
〟
ゴ
ル
フ
な
の
で
あ
る
。

�

（
三
島
康
之
）

第
59
回
楽
歳
会
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
洛
北
14
期

洛七会の皆さまへ
　卒業60年と無事80歳を越えたことを祝う同窓
会を、東京オリンピックに合わせて開催する計
画を進めていましたが、全国的なコロナ感染の
高まりから残念ながら開催を延期してきました。
　その後、感染状況の推移を見守ってきたなか、
本年５月の幹事会時において

本年11月14日（月）に開催
を決定いたしました。
　会場は『古き都の北にして』、豊かな自然環境
に囲まれながら「人は自然の中に集い話し合う」
というコンセプトの「国立京都国際会館」を選
びました。
　コロナ禍における催事では、感染防止対策の
観点から歓談が一部制限されますが、一堂に会
して顔を合わせることで通じ合う仲間です。
　ぜひとも参加されることを期待しています。

� 洛七会代表幹事　大原一弘
 k.ohara@comet.ocn.ne.jp

お出かけにも、集まりにも
便利な祇園四条。
心がなごむ
ロシア、ウクライナ料理を
お楽しみください。

〒605-0077
京都市東山区縄手通四条上ル鴨東ビル6F
TEL（075）525-0860  FAX（075）525-0810
ホームページ https://restaurant-kiev.com/

会長　加藤   幹雄 （洛五）
代表　加藤 智恵子（洛五）

同窓会・クラス会など、お気軽にご利用ください。
鴨川を見渡せる55席のメインダイニングに加え、
14名様・30名様の個室もご用意しています。
夏期は屋上ビアガーデンもお楽しみください。

東
北
支
部

長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
、
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
を
探
っ
て

長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
、
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
を
探
っ
て

北
海
道
支
部

３
年
ぶ
り
に
第

３
年
ぶ
り
に
第
5757
回
北
海
道
支
部
の
集
い
を
開
催
！

回
北
海
道
支
部
の
集
い
を
開
催
！

後列:木村、町野、木下、小泉、和田、龍島
前列:佐藤、丸谷、安田、河村章人、河村皆子、安藤

健康都市宣言10周年の昭和46年、市民
投票により仙台市の花に決定した萩
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支
部
だ
よ
り

部
活

会
だ
よ
り

部活OB会だより

● 

北
山
の
会（
京
都
一
中
・
鴨
沂
高
校
・
洛
北
高
校
山
岳
部
Ｏ
Ｂ
会
）

● 

硬
式
野
球
部
Ｏ
Ｂ
会

「
北
山
荘
80
周
年
」を
祝
し
て 

記
念
展
示
会
開
催
！　

５
０
０
歳
野
球
、
今
年
も
開
催
さ
れ
る
！

　

京
都
一
中
山
岳
部
員
ら
に
よ
っ
て
建
て
ら

れ
た
山
小
屋
「
北
山
荘
」。
当
会
が
維
持
管
理

に
努
め
、
山
を
愛
す
る
多
く
の
人
々
の
憩
い

の
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
年
め
で
た
く
80

周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
こ
れ
ま
で
の
歴
史
を
振
り
返
り
、

O
B
自
身
と
協
力
者
の
維
持
管
理
を
力
強
く

持
続
し
て
今
後
の
発
展
を
期
す
べ
く
、
来
る

11
月
１
日
よ
り
６
日
ま
で
、
京
都
市
左
京
区

吉
田
に
あ
る〝
カ
ル
チ
ャ
ー
ガ
ー
デ
ン
「
吉

田
の
森
」〟に
て「
北
山
荘
80
周
年
記
念
展
示
会
」

を
開
催
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

維
持
管
理
の
編
年
史
・
記
録
写
真
・
資
材

運
搬
道
具
・
O
B
関
連
著
作
物
な
ど
の
展
示
で
盛
り
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
京
都
市
の
〝
京
都
を
彩
る
建
物
や
庭
園
〟
制
度
の
選
定
を
受
け
た
こ
と
は
昨
年
報
告

し
ま
し
た
が
、
山
小
屋
所
有
者
自
体
が
建
設
し
長
年
に
わ
た
り
維
持
管
理
す
る
例
は
極

め
て
珍
し
く
、
山
小
屋
の
文
化
史
的
意
義
の
面
か
ら
も
学
術
的
に
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

同
窓
会
の
皆
様
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　
展
示
会
開
催
を
契
機
と
し
て
、
山
岳
部
Ｏ
Ｂ
だ
け
で
な
く
協
力
者
の
結
集
も
強
化
し
た

い
と
思
い
ま
す
の
で
、
展
示
会
の
最
新
情
報
の
お
問
い
合
わ
せ
は
左
記
へ
お
願
い
し
ま
す
。

北
山
の
会
ｅ
メ
ー
ル
：kitayam

anokai2019@
leto.eonet.ne.jp

（
北
山
の
会
会
長　
洛
北
13
期　
黒
田
俊
郎
）　　

　
今
年
の
５
０
０
歳
野
球
も
、
佐
竹
三
夫
君
（
洛

北
22
期
）
が
副
理
事
長
と
し
て
開
会
式
の
始
球

式
を
務
め
ら
れ
、
３
月
５
日
か
ら
各
球
場
で
始

ま
り
ま
し
た
。（
翌
週
の
京
都
新
聞
夕
刊
に
そ
の

雄
姿
が
掲
載
さ
れ
ま
し
た
）

　
天
候
の
関
係
で
母
校
の
１
回
戦
は
４
月
９
日
に
。

令
和
元
年
の
大
会
で
準
優
勝
の
成
績
を
収
め
『
あ

か
ね
』
57
号
に
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
も
あ
り
、
今
年
は
１
回
戦
か
ら
リ
ポ
ー

ト
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
吉
祥
院
に
あ
る
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
、
い
ま
が
真
っ
盛
り
の
桜
並
木
で
好
天
の
下
、
往
年

の
球
児
た
ち
が
元
気
に
グ
ラ
ウ
ン
ド
内
を
駆
け
回
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　
ネ
ッ
ト
裏
で
応
援
し
て
お
ら
れ
た
洛
北
２
期
の
大
角
孝
司
氏
、
５
期
の
山
内
千
昭
氏
、

10
期
の
本
間
恒
雄
氏
に
話
を
お
聞
き
し
た
と
こ
ろ
、
今
年
で
35
回
を
数
え
る
本
大
会
の

２
回
、
４
回
、
６
回
、
８
回
で
は
洛
北
が
優
勝
し
た
こ
と
、
ま
た
大
角
先
輩
は
社
会
人

野
球
の
強
豪
と
し
て
知
ら
れ
る
「
日
本
新
薬
」
の
選
手
で
あ
っ
た
こ
と
な
ど
、
本
間
先

輩
か
ら
資
料
類
を
見
せ
て
い
た
だ
き
な
が
ら
熱
の
こ
も
っ
た
説
明
を
う
け
ま
し
た
。

　
１
回
戦
は
田
辺
高
校
O
B
ク
ラ
ブ
と
対
戦
し
て
17
対
２
で
快
勝
。
４
月
23
日
の
２
回

戦
も
期
待
を
も
っ
て
応
援
に
行
っ
た
の
で
す
が
、４
回
ま
で
は
接
戦
、し
か
し
５
回
以
降
、

相
手
の
鴨
沂
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
の
投
手
が
良
く
、
外
野
へ
の
ヒ
ッ
ト
性
の
当
た
り
は
１
本

の
み
で
残
念
な
が
ら
０
対
５
の
「
惜
敗
」
と
な
り
ま
し
た
。

　
な
お
、
リ
ポ
ー
タ
ー
の
同
期
と
し
て
は
松
葉
公
博
君
や
愛
甲
博
明
君
が
出
場
し
、
本

部
役
員
の
佐
竹
君
を
含
め
、
み
ん
な
が
頑
張
っ
て
い
る
姿
は
励
み
に
な
り
ま
す
。
次
回

も
頑
張
っ
て
応
援
に
行
き
、
決
勝
戦
ま
で
リ
ポ
ー
ト
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

�

リ
ポ
ー
タ
ー　
平
塚
泉
（
洛
北
22
期
）

�

※ 

12
月
24
日
に
は
、
甲
子
園
球
場
で
旧
制
中
学
四
校
対
抗
O
B
戦
が
開
催
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　
２
０
２
０
年
９
月
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
活
動
中
止
の
案
内
状
を
会
員
へ
送
付
し
て
か

ら
２
年
が
た
ち
ま
す
。
２
０
２
１
年
9
月
に
は
関
東
支
部
幹
事
会
を
リ
モ
ー
ト
で
開
催

し
、
活
動
中
止
の
継
続
を
確
認
。
活
動
費
の
寄
付
募
集
、
案
内
状
送
付
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
更
新
も
中
止
し
ま
し
た
。
そ
の
中
、
京
都
本
部
で
開
催
さ
れ
た
京
一
中
１
５
０
周
年
・

洛
北
高
校
70
周
年
記
念
式
典
に
、
支
部
を
代
表
し
て
川
谷
事
務
局
長
（
洛
北
20
期
）
が

参
加
し
ま
し
た
。

【
田
中
均
支
部
長　
近
況
】Tw

itter
のU

RL

（@
TanakaD

iplom
at

）

　
ロ
シ
ア
・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
の
収
束
が
見
え
ず
、元
外
交
官
の
田
中
支
部
長（
洛
北
14
期
）

は
、YouTube

を
は
じ
め
様
々
な
メ
デ
ィ
ア
で
外
交
の
重
要
さ
を
発
信
さ
れ
て
い
ま
す
。

戦
争
と
い
う
忌
ま
わ
し
い
手
段
が
二
度
と
選
択
さ
れ
な
い
世
界
が
築
か
れ
る
こ
と
を
切

に
願
い
ま
す
。

【
上
田
藍
選
手　
近
況
】

　
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
選
手
、
関
東
支
部
の
ア
イ
ド
ル
的
な
存

在
の
上
田
藍
さ
ん
（
洛
北
51
期
）。
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出

場
は
か
な
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今
年
も
と
び
っ
き
り
素
敵

な
笑
顔
で
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。
６
月
ル
ー
マ
ニ
ア
で
行
わ

れ
た
世
界
選
手
権
で
は
、
み
ご
と
３
位
で
表
彰
台
に
。
ブ
ロ

グ
も
配
信
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
一
緒
に
応
援
し
ま
し
ょ
う
！

　

徐
々
に
各
所
で
イ
ベ
ン
ト
が
再
開
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

会
員
に
高
齢
者
が
多
い
こ
と
か
ら
関
東
支
部
２
０
２
２
年

に
つ
い
て
は
、
集
ま
っ
て
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
べ
き
か

思
案
し
て
い
る
状
況
で
す
。
開
催
で
き
る
状
況
に
な
り
ま
し
た
ら
急
ぎ
案
内
状
を
送
付

し
ま
す
が
、
そ
の
場
合
は
準
備
期
間
が
短
い
た
め
メ
ー
ル
や
S
N
S
が
有
効
な
連
絡
手

段
と
な
り
ま
す
。

　
関
東
支
部
（
旧
京
浜
支
部
）
か
ら
、
過
去
一
度
も
メ
ー
ル
が
届
い
て
い
な
い
方
、
関

東
在
住
で
な
く
て
も
関
東
支
部
発
信
の
情
報
に
興
味
が
あ
る
方
は
、
支
部
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ〈https://rakuhoku-highschools.com
/

〉か
ら
ア
ド
レ
ス
を
登
録
い
た
だ
く
か
、

同
窓
会
関
東
支
部
メ
ー
ル
〈rakuhoku.hsk@

gm
ail.com

〉
へ
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

　
昨
年
、
東
海
支
部
で
はW

eb M
eeting

を
試
み
ま
し
た
。
参
加
は
10
人
弱
と
少
人

数
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
久
し
ぶ
り
に
顔
を
見
な
が
ら
、
種
々
の
お
話
を
う
か
が
う
こ

と
が
で
き
、
心
和
む
ひ
と
時
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
今
年
は
12
月
に
「
京
一
中
１
５
０
周
年
・
洛
北
高
校
70
周
年
記
念
祝
宴
」
と
「
第
69

回
総
会
」
が
行
わ
れ
ま
す
が
、
こ
の
原
稿
を
書
い
て
い
る
７
月
下
旬
に
な
っ
て
感
染
者

が
急
増
。
よ
う
や
く
元
に
戻
ろ
う
か
と
い
う
出
鼻
を
挫
か
れ
る
よ
う
な
状
況
で
、
年
末

ま
で
に
何
と
か
自
由
に
、
不
安
な
く
会
食
が
楽
し
め
る
状
況
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
願
う

ば
か
り
で
す
。

　
「
あ
か
ね
59
号
」
で
は
中
田
有
紀
さ
ん
（
洛
北
44
期
）、
家
久
浩
一
さ
ん
（
京
一
中
昭

和
23
年
卒
）
の
一
文
や
、
大
薮
千
穂
さ
ん
（
洛
北
29
期
）
の
著
書
が
紹
介
さ
れ
た
り
と
、

東
海
地
方
在
住
卒
業
生
の
活
躍
や
、
元
気

な
と
こ
ろ
を
感
じ
て
い
た
だ
け
た
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。
東
海
支
部
に
は
実

業
の
、
あ
る
い
は
趣
味
の
世
界
で
一
家
言

を
持
つ
方
々
が
お
ら
れ
ま
す
。
集
い
で
の

話
題
に
留
ま
ら
ず
、
誌
面
で
も
大
い
に
活

躍
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
こ
ろ
で
す
。

　

東
海
地
方
在
住
卒
業
生
の
皆
さ
ん
！　

昔
話
を
し
た
く
な
っ
た
、
京
都
弁
で
喋
り

た
く
な
っ
た
、
ど
ん
な
奴
が
こ
の
地
方
に

い
る
の
か
知
り
た
く
な
っ
た
…
理
由
は
何

で
も
！　
出
な
い
こ
と
に
慣
れ
て
し
ま
っ

て
何
事
も
億
劫
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？　

ご
案
内
を
差
し
上
げ
た
折
に
は
ぜ
ひ
会
合

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

�

（
洛
北
18
期　
香
西 

朗
）▲2021年、修理時の写真 ▲1965年撮影の北山荘

東
海
支
部

集
ま
る
こ
と
が
難
し
い
中
で
…

集
ま
る
こ
と
が
難
し
い
中
で
…

関
東
支
部

２
０
２

２
０
２
11
年
も
活
動
中
止
、
本
年
の
再
開
に
期
待

年
も
活
動
中
止
、
本
年
の
再
開
に
期
待

2021年10月の日本選手権で優勝を果
たした上田藍さん

2021



部活OB会だより

● 

新
聞
局　
局
友
会

創
刊
70
年
を
越
え
て「
洛
北
高
校
新
聞
」を
顧
み
る　

　
母
校
洛
北
高
校
は
一
昨
年
の
2
0
2
0
年
に
「
京
一
中
1
5
0
周
年
・
洛
北
70
周
年
」

の
節
目
を
迎
え
た
が
、
記
念
式
典
は
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
昨
年
に
開
催
。
ま
た
同
窓
生
が

相
集
う
祝
宴
は
本
年
末
に
、
と
分
散
開
催
と
な
っ
た
。

　
思
え
ば
「
洛
北
高
校
新
聞
」
が
発
刊
さ
れ 

た
の
も
母
校
創
立
と
同
じ
昭
和
25
年
。

長
ら
く
休
刊
を
続
け
て
い
る
が
、
創
刊
以
来
70
年
を
越
え
た
と
新
聞
局
の
局
友
も
感
慨

の
今
日
こ
の
頃
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
今
も
貴
重
な
資
料
と
し
て
同
窓
会
資
料
室
に
保
管

さ
れ
て
い
る
「
洛
北
高
校
新
聞
－
そ
の
四
半
世
紀
の
あ
ゆ
み
－
」
と
し
て
昭
和
51
年
に

発
行
さ
れ
た
〝
縮
刷
版
〟
か
ら
、
往
時
の
新
聞
記
事
を
披
露
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

創
刊
号
で
校
章
を
、
23
号
24
号
で
校
歌
を
発
表

　
洛
北
高
校
新
聞
の
第
１
号
（
昭
和
25
年
６
月
）
に
は
早
く
も
校
章
が
決
ま
っ
た
と
の

記
事
が
掲
載
さ
れ
、「
異
彩
を
放
つ
立
体
的
図
案
」
と
、
そ
の
特
徴
を
見
出
し
で
伝
え

て
い
る
。
校
歌
は
第
23
号
（
昭
和
28
年
10
月
）
に
「
校
歌
よ
う
や
く
誕
生
」
の
見
出
し

と
と
も
に
吉
川
幸
次
郎
作
詞
の
歌
詞
が
解
説
・
注
釈
付
き
で
紹
介
さ
れ
、
第
24
号
（
昭

和
28
年
12
月
）
に
「
校
歌
制
定
遂
に
成
る
」「
明
朗
で
若
々
し
い
旋
律
」
と
４
段
副
見

出
し
で
芥
川
也
寸
志
作
曲
の
楽
譜
を
掲
載
し
て
い
る
。

ノ
ー
ベ
ル
賞
授
賞
後
、
湯
川
博
士
単
独
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
も

　
第
３
号
で
は
全
国
紙
に
伍
し
て
、
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
の
湯
川
秀
樹
博
士
単
独
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
記
事
を「
田
久
保
・
村
田
特
派
員
記
」と
し
て
２
面
ト
ッ

プ
に
５
段
見
出
し
で
掲
載
。

洛
北
高
校
新
聞
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
提
供
を
！

　

こ
の
ほ
か
に
も
母
校
関
連
の
折
々
の
情
勢
・
出
来
事
を
取

材
、
報
じ
て
き
た
「
洛
北
高
校
新
聞
」。
縮
刷
版
は
創
刊
号
か

ら
1
2
7
号
（
平
成
51
年
９
月
）
ま
で
だ
が
、
そ
れ
以
降
も

洛
北
高
校
新
聞
は
し
ば
ら
く
発
行
さ
れ
て
お
り
、
バ
ッ
ク
ナ

ン
バ
ー
を
お
持
ち
の
方
に
は
縮
刷
版
所
載
分
を
含
め
、
ご
提

供
の
ほ
ど
を
お
願
い
し
た
い
。

　
お
問
合
せ
は
同
窓
会
事
務
局
ま
で
。（
洛
北
６
期　
堀
江　
博
）

● 

洛
北
ス
キ
ー
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
会

● 
京
一
中
・
洛
北
高 

あ
か
ね
ゴ
ル
フ
会

元
ス
キ
ー
部
員
に
よ
る
合
宿
か
ら
、
広
く
ス
キ
ー
を
楽
し
む
合
宿
へ

伝
統
を
か
み
し
め
、
同
窓
会
ら
し
い
ゴ
ル
フ
会
へ

　
京
都
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
の
舟
山
コ
ー
ス
を
会
場
に
、
令
和
３
年
度
は
予
定
ど
お
り
７
回

の
例
会
と
、
12
月
の
納
会
は
会
場
を
四
条
の
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
に
変
更
し
て
開
催
し
ま
し
た
。　

　
会
名
の
冠
に
も
な
っ
て
い
る
〝
京
一
中
〟
の
先
輩
方
は
不
在
と
な
り
ま
し
た
が
、
若

手
の
入
会
も
あ
り
、
さ
ら
に
継
続
で
き
る
期

待
を
込
め
て
運
営
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

コ
ン
ペ
の
出
席
率
も
約
80
％
と
良
好
で
、

年
間
皆
勤
賞
は
11
名
、
準
皆
勤
賞
は
９
名
を

数
え
ま
す
。

　

現
在
30
名
の
メ
ン
バ
ー
で
す
が
引
き
続
き

入
会
希
望
者
を
募
集
中
で
、
第
13
回
～
第
18

回
卒
業
の
方
々
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
入

会
を
ご
希
望
の
方
は
、
同
窓
会
事
務
局
ま
で

お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
本
年
度
よ
り
本
間
恒
雄
氏
に
世
話

役
を
お
願
い
し
、
永
年
誠
実
に
務
め
て
い
た

だ
い
た
武
田
健
一
氏
に
は
プ
レ
ー
に
専
念
し

て
い
た
だ
き
つ
つ
、
後
方
か
ら
応
援
し
て
も

ら
い
ま
す
。

�

会
長　
波
多
野
元
三
郎 （
洛
北
３
期
） 

�

世
話
役　
　
小
林
大
二 （
洛
北
７
期
） 

�

本
間
恒
雄 （
洛
北
10
期
） 

　
2
0
2
1
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
の
た
め
に
中
止
さ
れ
た
洛
北
ス
キ
ー
部
O
B
O
G
合
宿

で
し
た
が
、
2
0
2
2
年
は
会
員
の
皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り
、
３
月
14
日
～
16
日
に
恒

例
の
長
野
県
岩
岳
ス
キ
ー
場
に
て
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
今
年
で
33
回
目
を
数
え
る
今
回
の
合
宿
の
参
加
者
は
14
人
。
関
西
と
関
東
か
ら
半
数

ず
つ
が
参
加
さ
れ
、
そ
の
う
ち
女
性
は
５
人
で
し
た
。
な
か
に
は
ス
キ
ー
を
や
め
た
け

れ
ど
も
合
宿
の
気
分
を
楽
し
み
に
…
と
い
う
人
も
。
ま
た
同
窓
生
の
友
人
や
そ
の
ま
た

友
人
と
い
っ
た
洛
北
高
校
出
身
者
以
外
の
人
も
今
や
ご
常
連
と
な
っ
て
参
加
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
洛
北
ス
キ
ー
部
は
第
16
期
（
1
9
6
7
年
３
月
卒
業
生
）
を
最
後
に
廃
部
と
な
り
ま

し
た
の
で
、
第
11
期
以
降
の
20
～
30
人
余
り
の
元
部
員
の
方
が
ま
だ
エ
ン
ト
リ
ー
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
。
今
回
の
合
宿
参
加
者
の
う
ち
元
ス
キ
ー
部
員
は
洛
北
10
期
ま
で
で
、
高

齢
化
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
ま
す
。

　
元
洛
北
ス
キ
ー
部
員
の
方
、ま
た
部
員
以
外
の
方
や
、ス
キ
ー
愛
好
者
の
方
は
ぜ
ひ
奮
っ

て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
ご
連
絡
は
左
記
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

 

０
９
０
－
２
３
３
０
－
４
８
８
２　

k39com
e.nabari@

gm
ail.com

�

（
洛
北
10
期　
櫻
井　
建
）

　いまだ続くコロナ禍をいかがお過ごしで
しょうか？ 
　前回のOBOG会からはや6年が経過し
て、今年こそは、と開催に期待を寄せてお
りましたが、いかんせんコロナの罹患はい
まだ毎日万人単位です。

もう1年辛抱し
晴れて来年の開催を検討しております

　状況が変わるようなことがあるようでし
たら、改めて開催連絡の案内をさせていた
だきますので、よろしくご理解のほどお願い
申し上げます。

 OBOG会実施幹事一同

洛北バスケットボール部
OBOGの皆様

お
知
ら
せ

連絡は　洛北27期　河野　量
ryokono1959@yahoo.co.jp　まで

焼肉・キムチ工房

（洛 22 孫 卓文）
南山 比叡平店
〒520-0016
滋賀県大津市比叡平 3-36-1
☎077-529-0573
　shigananzan0573@gmail.com
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Book Reviews
会
員
著
書
紹
介

紹介者

紹介者

岩井 宣佳
（洛北 49 期）

木下 晴生
（洛北 17 期）

伊藤 忠夫 著
（洛北 17 期）

杉原 正志 著
（洛北 49 期）

著
者
の
杉
原
正
志
く
ん
と
は
、
洛
北
高
校
の
同
級
生
で
し
た
。
わ
れ
わ
れ
は
二
類
英
語
科
が

発
足
し
た
一
期
生
で
し
た
が
、
英
語
科
と
い
う
存
在
が
そ
う
さ
せ
た
の
か
、
た
ま
た
ま
な
の
か
、

女
子
30
人
ほ
ど
、
男
子
は
８
人
と
い
う
非
常
に
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
な
比
率
の
ク
ラ
ス
で
し
た
。
杉

原
君
は
運
動
よ
り
は
音
楽
を
愛
す
る
文
科
系
、一
方
の
私
は
運
動
部
の
部
活
の
た
め
に
高
校
へ
通
っ

て
い
る
よ
う
な
タ
イ
プ
の
い
わ
ゆ
る
体
育
会
系
。
思
春
期
真
っ
た
だ
中
の
学
生
の
趣
向
が
正
反

対
と
い
う
こ
と
で
、
一
見
反
り
が
合
わ
な
い
よ
う
に
も
思
え
ま
す
が
、
ク
ラ
ス
内
の
男
子
が
非

常
に
少
な
い
と
い
う
こ
と
も
手
伝
っ
て
、
お
互
い
の
趣
向
・
個
性
も
超
え
て
打
ち
解
け
、
仲
良

く
な
っ
た
記
憶
が
あ
り
ま
す
。

さ
て
、
こ
こ
で
そ
ん
な
彼
の
著
書
に
つ
い
て
の
ご
紹
介
で
も
、
と
い
き
た
い
と
こ
ろ
な
の
で

す
が
、
私
フ
ラ
ン
ス
語
わ
か
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
困
っ
た
。
し
か
し
細
か
い
内
容
は
わ
か
り
ま

せ
ん
が
、
著
書
を
ざ
っ
と
拝
見
す
る
と
、
緻
密
に
し
っ
か
り
と
日
本
の
紹
介
が
な
さ
れ
て
い
る

の
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
が
伝
わ
り
ま
す
。
学
生
時
代
の
彼
を
思
い
出
す
と
、
こ
つ
こ
つ
と
誠
実

に
物
事
に
打
ち
込
む
性
格
だ
っ
た
の
で
、
そ
の
舞
台
が
フ
ラ
ン
ス
語
と
な
っ
て
も
変
わ
る
こ
と

な
く
発
揮
さ
れ
た
の
で
し
ょ
う
。
日
本
史
全
体
（
旧
石
器
時
代
～
令
和
ま
で
）
と
各
時
代
に
関

係
の
あ
る
日
本
各
地
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
、
写
真
も
ふ
ん
だ
ん
に
盛
り
込
ま
れ
、
華
や
か
に
全
カ

ラ
ー
印
刷
３
５
1
ペ
ー
ジ
に
て
仕
上
げ
ら
れ
た
大
作
は
、
誠
実
な
彼
だ
か
ら
こ
そ
出
版
に
ま
で

こ
ぎ
着
け
ら
れ
た
立
派
な
著
書
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

２
０
２
１
年
１
月
16
日
、
伊
藤
忠
夫
さ
ん
の
著
書
『
京
都
空
襲
』
が
上
梓
さ
れ
、
軽
く
読
ん

だ
無
知
な
私
は
打
ち
の
め
さ
れ
る
。
馬
町
、
西
陣
で
の
惨
禍
が
記
載
さ
れ
、
空
襲
警
報
と
市
役

所
に
設
置
さ
れ
た
三
連
式
の
サ
イ
レ
ン
の
記
述
に
恐
怖
が
私
を
襲
う
。

戦
時
下
の
報
道
は
、
厳
し
く
管
理
統
制
さ
れ
、
中
舞
鶴
の
原
爆
模
擬
爆
弾
の
投
下
の
事
実
に

身
震
い
が
す
る
。
占
領
下
の
京
都
に
お
け
る
接
収
、
キ
リ
ス
ト
教
会
の
設
立
に
続
く
、
京
都
の

空
襲
の
経
過
も
資
料
を
精
査
し
て
あ
る
。

伊
藤
さ
ん
の
奥
様
は
、
小
学
校
の
先
生
を
な
さ
っ
て
い
た
が
、
病
を
得
ら
れ
、
伊
藤
さ
ん
は

奥
様
の
死
に
ぴ
っ
た
り
寄
り
添
わ
れ
た
。
長
年
、
医
師
と
し
て
も
ご
夫
妻
と
親
し
く
し
て
き
た

私
に
と
っ
て
も
、
夫
を
残
し
て
逝
く
心
境
に
は
、
察
す
る
に
余
り
あ
る
も
の
が
あ
っ
た
。
奥
様

は
歌
人
と
し
て
知
ら
れ
、
辞
世
の
歌
が
最
後
に
載
せ
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
春
の
な
み
だ
と
ひ
か
り
入
り
ま
じ
り

 

そ
の
は
て
す
べ
て
さ
く
ら
花
び
ら　
　
壽
子

伊
藤
さ
ん
は
子
供
の
時
か
ら
同
級
生
の
仲
良
し
で
、
立
命
館
大
学
法
学
部
を
経
て
京
都
市
役

所
に
入
り
、
東
山
区
長
や
人
事
委
員
会
局
長
な
ど
を
務
め
て
退
職
さ
れ
た
。
さ
ら
な
る
京
都
史

へ
の
挑
戦
を
期
待
し
、
そ
の
労
力
と
精
神
力
に
勇
気
を
も
ら
っ
た
思
い
が
あ
る
。

発
行
所　
京
都
新
聞
出
版
セ
ン
タ
ー
（
2
0
2
1
年
1
月
刊
）

本
体　
1
，4
0
0
円
（
2
3
3
頁
）

『京都空襲
ー8888フライトー』

『Visitez le Japon 
 au fil de son 

 histoire』

発
行　
Ｏ
ｍ
ａ
ｋ
é 

Ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
ｓ
社（
2
0
2
1
年
9
月
刊
）

本
体　
２
９
．９
０
€
（
3
5
1
頁
）

紹介者

紹介者

寺田 昭和
（京一中昭和 19 年卒）

清瀬 みさを
（洛北 21 期）

下
しもつま

間 賴一 著
（京一中昭和 19 年卒）

鯵坂 学（洛北 15 期）

大内 田鶴子・玉野 和志 編著

下
間
君
と
は
京
一
中
の
４
年
生
ま
で
机
を
並
べ
る
機
会
は
な
く
、
５
年
生
で
同
じ
教
室
で
学

ん
だ
が
、
当
時
は
第
二
次
世
界
大
戦
の
真
っ
最
中
で
、
最
後
の
学
生
生
活
を
満
喫
し
た
記
憶

は
な
い
。
し
か
し
４
年
生
で
上
級
学
校
へ
進
学
し
た
者
と
軍
関
係
の
学
校
転
向
者
を
除
い
た
、

２
１
０
数
人
は
、そ
れ
ぞ
れ
の
希
望
を
抱
い
て
自
由
に
勉
学
に
励
む
こ
と
が
で
き
る
学
風
は
あ
っ
た
。

思
い
出
を
た
ど
る
と
、
低
学
年
全
員
に
よ
る
野
兎
狩
り
で
、
ウ
サ
ギ
を
追
う
勢
子
組
を
率
い

て
い
た
下
間
君
グ
ル
ー
プ
が
獲
物
を
逃
が
し
た
と
言
い
争
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
結
果
的
に
教
官

が
彼
等
の
健
脚
を
評
価
し
て
事
な
き
を
得
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
ま
た
週
１
回
の
放
課
後
の
１
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
駆
け
足
や
、
１
万
メ
ー
ト
ル
マ
ラ
ソ
ン
、
水
泳
な
ど
全
て
の
体
力
で
、
私
は
彼
の

後
塵
を
拝
し
て
い
た
。
そ
の
ほ
か
夏
休
み
中
の
自
由
課
外
活
動
で
は
、
比
叡
山
で
座
禅
修
行
を

す
る
と
か
海
で
は
２
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
観
海
流
を
自
由
に
楽
し
む
と
か
、
部
活
動
で
は
他
流
試

合
を
好
ま
な
か
っ
た
も
の
の
、
同
好
会
的
な
活
動
に
は
極
め
て
積
極
的
だ
っ
た
の
だ
。

卒
業
後
、
久
し
ぶ
り
の
一
九
会
で
は
、
彼
が
１
分
間
ス
ピ
ー
チ
で
円
周
率
π
の
値
を
３
・

１
４
１
５
９
２
…
と
、
20
数
桁
ま
で
暗
唱
披
露
し
、
一
同
サ
プ
ラ
イ
ズ
し
た
。
ま
た
月
例
会
で

は
、
京
都
石
塀
小
路
の
小
旅
館
で
、
彼
が
地
球
半
分
を
踏
破
し
て
調
査
し
た
「
古
代
科
学
文
明

史
」
大
記
録
を
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
で
３
時
間
に
わ
た
っ
て
解
説
し
て
く
れ
、
改
め
て
彼
の
健

脚
ぶ
り
に
敬
服
し
た
の
だ
っ
た
。
そ
の
一
部
が
、
こ
の
見
事
な
ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク
に
ま
と
め
ら

れ
て
い
る
。
今
さ
ら
な
が
ら
心
・
技
・
体
完
備
か
つ
不
言
実
行
型
の
下
間
氏
の
人
格
に
、
心
か

ら
敬
意
を
表
す
る
次
第
で
す
。
ぜ
ひ
一
読
を
お
薦
め
し
た
い
。

本
書
の
執
筆
・
編
集
者
で
あ
る
鯵
坂
学
氏
は
同
志
社
大
学
名
誉
教
授
で
あ
り
、
紹
介
者
の
清

瀬
は
同
大
学
の
文
学
部
教
員
で
す
が
、
た
ま
た
ま
地
方
出
張
で
ご
一
緒
し
た
折
、
母
校
・
洛
北

高
校
の
同
窓
生
で
あ
る
こ
と
を
知
り
、
以
降
は
鯵
坂
先
生
の
ご
専
門
で
あ
る
社
会
学
に
つ
い
て

教
え
て
い
た
だ
く
関
係
に
な
り
ま
し
た
。

本
書
は
鯵
坂
先
生
を
は
じ
め
と
す
る
12
人
の
研
究
者
が
、
世
界
12
カ
国
で
の
実
践
的
な
地
域

自
治
に
関
す
る
事
例
研
究
を
行
っ
た
成
果
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
は
、
ア
メ
リ
カ
の

多
様
な
近
隣
組
織
に
始
ま
り
、
イ
ギ
リ
ス
の
近
隣
自
治
体
＝Parish C

ouncil

、
ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
、
ド
イ
ツ
の
多
様
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
制
度
、
フ
ラ
ン
ス
の
「
近
隣

民
主
主
義
」
に
基
づ
く
住
区
評
議
会
な
ど
欧
米
だ
け
で
な
く
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
防
犯
を
起

点
と
し
た
地
域
住
民
組
織
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
自
治
体
予
算
編
成
へ
の
住
民
参
加
の
試
み
、
イ
ン
ド

の
地
域
を
知
り
地
域
を
計
画
す
る
た
め
の
学
習
活
動
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
地
域
課
題
に
協
働
で
取

り
組
む
バ
ラ
ン
ガ
イ
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
当
事
者
の
活
動
を
政
府
が
評
価
し
支
え
る
し
く
み
づ

く
り
と
い
っ
た
、
多
種
多
様
な
政
治
・
社
会
形
態
の
な
か
で
の
地
域
自
治
の
事
例
で
す
。
中
国

の
管
理
か
自
治
か
―
居
民
委
員
会
、
韓
国
の
マ
ウ
ル
共
同
体
づ
く
り
も
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

日
本
は
、
も
と
も
と
自
然
災
害
列
島
で
あ
る
上
、
少
子
高
齢
化
、
単
身
世
帯
化
が
急
速
に
進

み
、
さ
ら
に
コ
ロ
ナ
禍
が
長
引
き
、
学
校
や
会
社
で
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
で
人
間
関
係
の
希
薄
化

も
深
刻
で
す
。
そ
の
よ
う
な
時
代
に
こ
そ
、
世
界
の
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
自
治
の
実
践
に
つ
い
て

の
本
書
は
、
日
本
社
会
の
こ
れ
か
ら
を
考
え
る
き
っ
か
け
と
な
る
良
書
に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。

発
行
所　
同
朋
舎
（
２
０
１
５
年
刊
）

非
売
品
（
１
８
９
頁
）

＊
書
籍
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
は
事
務
局
ま
で

発
行
所　
学
芸
出
版
社

本
体　
２
，５
０
０
円
（
２
５
４
頁
）

『水彩スケッチ紀行』

『世界に学ぶ地域自治
 コミュニティ再生のしくみと実践』
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石
崎
先
生
に
は
洛
北
高
校
で
指
導

い
た
だ
い
て
以
来
、
55
年
の
長
き
に

わ
た
り
お
付
き
合
い
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
ど
の
生
徒
に
も
「
上

か
ら
目
線
」
で
指
導
さ
れ
る
こ
と
は

決
し
て
な
く
、
垣
根
な
し
に
接
し
て

く
だ
さ
り
、
そ
れ
で
い
て
持
ち
前
の

統
率
力
で
、
当
時
洛
北
の
看
板
ス
ポ
ー
ツ
だ
っ
た
ラ
グ
ビ
ー
に
も
劣
ら
な
い
熱
の
入
れ

方
で
「
ハ
レ
ル
ヤ
コ
ー
ラ
ス
」
の
合
唱
を
、
素
晴
ら
し
く
盛
り
上
げ
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。
今
も
母
校
に
現
存
す
る
グ
ラ
ン
ド
ピ
ア
ノ
で
す
が
、
購
入
直
後
の
運
搬
時
に
壇
上

か
ら
落
下
さ
せ
て
し
ま
っ
た
事
件
が
あ
り
ま
し
た
。
先
生
は
「
キ
ズ
を
つ
け
よ
っ
た
！
」

と
ず
ー
っ
と
嘆
い
て
お
ら
れ
、
こ
の
出
来
事
は
痛
恨
の
極
み
だ
っ
た
よ
う
で
す
。
先
輩

か
ら
伺
っ
た
こ
と
で
す
が
、
先
生
は
音
楽
大
学
へ
進
学
を
希
望
す
る
生
徒
に
よ
る
音
楽

会
を
開
か
れ
、
全
員
を
現
役
合
格
に
導
か
れ
た
と
の
こ
と
で
す
。
私
た
ち
19
期
生
も
人

前
で
弾
く
チ
ャ
ン
ス
を
与
え
て
い
た
だ
き
、
そ
れ
は
私
の
人
生
に
と
っ
て
人
前
で
演
奏

す
る
初
め
て
の
経
験
と
な
り
ま
し
た
。
当
時
、
私
が
演
奏
を
本
職
に
す
る
と
誰
が
想
像

で
き
た
で
し
ょ
う
！　
声
楽
家
と
し
て
も
経
験
豊
富
な
先
生
は
、
ス
テ
ー
ジ
マ
ナ
ー
に

つ
い
て
の
助
言
も
、
失
敗
談
を
ま
じ
え
て
愉
快
に
お
話
し
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
ピ
ッ
カ

ピ
カ
に
磨
か
れ
た
愛
車
の
ア
ク
セ
ル
を
踏
ん
で
、
東
へ
西
へ
颯
爽
と
駆
け
回
っ
て
お
ら

れ
た
姿
が
思
い
出
さ
れ
ま
す
。

　
私
の
活
動
の
場
が
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
移
っ
た
頃
、
洛
北
を
退
官
さ
れ
私
立
大
学
で
教

鞭
を
執
っ
て
お
ら
れ
た
先
生
か
ら
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
音
楽
の
根
底
に
あ
る
リ
ズ
ム
を
、
学

生
に
教
え
る
た
め
の
資
料
を
そ
ろ
え
て
く
れ
な
い
か
」
と
い
う
難
題
を
頂
い
た
こ
と
が

あ
り
ま
し
た
。
そ
の
時
に
お
送
り
し
た
C
D
な
ど
を
大
層
お
気
に
召
さ
れ
た
よ
う
で
、

ご
家
族
の
お
話
で
は
最
期
の
入
院
生
活
で
も
聴
き
続
け
て
お
ら
れ
た
そ
う
で
す
。
そ
の

ご
様
子
か
ら
、
先
生
が
ど
れ
ほ
ど
音
楽
を
愛
し
て
お
ら
れ
た
の
か
、
そ
の
想
い
を
一
層

深
く
し
て
お
り
ま
す
。

　
神
様
が
下
さ
っ
た
素
晴
ら
し
い
出
会
い
に
感
謝
し
つ
つ
、
音
楽
の
美
し
さ
と
奥
深
さ

を
熱
心
に
ご
指
導
く
だ
さ
っ
た
石
崎
先
生
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
致
し
ま
す
。　
合
掌

�
（
ピ
ア
ニ
ス
ト
）

　

今
年
の
同
期
会
は
東
西
合
同
で
、
六

月
は
じ
め
、
蒲
郡
の
ホ
テ
ル
。
東
は
東

京
か
ら
、
西
は
岡
山
、
津
山
も
い
る
。

一
同
席
に
つ
い
て
数
え
る
と
二
十
六
名
。

二
名
の
新
顔
は
卒
業
後
は
じ
め
て
だ
な
。

ほ
と
ん
ど
無
欠
席
の
O
君
、
K
君
の

顔
が
見
え
な
い
が
…
…
。「
実
は
…
…

こ
ん
な
こ
と
で
二
人
と
も
ど
う
し
て
も

時
間
が
と
れ
な
い
の
で
す
。
元
気
で
や
っ
て
ま
す
か
ら
。」
そ
れ
か
ら
「
あ
い
つ
は
海

外
出
張
中
で
す
。」
長
期
療
養
中
の
K
君
は
「
順
調
に
回
復
中
。」
よ
か
っ
た
ね
。「
卒

業
後
三
十
年
」
だ
っ
て
？
そ
う
な
る
な
あ
。
す
る
と
み
ん
な
四
十
才
を
越
え
た
こ
と

に
な
る
。
社
会
の
最
も
き
び
し
い
波
風
を
ま
と
も
に
う
け
て
い
る
年
頃
だ
。
あ
ら
た

め
て
み
ん
な
の
顔
を
見
ま
わ
す
。
三
十
年
前
の
あ
の
や
ん
ち
ゃ
坊
主
ど
も
！

　
一
中
に
お
世
話
に
な
っ
た
の
は
長
か
っ
た
よ
う
に
思
う
の
に
実
は
僅
か
三
年
間
、
つ

と
め
出
し
て
数
カ
月
、
夏
に
は
担
任
の
三
年
の
諸
君
と
市
内
の
工
場
へ
「
動
員
」
さ
れ
た
。

あ
の
時
代
の
大
人
達
の
暗
い
、
い
ら
い
ら
し
た
表
情
と
は
反
対
に
、
み
ん
な
生
徒
た
ち

は
溌
剌
と
し
て
、
そ
し
て
わ
ん
ぱ
く
で
、
全
く
油
断
な
ら
な
か
っ
た
。
防
空
壕
掘
り
に

ゆ
く
と
人
が
立
っ
て
か
く
れ
る
深
さ
ま
で
掘
っ
て
中
で
ト
ラ
ン
プ
を
す
る
。
他
の
工
場

へ
連
絡
に
外
出
さ
せ
る
と
廻
り
道
を
し
て
映
画
を
の
ぞ
い
て
く
る
。
木
工
の
工
場
で
は

玩
具
を
つ
く
る
。
持
ち
出
し
を
門
で
チ
ェ
ッ
ク
さ
れ
る
と
窓
か
ら
疏
水
に
投
げ
て
下
流

で
拾
う
。
監
督
の
将
校
の
目
や
耳
に
入
る
よ
り
前
に
発
見
し
て
、「
処
置
済
み
」
に
す

る
た
め
に
は
、
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
眼
を
光
ら
せ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
あ
れ
は

無
意
識
の
抵
抗
で
あ
っ
た
の
か
、
次
の
時
代
を
た
く
ま
し
く
生
き
て
ゆ
く
活
力
は
時
々

思
わ
ぬ
と
こ
ろ
に
噴
出
し
た
。

　
そ
し
て
終
戦
。
本
館
裏
の
中
庭
で
聞
い
た
ラ
ジ
オ
。
予
科
練
や
海
兵
予
科
等
に
行
っ

た
も
の
も
幸
い
み
ん
な
元
気
で
帰
っ
て
来
た
。
み
ん
な
の
将
来
の
進
路
決
定
も
迫
っ
て

い
た
の
に
勉
強
専
念
は
ゆ
る
さ
れ
ず
、
京
都
駅
の
臨
時
補
充
駅
員
に
な
っ
た
こ
と
も
あ
っ

た
。
諸
君
が
そ
れ
ぞ
れ
の
道
を
模
索
し
つ
つ
卒
業
し
て
ゆ
く
の
を
見
送
っ
て
僕
も
一
中

を
退
職
し
た
。
勿
論
一
中
の
罪
で
は
な
い
が
、
一
中
の
長
い
歴
史
の
中
で
、
一
中
か
ら

最
も
逆
待
さ
れ
た
生
徒
！
そ
れ
で
も
今
、
み
ん
な
一
中
の
卒
業
生
で
あ
る
こ
と
を
誇
り

と
し
、
心
の
支
え
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
仕
事
に
が
ん
ば
っ
て
い
る
こ
と
が
う
れ
し
い
。

人
生
浮
き
沈
み
は
世
の
常
、
こ
の
会
が
、
ど
う
か
陽
の
当
っ
て
い
る
人
達
だ
け
の
懇
親

会
に
だ
け
は
な
ら
な
い
よ
う
に
。

　
「
先
生
ッ
！
」
と
呼
ば
れ
て
我
に
か
え
る
と
皆
立
上
っ
て
い
る
。「
比
叡
の
峰
」
が
始

ま
る
の
だ
。�

※
表
記
は
原
文
の
ま
ま

�

（
昭
和
50
年
発
行
「
あ
か
ね
」
第
13
号
よ
り
）

石﨑宏男先生（音楽）
令和3年8月30日ご逝去

（享年91）
在任／昭和36年4月1日～
 49年3月31日

言
葉
に
も
心
に
も
満
面
の
笑
み
を
放
た
れ
た
先
生

三
木
裕
子

（
洛
北
19
期
）

〒 615-0093

京都市右京区山ノ内宮前町 5-7

FAX:075-811-8008

〒 615-0093

京都市右京区山ノ内宮前町 6

FAX:075-801-2341

(075)811-7272

(075)801-2340

日本カラーグループ
Nihon Color Group

有限会社Kyoto

出張撮影

人生の大切な瞬間を
　　　　　写真に残す
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築地店・札幌店・仙台営業所

田下　優先生（英語）
平成23年ご逝去
在任／昭和19年4月30日～
 23年3月30日

※
田
下
先
生
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
て「
あ
か
ね
」ご
寄
稿
を
再
掲
い
た
し
ま
す
。

※
田
下
先
生
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
て「
あ
か
ね
」ご
寄
稿
を
再
掲
い
た
し
ま
す
。

恩
師
を
偲
ん
で

一
中
同
期
会
会
場
に
て

田
下
優

（
京
一
中
旧
職
）

◇
村
山
金
造
先
生（
商
業
）

　
令
和
元
年
10
月
15
日
ご
逝
去（
享
年
94
）

　
在
任
：
昭
和
36
年
４
月
１
日
～

�

50
年
３
月
31
日

◇
中
川
裕
一
先
生（
音
楽
）

　
令
和
３
年
ご
逝
去

　
在
任
：
平
成
元
年
４
月
１
日
～

�

10
年
３
月
31
日

洛
北
高
校

◇
倉
本
光
雄
先
生（
国
語
）

　
令
和
２
年
４
月
ご
逝
去

　
在
任
：
平
成
元
年
４
月
１
日
～

�

７
年
３
月
31
日

　
・
事
務

◇
大
西　
勉�

事
務
長

　
令
和
２
年
11
月
13
日
ご
逝
去

　
在
任
：
平
成
11
年
４
月
１
日
～

�

15
年
３
月
31
日
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東西南北「夢の続き…」

京
都
市
東
山
区
発

ウ
ク
ラ
イ
ナ
危
機
に
つ
い
て
思
う
こ
と

�

加
藤　
幹
雄
（
洛
北
5
期
）

　
毎
号
「
あ
か
ね
」
誌
上
の
広
告
で
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
レ
ス
ト
ラ
ン
キ
エ
フ
で
す
。

こ
こ
３
年
ほ
ど
コ
ロ
ナ
禍
で
苦
労
し
て
き
ま
し
た
が
、
ロ
シ
ア
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
侵
攻

し
た
２
月
下
旬
以
来
、
ま
た
別
の
心
痛
の
日
々
を
送
っ
て
い
ま
す
。
何
故
な
ら
私
の
店

の
名
前
が
「
キ
エ
フ
」
だ
か
ら
で
す
。
店
は
1
9
7
2
年
に
亡
父
加
藤
幸
四
郎
が
創
業

し
ま
し
た
。

　
「
キ
エ
フ
」と
名
付
け
た
の
は
、そ
の
前
年
に
京
都
市
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ（
当
時
ウ
ク
ラ
イ
ナ・

ソ
ビ
エ
ト
社
会
主
義
共
和
国
）
の
キ
エ
フ
市
が
姉
妹
都
市
提
携
を
し
た
こ
と
に
因
ん
だ

の
で
す
。
キ
エ
フ
は
10
世
紀
に
「
キ
エ
フ
公
国
」
の
ウ
ラ
ジ
ミ
ー
ル
大
公
が
、
ビ
ザ
ン

チ
ン
帝
国
か
ら
キ
リ
ス
ト
教
を
受
容
し
て
発
展
し
ま
し
た
。
そ
の
勢
力
は
北
方
に
も
及

び
ま
し
た
が
、
13
世
紀
に
な
る
と
モ
ン
ゴ
ル
の
侵
攻
等
で
衰
退
し
て
中
心
は
モ
ス
ク
ワ

に
移
っ
た
の
で
す
。
そ
の
意
味
で
は
キ
エ
フ
は
京
都
、
モ
ス
ク
ワ
は
東
京
と
言
え
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
今
回
の
戦
争
が
プ
ー
チ
ン
の
顔
が
立
つ
よ
う
な
形
で
終
結
し
た
ら
、
ま
た
プ
ー
チ
ン

の
よ
う
な
暴
挙
を
企
て
る
リ
ー
ダ
ー
が
出
て
く
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
ロ
シ
ア
で
は
侵
攻

直
前
の
１
月
下
旬
に
、
全
ロ
シ
ア
将
校

会
議
議
長
の
イ
ヴ
ァ
シ
ョ
フ
大
将
が
、

プ
ー
チ
ン
罷
免
を
要
求
し
た
嘆
願
書
を

発
表
し
て
い
ま
し
た
。
私
は
、
早
い
時

期
に
軍
の
中
枢
に
近
い
所
か
ら
、
こ
の

よ
う
な
文
書
が
出
さ
れ
た
こ
と
に
注
目

し
て
い
ま
す
。

　
私
の
店
に
も
時
折
ウ
ク
ラ
イ
ナ
か
ら

の
避
難
民
が
来
訪
さ
れ
、
故
郷
の
味
を
楽
し
ま
れ
て
い
ま
す
。
成
年
男
子
は
出
国
出
来

な
い
の
で
、
女
性
と
子
供
ば
か
り
で
、
先
行
き
ど
う
な
る
か
を
大
変
心
配
さ
れ
て
い
ま

す
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
人
た
ち
へ
の
支
援
は
必
要
で
し
ょ
う
。
た
だ
し
ア
メ
リ
カ
を
は
じ

め
と
す
る
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
諸
国
は
、
武
器
の
増
援
に
応
え
る
だ
け
で
は
な
く
、
両
者
の
間
に

入
っ
て
戦
争
終
結
を
加
速
す
る
動
き
を
し
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。
日
本
は
こ
の
機
に
構

造
問
題
に
取
り
組
ん
で
、経
済
再
生
を
は
か
る
努
力
が
必
要
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
比
率
を
大
幅
に
高
め
る
こ
と
、
思
い
切
っ
た
農
業
振
興
を
は
か
る

こ
と
も
そ
の
一
つ
だ
と
感
じ
ま
す
。

�

（
レ
ス
ト
ラ
ン
キ
エ
フ
会
長
）　

　
●
〇
〇
〇
〇

京
都
府
福
知
山
市
発

す
べ
て
の
人
と
政
治
と
の
距
離
を
縮
め
た
い

�

山
本　
和
嘉
子
（
洛
北
36
期
）

　
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
、
人
に
や
さ
し
く
多
様
性
を
大
事
に
す
る
社
会
を
つ
く
り

た
い
、
そ
し
て
生
ま
れ
育
っ
た
京
都
が
住
み
や
す
く
、
教
育
、
経
済
、
観
光
な
ど
を
さ

ら
に
発
展
さ
せ
た
い
。
そ
ん
な
思
い
で
2
0
1
7
年
か
ら
４
年
間
、
衆
議
院
議
員
と
し

て
活
動
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
昨
年
の
衆
議
院
議
員
選
挙
で
落
選
し
た
が
、
引
き
続
き

京
都
の
北
部
で
活
動
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

　
昨
年
ま
で
は
女
性
議
員
、
現
在
は
女
性
と
し
て
国
会
議
員
を
再
度
目
指
す
立
場
か
ら
、

地
域
の
女
子
高
生
か
ら
高
齢
の
女
性
ま
で
、
多
く
の
女
性
と
の
接
点
が
あ
る
。
言
え
る

こ
と
は
、
何
ら
か
の
仕
事
を
持
っ
て
い
る
女
性
が
多
い
と
い
う
こ
と
だ
。
正
社
員
、
パ
ー

ト
な
ど
以
外
に
地
域
柄
、
農
業
に
携
わ
る
と
い
う
女
性
、
会
社
や
飲
食
店
を
ご
主
人
と

一
緒
に
経
営
す
る
奥
さ
ん
な
ど
多
種
多
様
。さ
ら
に
言
え
る
こ
と
は
、新
し
い
こ
と
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
す
る
女
性
が
多
い
と
い
う
こ
と
だ
。
例
え
ば
、
将
来
的
に
外
国
人
の
技
能
実
習

生
を
迎
え
た
い
の
で
日
本
語
教
師
を
目
指
し
て
い
る
女
性
経
営
者
や
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ

同
窓
生
が
発
信
〜

西西
南南
北北

「
夢
の
つ
づ
き
…
」

「
夢
の
つ
づ
き
…
」

東東
　

秋
晴
れ
で
あ
る
。
令
和
４
年
10
月
16
日
午
後
１
時
か
ら
、
１
年
延
期
の
「
京
一
中

1
5
0
周
年
・
洛
北
70
周
年
」
記
念
式
典
が
、
京
都
ホ
テ
ル
オ
ー
ク
ラ
に
て
開
催
さ
れ
た
。

洛
北
６
期
は
平
岡
猛
男
君
、
堀
江
博
君
、
木
下
寧
夫
君
、
そ
し
て
私
の
４
人
で
、
無
事

に
式
典
が
開
催
さ
れ
た
こ
と
を
喜
び
つ
つ
、
マ
ス
ク
越
し
で
は
あ
っ
た
が
校
歌
「
千
年

の
～
森
か
げ
に
～
」
を
皆
で
歌
っ
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
諦
め
て
い
た
だ
け
に
、
式
典
に
集

え
る
こ
と
に
気
分
は
浮
き
立
ち
、
緊
急
事
態
宣
言
の
解
除
と
い
う
幸
運
に
感
謝
し
た
。

　
昭
和
29
年
３
月
に
京
都
山
科
の
中
学
校
を
卒
業
し
た
私
は
、
縁
あ
っ
て
名
門
、
府
立

洛
北
高
校
に
入
学
し
た
。
忘
れ
ら
れ
な
い
の
は
、
合
格
発
表
に
両
親
と
出
か
け
た
時
の

こ
と
だ
。
会
場
の
体
育
館
に
入
り
合
格
者
名
を
順
次
見
る
も
、
い
つ
ま
で
た
っ
て
も
自

分
の
名
前
が
な
い
。
両
親
か
ら
「
大
丈
夫
か
」
と
何
度
も
聞
か
れ
、
冷
や
汗
を
か
き
な

が
ら
ぐ
る
り
と
体
育
館
内
を
一
周
し
た
頃
、
入
り
口
の
反
対
側
「
１
年
１
組
１
番
」
の

所
に
、
や
っ
と
自
分
の
名
前
を
見
つ
け
て
ホ
ッ
と
胸
を
な
で
下
ろ
し
た
の
だ
っ
た
。

　
１
年
の
ク
ラ
ス
に
は
、
勉
強
は
も
ち
ろ
ん
体
育
や
芸
術
な
ど
全
て
に
飛
び
ぬ
け
て
優

秀
な
ト
ッ
プ
グ
ル
ー
プ
の
生
徒
が
多
く
、
故
郷
山

科
と
の
カ
ル
チ
ャ
ー
シ
ョ
ッ
ク
と
劣
等
感
に
落
ち

込
ん
だ
。
し
か
し
そ
れ
も
何
と
か
乗
り
越
え
、
友

人
も
増
え
て
、
下
鴨
神
社
や
湯
川
博
士
宅
な
ど
学

校
の
周
辺
を
駆
け
回
っ
て
い
る
う
ち
に
１
年
が
過

ぎ
た
。
２
年
の
担
任
は
国
語
の
田
中
重
久
先
生
で
、

長
恨
歌
の
丸
暗
記
や
難
解
な
漢
字
の
講
義
な
ど
そ

の
独
特
な
授
業
に
唖
然
と
し
た
が
、
い
ま
思
う
と

極
め
て
ハ
イ
レ
ベ
ル
な
授
業
で
、
も
っ
と
し
っ
か

り
学
ん
で
お
け
ば
よ
か
っ
た
と
後
悔
し
て
い
る
。

３
年
間
で
生
涯
の
親
友
と
も
い
う
べ
き
友
達
を
得
る
こ
と
は
で
き
た
が
、
も
っ
と
思
い

出
に
残
る
、
多
感
な
、
楽
し
い
高
校
生
活
が
送
れ
な
か
っ
た
か
と
残
念
で
な
ら
な
い
。

　
卒
業
後
は
洛
北
の
同
窓
会
と
は
疎
遠
な
時
期
が
続
い
た
が
、
平
成
４
年
、
35
年
ぶ
り

に
「
み
の
り
会
」
に
出
席
し
た
。
多
く
の
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
が
歓
迎
し
て
く
れ
た
。
そ
れ

ぞ
れ
元
気
に
人
生
を
駆
け
抜
け
て
い
る
姿
に
、
参
加
し
て
良
か
っ
た
と
実
感
し
た
。
大

学
の
同
窓
会
と
は
異
な
り
、
異
業
種
の
同
期
生
か
ら
自
分
の
知
ら
な
い
世
界
で
の
興
味

深
い
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
た
。
こ
う
し
た
集
ま
り
で
校
歌
を
声
高
ら
か
に
斉
唱
す
る

時
こ
そ
、
洛
北
高
校
を
卒
業
し
た
こ
と
を
誇
ら
し
く
思
え
る
瞬
間
で
あ
る
。
以
来
「
み

の
り
会
」
へ
は
毎
年
の
参
加
を
目
標
と
し
、
同
窓
会
総
会
に
も
可
能
な
限
り
出
席
し
て

き
た
。
コ
ロ
ナ
禍
が
落
ち
着
け
ば
３
年
越
し
の
総
会
で
の
祝
宴
が
あ
る
と
聞
き
、
待
ち

遠
し
い
。「
み
の
り
会
」
も
新
た
に
何
ら
か
の
催
し
が
予
定
さ
れ
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。

　
80
歳
を
越
え
、
今
後
は
「
自
立
」
を
重
視
し
、
日
常
生
活
で
無
理
の
な
い
レ
ベ
ル
の

負
荷
を
か
け
て
常
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
こ
と
が
大
切
と
考
え
て
い
る
。
こ
の
拙
文
も
、

一
度
は
『
あ
か
ね
』
に
投
稿
し
た
い
と
い
う
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
の
表
れ
と
思
っ
て
い
た

だ
き
た
い
。
長
く
地
元
の
府
立
高
校
の
評
議
員
を
務
め
た
。
今
も
府
立
高
校
の
中
で
の

母
校
の
活
躍
ぶ
り
を
側
聞
す
る
た
び
に
、
誇
り
に
思
う
気
持
ち
が
一
層
強
ま
っ
て
い
る
。

�

（
旧
姓　
浅
野
）

ウクライナの歌姫ナターシャ・ブジーさん
をお招きして（2022年７月１日）

京
都
市
山
科
区
発

懐
か
し
く
誇
ら
し
い
洛
北
の
校
歌
斉
唱

�
赤
坂　
裕
三
（
洛
北
６
期
）

自宅近くの山科疏水

2829 2829



東西南北「夢の続き…」

ン
グ
し
て
足
腰
を
鍛
え
て
い
ま
す
。 

　
●
〇
〇
〇
〇

神
奈
川
県
藤
沢
市
発

夢
に
向
か
っ
て
「
楽
し
め
て
い
る
か
」
を
モ
ッ
ト
ー
に

�

　
長
手　
美
波
（
洛
北
69
期
）

　
ラ
グ
ビ
ー
一
家
に
生
ま
れ
育
っ
た
私
は
、
気
付
い
た
と
き
に
は
、
家
に
転
が
っ
て
い

た
ラ
グ
ビ
ー
ボ
ー
ル
で
遊
ん
で
い
ま
し
た
。
幼
い
頃
か
ら
走
る
こ
と
が
大
好
き
で
、
小

学
５
年
か
ら
陸
上
競
技
を
始
め
、
中
学
・
高
校
で
は
短
距
離
走
に
打
ち
込
み
、
４
×

１
０
０
ｍ
リ
レ
ー
で
近
畿
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に
２
度
出
場
。

　
と
こ
ろ
が
高
校
２
年
の
頃
か
ら
ラ
グ
ビ
ー
へ
の
思
い
が
強
く
な
り
「
ア
ス
リ
ー
ト
発

掘
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
」
に
挑
戦
、
七
人
制
ラ
グ
ビ
ー
の
選
手
と
し
て
合
格
し
ま
し
た
。

日
本
代
表
の
選
手
や
コ
ー
チ
の
方
々
と
の
合
宿
で
練
習
す
る
う
ち
に
ま
す
ま
す
七
人
制

ラ
グ
ビ
ー
の
楽
し
さ
に
引
か
れ
「
日
本
代
表
に
な
る
」
と
い
う
小
学
生
か
ら
の
夢
を
、

ラ
グ
ビ
ー
で
か
な
え
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
高
校
を
卒
業
し
、
関
東
で
一
人
暮
ら
し
を
し
な
が
ら
順
調
に
大
学
・
競
技
生
活
を
送
っ

て
い
た
の
で
す
が
、
昨
年
、
膝
の
け
が
で
手
術
を
し
、
10
カ
月
ほ
ど
プ
レ
ー
が
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
。
夢
と
目
標
を
見
失
い
、
一
時
は
選
手

を
辞
め
よ
う
か
と
も
考
え
ま
し
た
が
、
ラ
グ
ビ
ー
の

楽
し
さ
が
心
か
ら
離
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
家
族
や
周
り
の
人
に
も
支
え
ら
れ
て
「
も
う
一

度
」
と
リ
ハ
ビ
リ
を
頑
張
り
、
何
と
か
無
事
に
復
帰

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
復
帰
し
て
す
ぐ
に
国
内

最
高
峰
の
試
合
に
招
待
し
て
い
た
だ
く
な
ど
、
幸
運

に
も
多
く
の
試
合
に
出
場
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
「
楽
し
め
て
い
る
か
」。
こ
れ
は
、
私
が
所
属
し
て

い
る
湘
南
ベ
ル
マ
ー
レ
の
チ
ー
ム
・
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
す
。
け
が
を
し
た
こ
と
で
こ
の
言

葉
を
よ
り
深
く
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。楽
し
い
か
ら
辛
い
こ
と
も
乗
り
越
え
ら
れ
、

も
っ
と
上
を
目
指
そ
う
と
思
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。大
け
が
を
し
て
も
復
帰
で
き
た
の
は
、

ラ
グ
ビ
ー
の
楽
し
さ
を
忘
れ
ず
に
い
ら
れ
た
か
ら
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
春
か
ら
大
学
３
回
生
に
な
り
、
保
健
体
育
や
小
学
校
の
教
師
を
目
指
し
て
学
業

に
励
み
つ
つ
、
ラ
グ
ビ
ー
も
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
私
は
こ
れ
か
ら
、
順
調
な
と
き
は
も

ち
ろ
ん
、
も
し
辛
い
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
自
分
自
身
に
い
つ
で
も
「
楽
し
め
て
い
る
か
」

を
問
い
か
け
な
が
ら
夢
に
向
か
っ
て
走
り
続
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

�

（
東
京
女
子
体
育
大
学
体
育
学
部
３
回
生
／
湘
南
ベ
ル
マ
ー
レ
）

　
●
〇
〇
〇
〇

徳
島
県
徳
島
市
発

ゆ
っ
た
リ
ズ
ム
の
徳
島
と
の
出
会
い

�

　
大
嶋　
正
男
（
洛
北
21
期
）

　
洛
北
高
校
を
卒
業
し
て
丸
50
年
に
な
り
ま
す
。
こ
の
50
年
の
間
に
、
娘
を
２
人
、
17

歳
を
筆
頭
に
５
人
の
孫
に
も
恵
ま
れ
ま
し
た
。
西
宮
か
ら
人
生
第
２
の
職
場
が
あ
る
徳

島
市
へ
移
り
、
家
内
と
２
人
ゆ
っ
く
り
し
た
リ
ズ
ム
の
中
で
生
活
し
て
い
ま
す
。

　
高
校
時
代
は
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
に
明
け
暮
れ
、
体
育
館
以
外
の
練
習
で
下
鴨
神
社

か
ら
上
賀
茂
神
社
、
宝
ヶ
池
な
ど
を
走
り
回
っ
て
い
ま
し
た
。
今
か
ら
思
う
と
、
ず
い

ぶ
ん
恵
ま
れ
た
環
境
で
高
校
生
活
を
送
っ
て
い
た
の
だ
と
し
み
じ
み
思
い
ま
す
。

　
も
と
も
と
徳
島
に
は
縁
も
ゆ
か
り
も
な
く
、
40
代
半
ば
に
会
社
の
転
勤
で
来
ま
し
た
。

こ
ぢ
ん
ま
り
と
し
て
整
備
さ
れ
た
地
方
都
市
、
川
が
多
く
、
海
と
山
に
囲
ま
れ
た
南
国

情
緒
の
街
、
そ
し
て
何
よ
り
人
情
味
あ
ふ
れ
る
地
域
の
人
た
ち
。
家
内
も
こ
の
土
地
柄

を
気
に
入
り
、
結
局
５
年
間
暮
ら
し
ま
し
た
。
も
う
二
度
と
住
む
こ
と
は
な
い
と
思
っ

て
い
た
と
こ
ろ
、
徳
島
に
住
む
同
僚
の
働
き
か
け
も
あ
り
、
５
年
前
か
ら
２
度
目
の
徳

島
生
活
を
送
る
こ
と
に
な
り
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

ン
デ
ィ
ン
グ
で
資
金
調
達
に
成
功
し
て
保
育
園

を
設
立
し
た
女
性
な
ど
な
ど
、
将
来
を
見
据
え

た
前
向
き
な
活
動
を
し
て
い
る
方
々
が
お
ら
れ
る
。

一
方
で
、
コ
ロ
ナ
禍
で
収
入
が
減
っ
た
と
い
う

悩
み
や
、
差
別
な
ど
で
生
き
づ
ら
さ
を
感
じ
て

い
る
女
性
も
た
く
さ
ん
い
る
と
い
う
こ
と
、ま
た
、

政
治
は
遠
い
も
の
で
自
分
た
ち
と
は
関
係
の
な

い
と
こ
ろ
で
動
い
て
い
る
と
思
っ
て
い
る
女
性

が
多
い
と
い
う
こ
と
も
感
じ
て
い
る
。
私
は
そ

ん
な
中
、
こ
れ
か
ら
は
「
こ
れ
を
や
り
た
い
」「
こ

う
な
っ
て
ほ
し
い
」
と
い
う
こ
と
を
実
現
で
き

る
世
の
中
に
し
て
い
き
た
い
と
強
く
思
う
。

　
洛
北
高
校
３
年
の
時
の
担
任
は
、
女
子
体
育
の
村
田
史
先
生
だ
っ
た
。
と
て
も
優
し

く
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
あ
ふ
れ
る
先
生
で
、
私
は
常
に
元
気
を
も
ら
っ
て
い
た
。
頑
張
っ
て

い
る
女
性
と
出
会
う
と
、
村
田
先
生
を
思
い
だ
す
こ
と
が
あ
る
。
先
生
に
は
ま
だ
ま
だ

遠
く
及
ば
な
い
が
、
政
治
を
目
指
す
一
人
の
人
間
と
し
て
、
働
く
女
性
と
し
て
、
常
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
続
け
、
困
難
に
立
ち
向
か
う
強
い
人
間
で
あ
り
続
け
た
い
。
そ
し
て
、

全
て
の
人
と
政
治
と
の
距
離
を
縮
め
、誰
も
が
安
心
で
き
る
社
会
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
。

こ
れ
が
私
の
「
夢
の
つ
づ
き
」
で
あ
る
。

�

（
立
憲
民
主
党
京
都
府
第
５
区
総
支
部
長　
前
衆
議
院
議
員
）

　
洛
北
高
校
在
学
中
、
私
は
ス
キ
ー
部
に
籍
を
お
い
て
い
ま
し
た
が
、
卒
業
後
は
ス
ポ
ー

ツ
と
し
て
相
撲
を
や
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
た
め
肥
満
体
で
体
重
は
95
キ
ロ
も
あ
り
ま

し
た
。
70
歳
の
健
康
寿
命
に
な
っ
た
時
、
10
年
後
の
80
歳
の
平
均
寿
命
ま
で
生
き
る
に

は
ダ
イ
エ
ッ
ト
が
不
可
欠
と
気
付
き
、
ネ
ッ
ト
で
調
べ
た
結
果
、
キ
ャ
ベ
ツ
療
法
を
や
っ

て
み
よ
う
と
思
い
立
ち
ま
し
た
。
そ
れ
は
キ
ャ
ベ
ツ
１
個
を
み
じ
ん
切
り
に
し
て
コ
ン

ソ
メ
と
醤
油
を
加
え
て
炊
き
上
げ
、
茶
碗
１
杯
ず
つ
毎
食
食
べ
る
も
の
で
す
。
そ
れ
を

８
カ
月
間
続
け
た
結
果
、
な
ん
と
32
キ
ロ
の
減
量
に
成
功
し
ま
し
た
。
体
が
軽
く
な
っ

た
た
め
に
脚
力
も
つ
き
、
さ
ら
に
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
練
習
を
し
た
結
果
、
10
キ
ロ
程
度

の
距
離
を
３
時
間
前
後
で
歩
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
地
元
の
ハ
イ
キ
ン
グ
ク
ラ
ブ
に
入
会
し
、
同
ク
ラ
ブ
推
奨
の
三
重
県
や
奈
良

県
の
コ
ー
ス
を
延
べ
1
5
0
回
ほ
ど
歩
き
ま
し
た
。
こ
れ
だ
け
出
か
け
る
と
費
用
も
大

変
と
思
わ
れ
る
で
し
ょ
う
が
、
食
事
は
前
出
の
キ
ャ
ベ
ツ
飯
を
持
参
し
、
交
通
費
は
終

身
の
全
線
無
料
パ
ス
を
持
っ
て
い
る
の
で
、
体
に
も
財
布
に
も
優
し
い
５
年
間
で
し
た
。

そ
し
て
歩
く
だ
け
で
な
く
、
毎
年
１
月
10
日
に
西
宮
神
社
で
行
わ
れ
る
福
男
選
び
の
走

り
参
り
に
も
参
加
し
て
い
ま
し
た
が
、例
の
ク
ル
ー
ズ
船
騒
ぎ
で
も
う
２
年
間
中
止
で
す
。

コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
遠
出
が
出
来
な
く
な
り
、
名
張
近
郊
の
古
墳
群
や
砦
跡
を
訪
ね
た
り

し
て
い
ま
し
た
が
、
昨
年
６
月
に
突
然
ア
メ
リ
カ
の
財
務
省
か
ら
コ
ロ
ナ
給
付
金
と
し

て
額
面
１
４
０
０
ド
ル
の
小
切
手
が
送
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
新
手
の
詐
欺
か
な
と
思
っ

て
よ
く
調
べ
て
み
る
と
、
50
年
前
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
某
会
社
に
数
年
間
勤
務
し

て
い
た
時
の
デ
ー
タ
を
基
に
し
た
も
の
と
わ
か
り
ま
し
た
。
し
か
し
ア
メ
リ
カ
政
府
の

勇
み
足
で
、
現
在
ア
メ
リ
カ
国
内
に
居
住
し
て
い
な
い
と
無
効
と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
、

折
角
の
〝
ボ
ー
ナ
ス
〟
も
真
夏
の
夜
の
夢

と
消
え
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
今
年
に
な
っ
て
も
６
月
現
在
、
新
変
異

株
が
跋
扈
し
て
い
ま
す
が
「
い
つ
ま
で
も

コ
ロ
ナ
ご
と
き
に
振
り
回
さ
れ
て
い
ら
れ

る
か
！
」
と
、
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
に
備
え

る
べ
く
、
伊
賀
盆
地
の
山
道
を
ウ
ォ
ー
キ

三
重
県
名
張
市
発

ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
に
備
え
て
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

�

萩
原　
和
久
（
洛
北
11
期
）

試合中（関東女子セブンズ）の長手さん（左）
地元で働く女性の声を聞く
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ウ
ィ
ズ
・
コ
ロ
ナ
の
年
に
意
義
あ
る
三
度
の
集
い

　
現
役
・
リ
タ
イ
ア
世
代
を
問
わ
ず
専
門
分
野
の
お
話
を
、
卒
業
生
や
ゆ
か
り
の
方
に

お
願
い
し
、
そ
の
後
、
参
加
者
同
士
で
食
事
を
し
な
が
ら
歓
談
す
る
２
カ
月
に
一
度
の

集
ま
り
。
令
和
２
年
１
月
の
第
５
３
１
回
か
ら
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
に
定
期
開
催
は
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
が
、昨
秋
か
ら
今
夏
ま
で
３
回
の
集
い
を
開
き
ま
し
た
。テ
ー
マ
は
建
築
・

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
法
・
報
道
裏
話
と
趣
向
さ
ま
ざ
ま
。
通
常
会
場
の
聖
護
院
御
殿
荘
が
改

装
中
の
た
め
、
四
条
烏
丸
の
か
ら
す
ま
京
都
ホ
テ
ル
に
会
場
を
移
し
て
、
各
回
20
人
～

30
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
感
染
対
策
に
留
意
し
な
が
ら
、
当
ク
ラ
ブ
な
ら
で

は
の
有
意
義
な
集
い
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

第
５
３
２
回　
令
和
３
年
11
月
13
日

　
　
「
持
続
可
能
な
健
康
住
宅
・
歳
と
と
も
に
寄
り
添
う
家
」

　
　
講
師　
今
井
秀
明
氏
（
洛
20
）

第
５
３
３
回　
令
和
４
年
５
月
21
日

　
　
「 

一
生
モ
ノ
の
健
康
法
～
目
か
ら
ウ
ロ
コ

の
正
し
い
姿
勢
と
歩
き
方
～
」　　
　
　
　
　

　
　
講
師　
坂
口
久
美
子
さ
ん
（
洛
38
）

第
５
３
４
回　
令
和
４
年
７
月
23
日

　
　
「
取
材
の
現
場
か
ら
」

　
　
講
師　
今
西
拓
人
氏
（
洛
33
）

リ
モ
ー
ト
も
活
用
し
て
、
気
軽
に
闊
達
に
意
見
交
換
！

　

洛
北
10
期
生
が
中
心
と
な
っ
て
ス
タ
ー
ト
し
た
「
関

活
洛
有
会
」
は
、
今
年
で
20
年
に
な
り
ま
す
。
興
味
深

い
話
題
提
供
に
闊
達
な
意
見
交
換
、
そ
し
て
食
事
を
交

え
て
の
活
発
な
交
流
で
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
に
て
し
ば

し
中
断
。
第
62
回
（
令
和
３
年
６
月
）
会
合
は
、
各
位

か
ら
の
近
況
報
告
を
メ
ー
ル
配
信
す
る
形
と
し
ま
し
た
。

対
面
で
の
開
催
が
難
し
い
こ
と
に
加
え
て
、
開
催
場
所

と
し
て
長
年
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
京
町
堀
ク
ラ
ブ
が

閉
鎖
さ
れ
ま
し
た
。
新
会
場
の
ご
提
案
な
ど
あ
れ
ば
幸

い
で
す
。

　
対
面
が
難
し
い
な
ら
、
と
い
う
こ
と
で
、
第
65
回
（
６

月
17
日
）
の
会
合
は
、
Ｗ
ｅ
ｂ
に
よ
る
リ
モ
ー
ト
開
催

と
い
た
し
ま
し
た
。
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
で
あ
る
17
期
生
の
林
茂
樹
さ
ん
か
ら「
ベ
ン
チ
ャ
ー

起
業
の
お
手
伝
い
を
し
て
」
と
題
し
て
、（
独
）
中
小
企
業
基
盤

整
備
機
構
の
活
動
内
容
と
、
京
大
桂
ベ
ン
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ
で
の
活

動
を
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
。
歴
史
あ
る
京
都
は
ベ
ン
チ
ャ
ー
発

祥
の
地
で
も
あ
り
ま
す
。
関
活
洛
有
会
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
元
気

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
話
題
提
供
の
後
は
参
加
者
11
人
か
ら
の
近
況
報
告
。
飲
み
物
の

準
備
万
端
の
方
、
仕
事
着
（
手
術
着
）
の
ま
ま
の
か
た
…
Ｗ
ｅ
ｂ
開
催
の
都
合
が
よ
い

場
面
も
あ
り
ま
し
た
。

〈
連
絡
先
〉　
洛
北
17
期　
毛
利
勝
一
（m

ohrim
@

hi-ho.ne.jp

）

　
　
　
　
　
洛
北
20
期　
林　
芳
樹
（kyo884@

khaki.plala.or.jp

）

京
一
中
洛
北
ク
ラ
ブ
（
奇
数
月
第
３
土
曜
日　

聖
護
院
御
殿
荘　

※
変
更
あ
り
）

関
活
洛
有
会

（
4
カ
月
に
1
回
開
催
、
第
3
金
曜
夕
刻
）

　
駅
前
に
立
つ
と
す
ぐ
眼
の
前
に
眉
山
が
見
え
ま
す
。

眉
山
は
標
高
２
９
０
ｍ
前
後
の
な
だ
ら
か
な
山
で
、
遠

く
万
葉
集
に
も
歌
わ
れ
眉
の
形
を
し
て
い
る
こ
と
か
ら

「
眉
山
（
び
ざ
ん
）」
と
名
付
け
ら
れ
た
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
駅
前
か
ら
徒
歩
10
分
程
度
で
登
山
口
が
あ
り
、

足
を
一
歩
踏
み
入
れ
る
と
そ
こ
は
自
然
豊
か
な
原
生
林
。

と
て
も
街
の
近
く
と
は
思
え
な
い
静
寂
な
た
た
ず
ま
い

で
す
。
毎
週
末
、
早
朝
に
仲
間
数
人
と
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

と
体
力
維
持
の
た
め
頂
上
ま
で
登
り
、
山
麓
の
徳
島
眉

山
天
神
社
に
お
参
り
し
た
後
、
今
日
も
元
気
で
登
れ
た
こ
と
に
感
謝
し
て
ビ
ー
ル
で
祝

杯
を
上
げ
る
時
が
、い
ま
最
高
の
瞬
間
で
す
。眉
山
の
頂
上
か
ら
の
展
望
は
素
晴
ら
し
く
、

晴
れ
て
空
気
が
澄
ん
だ
日
に
は
、
名
峰
剣
山
や
遠
く
和
歌
山
方
面
ま
で
望
む
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
70
歳
ま
で
あ
と
２
年
間
は
徳
島
で
の
ん
び
り
暮
ら
し
、
そ
の
後
の
こ
と
は
こ
の
２
年

の
う
ち
に
四
国
八
十
八
箇
所
の
霊
場
を
巡
っ
て
弘
法
大
師
に
教
え
を
乞
い
、
答
え
を
見

つ
け
出
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

�

（
損
害
保
険
料
率
算
出
機
構
勤
務
）

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
発

大
ら
か
な
オ
ー
ジ
ー
そ
し
て
『
京
都
』

�

小
田
中　
レ
ナ
（
洛
北
44
期
）

　
大
学
卒
業
と
同
時
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
へ
渡
っ
て
、
早
い
も
の
で
23
年
が
た
ち
ま
し

た
。
日
本
で
十
分
に
英
語
を
勉
強
し
た
と
思
っ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
現
地
で
は

自
分
の
英
語
が
ほ
と
ん
ど
通
じ
な
い
こ
と
に
少
し
落
ち
込
ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。
で
も

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
人
た
ち
は
思
っ
て
い
た
以
上
に
自
由
で
し
た
。
広
大
な
土
地
の
せ

い
か
視
界
の
半
分
以
上
が
空
で
開
放

感
に
満
ち
溢
れ
、
ビ
ー
チ
沿
い
を
歩

く
と
カ
ラ
フ
ル
な
洋
服
を
着
た
お
年

寄
り
の
夫
婦
が
、
楽
し
そ
う
に
手
を

つ
な
い
で
歩
い
て
い
る
の
に
出
会
い

ま
す
。
私
の
未
熟
な
英
語
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
、
現
地
の
み
ん
な

は
寛
大
な
心
で
迎
え
入
れ
て
く
れ

ま
し
た
。

　
こ
ち
ら
の
生
活
が
長
け
れ
ば
長
く
な
る
ほ
ど
、良
い
と
こ
ろ
も
た
く
さ
ん
見
え
て
き
ま
す
。

毎
日
の
生
活
を
楽
し
ん
で
過
ご
し
、
ち
ょ
っ
と
く
ら
い
の
失
敗
も
許
さ
れ
る
こ
と
な
ど
、

日
本
と
は
全
然
違
っ
て
い
て
戸
惑
う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
例
え
ば
新
し
い
冷
蔵
庫
を

届
け
て
も
ら
っ
た
時
、
配
達
員
の
不
注
意
で
そ
の
ド
ア
が
凹
ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。
で

も
配
達
員
は
「
大
丈
夫
動
く
よ
！
」
と
ケ
ロ
ッ
と
し
て
い
ま
す
。
私
は
修
理
や
交
換
を

し
て
ほ
し
い
と
頼
ん
だ
の
で
す
が
、
配
達
員
は
『
そ
ん
な
こ
と
く
ら
い
で
⁈
』
と
逆
に

驚
か
れ
る
始
末
。
で
も
今
で
は
そ
ん
な
考
え
方
に
慣
れ
、
電
気
屋
さ
ん
や
大
工
さ
ん
が

時
間
通
り
に
来
な
く
て
も
『
そ
ん
な
も
の
か
』
と
思
え
る
く
ら
い
の
〝
オ
ー
ジ
ー
っ
ぽ
い
〟

心
の
持
ち
主
に
な
り
ま
し
た
。

　
日
本
の
サ
ー
ビ
ス
の
良
さ
に
は
、
毎
回
感
心
さ
せ
ら
れ
ま
す
。
日
本
は
本
当
に
便
利

な
物
で
溢
れ
て
お
り
、
何
で
も
す
ぐ
に
手
に
入
り
、
と
て
も
住
み
や
す
い
と
こ
ろ
だ
と

思
い
ま
す
。
と
り
わ
け
京
都
は
、
便
利
な
上
に
神
社
仏
閣
に
囲
ま
れ
て
い
て
、
情
緒
あ

ふ
れ
る
日
本
を
代
表
す
る
素
晴
ら
し
い
街
だ
と
思
い
ま
す
。
日
本
に
住
ん
で
い
た
頃
は

神
社
仏
閣
な
ど
全
く
興
味
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今
で
は
京
都
に
帰
る
た
び
に
い

ろ
い
ろ
な
名
所
を
子
供
た
ち
と
巡
っ
て
い
ま
す
。

　
私
は
こ
の
素
敵
な
土
地
で
生
ま
れ
育
っ
た
こ
と
を
誇
り
に
思
い
、
日
本
を
あ
ま
り
知

ら
な
い
子
供
た
ち
に
、
私
の
知
っ
て
い
る
限
り
の
魅
力
を
し
っ
か
り
伝
え
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。�

（
旧
姓　
河
村
）

田中耕一氏のノーベル賞や
ゴルバチョフ氏の取材裏話を語った
今西拓人氏（第534回）

3233 3233



2022 母校だより母校だより

大
学
医
学
部
医
学
科
の
合
格
者
数
は
の
べ
７
名
（
４
名
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
京

都
大
学
特
色
入
試
で
は
６
年
連
続
で
合
格
者
が
出
ま
し
た
。
主
な
大
学
別
合
格
者
数
は
次

の
通
り
で
す
。

《
国
立
大
学
》

東
京
大
学
２
名
、
京
都
大
学
11
名
（
１
名
）、
大
阪
大
学
６
名
（
３
名
）、
名
古
屋
大
学
１
名
、

神
戸
大
学
７
名（
１
名
）、北
海
道
大
学
１
名（
１
名
）、九
州
大
学
１
名
、筑
波
大
学（
１
名
）、

東
京
海
洋
大
学
１
名
、
電
気
通
信
大
学
１
名
、
東
京
農
工
大
学
（
１
名
）、
金
沢
大
学
１
名
、

福
井
大
学
２
名
、
信
州
大
学
３
名
、
静
岡
大
学
（
１
名
）、
名
古
屋
工
業
大
学
１
名
（
１
名
）、

三
重
大
学
２
名
、
滋
賀
大
学
１
名
、
滋
賀
医
科
大
学
５
名
（
１
名
）、
京
都
教
育
大
学
４
名
、

京
都
工
芸
繊
維
大
学
９
名
（
２
名
）、
大
阪
教
育
大
学
１
名
、
奈
良
教
育
大
学
２
名
、
鳥
取

大
学
（
１
名
）、
島
根
大
学
２
名
、
岡
山
大
学
２
名
（
２
名
）、
広
島
大
学
１
名
、
山
口
大

学
１
名
（
１
名
）、
徳
島
大
学
１
名
、
鳴
門
教
育
大
学
１
名
、
長
崎
大
学
（
１
名
）

《
公
立
大
学
》

京
都
府
立
大
学
４
名
、
京
都
府
立
医
科
大
学
４
名
（
１
名
）、
大
阪
公
立
大
学
５
名
（
２
名
）、

滋
賀
県
立
大
学
３
名
、
新
潟
県
立
看
護
大
学
１
名
、
名
古
屋
市
立
大
学
２
名
、
京
都
市
立

芸
術
大
学
１
名
、
兵
庫
県
立
大
学
２
名
（
１
名
）、
奈
良
県
立
医
科
大
学
２
名
、
奈
良
県
立

大
学
３
名
、
和
歌
山
県
立
医
科
大
学
１
名
、
岡
山
県
立
大
学
１
名
、
広
島
市
立
大
学
１
名
、

高
知
工
科
大
学
１
名

《
私
立
大
学
》

同
志
社
大
学
36
名
（
６
名
）、
立
命
館
大
学
90
名
（
20
名
）、
関
西
大
学
37
名
（
７
名
）、
関

西
学
院
大
学
11
名
（
５
名
）、
慶
応
義
塾
大
学
２
名
、
早
稲
田
大
学
１
名
、
上
智
大
学
２
名
、

東
京
理
科
大
学
（
１
名
）、
青
山
学
院
大
学
３
名
、
中
央
大
学
１
名
、
法
政
大
学
（
１
名
）、

京
都
産
業
大
学
83
名
（
７
名
）、
近
畿
大
学
41
名
（
８
名
）、
龍
谷
大
学
70
名
（
30
名
）、
佛

教
大
学
24
名
（
３
名
）、
同
志
社
女
子
大
学
11
名
、
京
都
女
子
大
学
13
名
（
４
名
）、
京
都

薬
科
大
学
９
名
（
３
名
）、
大
阪
医
科
薬
科
大
学
９
名
（
１
名
）、
関
西
医
科
大
学
（
１
名
）、

そ
の
他
１
１
１
名
（
34
名
）

令
和
３
年
度
前
期
・
後
期
部
活
動
報
告

【
体
育
系
】
★
は
全
国
大
会

●
ラ
グ
ビ
ー
部

第
８
回
全
国
高
等
学
校
７
人
制
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会
京
都
府
予
選　
準
優
勝

令
和
３
年
度
全
国
高
等
学
校
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会
京
都
府
予
選　
第
３
位

第
73
回
近
畿
高
等
学
校
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会
京
都
府
予
選　
ブ
ロ
ッ
ク
準
優
勝

●
サ
ッ
カ
ー
部

第
1
0
0
回
全
国
高
校
サ
ッ
カ
ー
選
手
権
大
会
京
都
大
会 
兼

京
都
高
校
サ
ッ
カ
ー
選
手
権
大
会　
ベ
ス
ト
８

高
円
宮
杯
Ｊ
Ｆ
Ａ 

Ｕ
－
18 

サ
ッ
カ
ー
リ
ー
グ
２
０
２
１　
京
都
１
部
リ
ー
グ　
第
３
位

●
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

令
和
３
年
度
全
日
本
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
高
等
学
校
選
手
権
大
会

　
京
都
府
予
選
会　
ベ
ス
ト
16

●
男
子
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部

第
45
回
全
国
高
等
学
校
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
選
抜
大
会
京
都
府
予
選

　
優
勝
、
ベ
ス
ト
セ
ブ
ン
賞
３
名

★
第
45
回
全
国
高
等
学
校
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
選
抜
大
会　
ベ
ス
ト
16

●
女
子
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部

第
73
回
日
本
選
手
権
大
会
京
都
府
予
選　
優
勝

第
73
回
日
本
選
手
権
大
会
近
畿
予
選　
準
優
勝

第
45
回
全
国
高
等
学
校
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
選
抜
大
会
京
都
府
予
選　
優
勝

令
和
３
年
度
京
都
府
高
等
学
校
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
新
人
大
会　
ベ
ス
ト
セ
ブ
ン
賞　
３
名

★
第
45
回
全
国
高
等
学
校
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
選
抜
大
会　
優
勝

●
男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
バ
ー
ル
部

第
41
回
全
国
高
等
学
校
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会
（
ウ
ィ
ン
タ
ー
カ
ッ
プ
）

　
京
都
府
予
選　
ベ
ス
ト
８

第
69
回
京
都
府
高
等
学
校
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
新
人
大
会　
ベ
ス
ト
８

●
女
子
硬
式
テ
ニ
ス
部

京
都
サ
マ
ー
ジ
ュ
ニ
ア
テ
ニ
ス
選
手
権
大
会

　
女
子
シ
ン
グ
ル
ス　
ベ
ス
ト
32　
加
来
陽
香

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ベ
ス
ト
64　
横
山
紗
良

　
女
子
ダ
ブ
ル
ス　
　
ベ
ス
ト
32　
原
田
樹
・
横
山
紗
良
ペ
ア

近
畿
高
等
学
校
テ
ニ
ス
選
手
権
大
会
京
都
府
予
選

　
女
子
シ
ン
グ
ル
ス　
ベ
ス
ト
32　
加
来
陽
香
、
林
蒼
緒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ベ
ス
ト
64　
山
田
菜
々

　
女
子
ダ
ブ
ル
ス　
　
ベ
ス
ト
16　
加
来
陽
香
・
横
山
紗
良
ペ
ア

全
国
選
抜
テ
ニ
ス
選
手
権
大
会
京
都
府

　
女
子
団
体
の
部　
　
ベ
ス
ト
８

　
　

 

加
来
陽
香
・
横
山
紗
良
・
田
井
中
楓
香
・
林
蒼
緒
・
原
田
樹
・

山
田
菜
々
・
白
澤
茉
友
子
・
下
村
素
子
・
薮
内
亜
衣
莉

令
和
３
年
度
卒
業
式

71
期
生
２
６
７
名
が
卒
業
、
同
窓
会
入
り

　
令
和
４
年
３
月
１
日（
火
）
第
71
回
卒
業
証
書
授
与
式
が
体
育
館
で
挙
行
さ
れ
、
2
6
7

名
が
卒
業
し
ま
し
た
。
式
で
は
山
本
康
一
校
長
か
ら
式
辞
が
述
べ
ら
れ
、
卒
業
生
の
門
出

を
激
励
さ
れ
ま
し
た
。
た
だ
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
、
昨

年
度
に
続
き
ご
来
賓
の
方
々
に
出
席
を
控
え
て
い
た
だ
い
て
お
り
、
只
友
景
士
P
T
A
会

長
の
祝
辞
は
書
面
に
て
配
布
す
る
形
と
な
り
ま
し
た
。

　
２
月
28
日（
月
）
に
は
、
同
窓
会
入
会
式
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
同
窓
会
か
ら
は
髙
坂

節
三
会
長
、
加
藤
幹
雄
副
会
長
、
三
輪
新
造
常
任
理
事
及
び
山
川
富
士
夫
常
任
理
事
が
出

席
さ
れ
、
祝
意
を
表
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
71
期
生
の
学
年
幹
事
へ
委
嘱
状
が
渡
さ
れ
、

同
窓
会
と
生
徒
会
よ
り
卒
業
記
念
品
の
贈
呈
が
あ
り
ま
し
た
。

　
■
71
期
生
幹
事
（
敬
称
略
）

 　
１
組　
関　
子
龍
◎　
　
中
嶋
智
織　
　
　
　
５
組　
下
村
実
歩　
　
森　
圭
崇

 　
２
組　
澤
坂
郁
花　
　
　
服
部　
樹　
　
　
　
６
組　
池
野
美
里　
　
白
石
誠
真

 　
３
組　
木
村　
悟　
　
　
棚
橋
ほ
の
か　
　
　
７
組　
小
林
直
央　
　
田
村
真
由

 　
４
組　

川　
圭　
　
　
松
本
る
の
ん　
　
　
（
◎
印
は
71
期
生
学
年
幹
事
代
表
）

令
和
４
年
度
入
学
式

　
令
和
４
年
４
月
８
日（
金
）午
後
に
高
等
学
校
入
学
式
及
び
附
属
中
学
校
入
学
式
が
挙
行
さ
れ
、

高
校
へ
は
2
7
9
名
、
附
属
中
学
校
へ
は
80
名
の
生
徒
が
入
学
し
ま
し
た
。
本
来
な
ら
中

高
合
同
の
入
学
式
を
挙
行
し
て
い
る
の
で
す
が
、
今
年
度
も
昨
年
度
に
続
き
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
、
開
会
時
間
を
ず
ら
し
て
別
々
に
行
い
ま
し
た
。

　
新
入
生
に
対
す
る
入
学
許
可
の
後
、
本
年
度
新
た
に
赴
任
さ
れ
た
川
口
浩
文
校
長
が
式

辞
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
た
だ
、
只
友
景
士
P
T
A
会
長
の
祝
辞
は
書
面
に
て
配
布
す
る

な
ど
、
昨
年
度
に
続
き
感
染
対
策
を
意
識
し
た
時
間
短
縮
で
の
実
施
と
な
り
ま
し
た
。
し

か
し
、
本
校
の
伝
統
を
受
け
継
ぐ
洛
北
生
と
し
て
の
新
た
な
一
歩
を
歩
み
始
め
る
新
入
生

に
対
す
る
想
い
は
、
十
分
に
伝
わ
る
式
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
後
も
初
心
を
忘
れ
ず
充
実
し
た
学
校
生
活
を
送
り
、
学
習
に
、
部
活
動
に
大
い
に
活

躍
す
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

令
和
３
年
度　
進
路
状
況�

※
（　
　
）
は
判
明
分
の
過
年
度
生
の
数

　
昨
年
度
の
卒
業
生
は
、
東
京
大
学
、
京
都
大
学
、
大
阪
大
学
を
は
じ
め
国
公
立
大
学
に

の
べ
1
0
1
名
（
22
名
）、
同
志
社
大
学
、
立
命
館
大
学
、
関
西
大
学
、
関
西
学
院
大
学
を

は
じ
め
私
立
４
年
制
大
学
に
の
べ
5
5
4
名
（
1
3
1
名
）
が
合
格
し
ま
し
た
。
国
公
立

2022 母
校
だ
よ
り

母
校
だ
よ
り

35 34



2022 母校だより母校だより

【
文
科
系
】
★
は
全
国
大
会

●
サ
イ
エ
ン
ス
部

★
第
11
回
科
学
の
甲
子
園
全
国
大
会
出
場

　
今
井
晟
・
藤
森
陽
生
・
田
中
悠
飛
・
辻
本
陽
一
・
藤
井
誠
・

　
山
口
惇
・
山
本
理
・
花
田
彩

★
化
学
グ
ラ
ン
プ
リ
２
０
２
１

　
金
賞
・
近
畿
支
部
長
賞　
德
田
陽
向

★
第
21
回
日
本
情
報
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
（
Ｊ
Ｏ
Ⅰ
２
０
２
１
／
２
０
２
２
）
２
次
予
選

　
優
秀
賞　
辻
本
陽
一

★
物
理
チ
ャ
レ
ン
ジ
２
０
２
１　
銀
賞　
德
田
陽
向

●
吹
奏
楽
部

第
58
回
京
都
府
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル

　
高
等
学
校
小
編
成
の
部　
金
賞

第
54
回
京
都
府
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン
テ
ス
ト

　
高
等
学
校
の
部　
木
管
８
重
奏　
銀
賞

●
囲
碁
・
将
棋
部

『
み
や
こ
の
文
化
賞
輝
き
賞
』
京
都
府
知
事
表
彰
受
賞

　

 

吉
藤
真
成
（
第
45
回
全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
囲
碁
部

門
団
体
戦
優
勝
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
）

第
41
回
近
畿
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
囲
碁
部
門

　
男
女
団
体
戦　
準
優
勝　
藤
井
誠
（
京
都
府
代
表
と
し
て
）

第
41
回
近
畿
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
滋
賀
大
会
将
棋
部
門

　
男
子
個
人
戦　
B
級
準
優
勝　
山
本
夏
暉

第
38
回
京
都
府
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
将
棋
部
門

　
男
子
個
人
戦　
第
3
位　
山
本
夏
暉

●
文
化
研
究
部

第
38
回
京
都
府
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
小
倉
百
人
一
首

　
か
る
た
部
門
Ⅱ
部　
第
３
位　
布
施
彩
夏

【
部
活
動
以
外
】

●
令
和
3
年
度
「
税
に
関
す
る
高
校
生
の
作
文
」

　
京
都
東
府
税
事
務
所
長
賞　
川
本
歩
乃
加

　
京
都
市
左
京
区
租
税
教
育
推
進
連
絡
協
議
会
会
長
賞

　
司
辻
麗
乃
・
鳴
海
風
佑
・
河
合
蒼
葉
・
小
寺
浩
斗

　
左
京
区
長
賞　
日
渡
英
里

　
京
都
府
租
税
教
育
推
進
連
絡
協
議
会 

代
表
幹
事
賞　
髙
木
智
也

　
近
畿
税
理
士
会
左
京
支
部
長
賞　
藤
井　
生

●
第
60
回
全
国
高
等
学
校
生
徒
英
作
文
コ
ン
テ
ス
ト　
入
選　
西
岡
寿
美

●
第
18
回
近
畿
高
等
学
校
英
語
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
（
兼 

第
14
回
全
国
高
等
学
校
英

語
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
予
選
大
会
）
出
場　
日
渡
英
里

令
和
４
年
度
前
期

【
体
育
系
】
★
は
全
国
大
会

●
ラ
グ
ビ
ー
部

第
９
回
全
国
高
等
学
校
７
人
制
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会
京
都
府
予
選　
第
３
位

第
75
回
京
都
府
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
部　
第
３
位

●
サ
ッ
カ
ー
部

令
和
４
年
度
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
（
サ
ッ
カ
ー
競
技
）

　
京
都
府
予
選　
ベ
ス
ト
16

●
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
競
技
の
部　
京
都
府
予
選
会　
ベ
ス
ト
８

第
75
回
近
畿
６
人
制
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
高
等
学
校
男
女
選
手
権
大
会
出
場

全
国
高
等
学
校
体
育
学
科
・
コ
ー
ス
ス
ポ
ー
ツ
大
会
近
畿
予
選
B
ブ
ロ
ッ
ク　
優
勝

★
全
国
高
等
学
校
体
育
学
科
・
コ
ー
ス
ス
ポ
ー
ツ
大
会
出
場

●
男
子
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部

令
和
４
年
度
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
競
技
京
都
府
予
選

　
優
勝
、
ベ
ス
ト
セ
ブ
ン
賞
３
名

　
令
和
４
年
度
優
秀
選
手
賞　
４
名
受
賞

第
65
回
近
畿
高
等
学
校
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会　
優
勝
、
セ
ブ
ン
賞
３
名

●
女
子
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部

第
75
回
京
都
府
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会　
優
勝

令
和
４
年
度
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
競
技
京
都
府
予
選

　
優
勝
、
ベ
ス
ト
セ
ブ
ン
賞
３
名

　
令
和
４
年
度
優
秀
選
手
賞　
５
名
受
賞

第
74
回
日
本
選
手
権
大
会
京
都
府
予
選　
優
勝

第
65
回
近
畿
高
等
学
校
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会　
優
勝
、
ベ
ス
ト
セ
ブ
ン
賞
３
名

京
都
府
高
等
学
校
テ
ニ
ス
選
手
権
大
会

　
女
子
シ
ン
グ
ル
ス　
ベ
ス
ト
32　
加
来
陽
香
、
山
田
菜
々

　
女
子
ダ
ブ
ル
ス　
　
ベ
ス
ト
32　
加
来
陽
香
・
横
山
紗
良
ペ
ア

京
都
府
公
立
高
等
学
校
テ
ニ
ス
選
手
権
大
会

　
女
子
団
体
の
部　
　
第
４
位

　
女
子
個
人
の
部　
　
ラ
ン
キ
ン
グ
３
位　
加
来
陽
香

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
７
位　
山
田
菜
々

近
畿
公
立
高
等
学
校
テ
ニ
ス
選
手
権
大
会

　
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
初
出
場　
加
来
陽
香
、
山
田
菜
々

京
都
招
待
テ
ニ
ス
選
手
権
大
会

（
近
畿
６
府
県
合
同
大
会
京
都
府
代
表
）

 

女
子
シ
ン
グ
ル
ス
初
出
場　
加
来
陽
香

京
都
ジ
ュ
ニ
ア
テ
ニ
ス
選
手
権
大
会

　
女
子
シ
ン
グ
ル
ス　
ベ
ス
ト
64　
加
来
陽
香
、
山
田
菜
々

　
女
子
ダ
ブ
ル
ス　
　
ベ
ス
ト
32　
加
来
陽
香
・
横
山
紗
良
ペ
ア

●
弓
道
部

★ 

令
和
３
年
度
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
弓
道
競
技
大
会
・

第
66
回
全
国
高
等
学
校
弓
道
大
会

　
女
子
個
人
出
場　
　
岡
本
愛
里

第
40
回
全
国
高
等
学
校
弓
道
選
抜
大
会
京
都
府
予
選
会 

兼

第
29
回
近
畿
高
等
学
校
弓
道
選
抜
大
会
京
都
府
予
選
会

　
女
子
個
人
７
位　
　
久
森
優
心

　
女
子
団
体
準
優
勝　
久
森
・
鈴
木
・
西
藤
・
村
上
・
大
西

第
40
回
記
念
全
国
高
等
学
校
弓
道
選
抜
大
会
近
畿
予
選
会

　
女
子
団
体
２
位　
　
久
森
・
鈴
木
・
西
藤
・
市
川

第
29
回
近
畿
高
等
学
校
弓
道
選
抜
大
会

　
女
子
団
体
出
場　
　
久
森
・
鈴
木
・
西
藤
・
市
川

●
女
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

令
和
３
年
度
京
都
府
高
等
学
校
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
選
抜
大
会

　
個
人
戦
中
ブ
ロ
ッ
ク
予
選　
ベ
ス
ト
16　
橋
本
一
花
・
堀
田
梨
紗
ペ
ア

令
和
３
年
度
京
都
府
高
等
学
校
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
選
抜
大
会

　
団
体
戦　
南
部
予
選
Ａ
ゾ
ー
ン　
第
５
位

●
陸
上
競
技
部　
（
競
技
種
目
名
の
Ｈ
は
ハ
ー
ド
ル
、
Ｒ
は
リ
レ
ー
）

第
54
回
京
都
府
高
等
学
校
ユ
ー
ス
陸
上
競
技
対
校
選
手
権

　
１
年
男
子　
１
５
０
０
ｍ　
　
　
第
５
位　
服
部
由
羅

　
　
　
　
　
　
５
０
０
０
ｍ　
　
　
第
４
位　
今
堀
匡
道

　
　

   　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
５
位　
三
宅
勇
希

　
　
　
　
　
　
３
０
０
０
ｍ
障
害　
第
２
位　
永
井
孝
明
（
近
畿
ユ
ー
ス
出
場
権
獲
得
）

　
１
年
女
子
円
盤
投
げ　
　
　
　
　
第
６
位　
田
伏
理
代

　
２
年
女
子　
１
０
０
ｍ　
　
　
　
第
２
位　
原
萌
琉
（
近
畿
ユ
ー
ス
出
場
権
獲
得
）

　
　
　
　
　
　
２
０
０
ｍ　
　
　
　
第
７
位　
原
萌
琉

　
　
　
　
　
　
４
０
０
ｍ　
　
　
　
第
８
位　
森
川
紗
帆

　
　
　
　
　
　
４
０
０
ｍ
Ｈ　
　
　
第
８
位　
柴
田
沙
也
加

　
　
女
子
４
×
１
０
０
ｍ
Ｒ　
　
　
第
４
位　
青
山
・
原
・
柴
田
・
森
川

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
近
畿
ユ
ー
ス
出
場
権
獲
得
）

第
54
回
近
畿
高
等
学
校
ユ
ー
ス
陸
上
競
技
対
校
選
手
権
大
会

　
1
年
男
子　
３
０
０
０
ｍ
障
害　
第
３
位　
永
井
孝
明

　
2
年
女
子　
　
１
０
０
ｍ　
　
　
第
5
位　
原
萌
琉

　
　
女
子　
４
×
１
０
０
ｍ
Ｒ　
　
出
場　
　
岡
部
・
原
・
柴
田
・
青
山

第
56
回
京
都
府
高
等
学
校
ジ
ュ
ニ
ア
陸
上
競
技
対
校
選
手
権
大
会

　
男
子　
５
０
０
０
ｍ　
　
　
　
　
第
３
位　
三
宅
勇
希

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
６
位　
永
井
孝
明

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
８
位　
今
堀
匡
道

　
女
子　
１
０
０
ｍ　
　
　
　
　
　
第
３
位　
原
萌
琉

　
　
　
　
３
０
０
０
ｍ　
　
　
　
　
第
７
位　
菅
原
実
那

　
　
　
　
１
０
０
ｍ
Ｈ　
　
　
　
　
第
７
位　
森
田
真
菜

　
　
　
　
４
×
４
０
０
ｍ
Ｒ　
　
　
第
８
位　
柴
田
・
原
・
青
山
・
森
田

　
オ
ー
プ
ン
女
子
３
０
０
０
ｍ　
　
第
５
位　
寺
沢
・
日
菜
向

男
子
第
72
回
・
女
子
第
38
回
京
都
府
高
等
学
校
駅
伝
競
走
大
会

　
男
子　
第
５
位　
三
宅
・
服
部
・
永
井
・
坂
元
・
岡
本
・
今
堀
・
城
塚

�

（
近
畿
高
校
駅
伝
出
場
権
獲
得
）

　
女
子　
第
９
位　
寺
沢
・
菅
原
・
手
島
・
田
伏
・
国
府

京都府庁で表彰をうける吉藤真成君
右は菅谷京都府議会議長
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2022 母校だより母校だより

【
文
化
系
】
★
は
全
国
大
会

●
放
送
部

第
61
回
京
都
府
高
等
学
校
放
送
コ
ン
テ
ス
ト 

兼 

第
69
回

N
H
K
杯
全
国
高
校
放
送
コ
ン
テ
ス
ト
京
都
大
会

　
創
作
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
部
門　
第
１
位

　
朗
読
部
門　
第
７
位　
大
久
保
美
咲

★
第
69
回
N
H
K
杯
全
国
高
校
放
送
コ
ン
テ
ス
ト

　
創
作
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
部
門　
準
決
勝
進
出　
部
門
入
選

●
囲
碁
・
将
棋
部

第
46
回
全
国
高
校
囲
碁
選
手
権
京
都
府
大
会

　
個
人
戦　
３
位　
吉
藤
真
成
（
全
国
大
会
出
場
権
獲
得
）　　

第
58
回
全
国
高
校
将
棋
京
都
府
選
手
権
大
会　

　
男
子
団
体
戦　
４
位
（
山
本
夏
暉
、
杉
岡
陽
平
、
東
孝
衛
）

●
文
化
研
究
部

第
44
回
全
国
高
等
学
校
小
倉
百
人
一
首
か
る
た
選
手
権
大
会

　
団
体
戦　
京
都
府
予
選
会　
第
４
位

【
部
活
動
以
外
】
★
は
全
国
大
会

●
ゴ
ル
フ

★
全
国
高
等
学
校
ゴ
ル
フ
選
手
権
大
会
春
季
大
会
出
場　
　
北
田
智
大

★
文
部
科
学
大
臣
杯
争
奪

　
令
和
４
年
度
全
国
高
等
学
校
ゴ
ル
フ
選
手
権
大
会
出
場　
北
田
智
大

【
附
属
中
学
校
】

令
和
３
年
度
後
期

●
第
５
回
京
都
府
中
学
生
弓
道
大
会

　
男
子
団
体　
２
位　
小
田
垣
陽
人
・
青
木
翔
和
・
重
松
恒
希

　
女
子
団
体　
優
勝　
瀬
戸
口
奈
桜
・
坂
元
奈
直
・
和
田
ま
い

　
　
　
　
　
　
２
位　
下
坂
百
葉
・
斎
藤
慶
子
・
松
浦
華
子

　
　
　
　
　
　
３
位　
高
嶋
紗
都
・
西
村
紫
音
・
小
畑
百
佳

　
男
子
個
人　
２
位　
青
木
翔
和

　
　
　
　
　
　
３
位　
重
松
恒
希

　
女
子
個
人　
優
勝　
和
田
ま
い

　
　
　
　
　
　
２
位　
坂
元
奈
直

　
　
　
　
　
　
３
位　
瀬
戸
口
奈
桜

●
京
都
市
中
学
校
夏
季
総
合
体
育
大
会　
テ
ニ
ス
の
部

　
男
子
団
体
３
位　
才
田
遼
・
岡
橋
龍
司
・
辻
拓
真
・
加
藤
暢
啓
・
松
田
拓
真
・

　
　
　
　
　
　
　
　
久
留
宮
悠
大
・
宮
奥
創
太
・
古
仲
智
貴
・
浅
賀
唯
生
・
前
田
駿
輔

　
女
子
団
体
３
位　
角
濱
菜
々
美
・
井
上
瑚
子
・
髙
木
柚
花
・
塩
見
理
桜
・
橋
本
葵
・

　
　
　
　
　
　
　
　
髙
嶋
幸
・
畑
埜
千
聡
・
藤
川
真
綾
・
若
木
惠
麻
・
門
野
瑠
利
佳

●
京
都
府
中
学
校
総
合
体
育
大
会　
テ
ニ
ス
の
部

　
個
人
ダ
ブ
ル
ス
８
位　
浅
賀
唯
生
・
加
藤
暢
啓

●
京
都
市
中
学
校
選
手
権
総
合
体
育
大
会

　
陸
上
競
技
の
部

　
　
男
子
共
通　
　
４
０
０
ｍ　
５
位

　
　
男
子
低
学
年　
４
×
１
０
０
ｍ
Ｒ

　
　
　
　
　
　
　
　
磯
野
晃
希
・
坂
田
頼
謙
・
洞
谷
和
寿
・
吉
野
倫
五

　
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
部

　
　
女
子
個
人
ダ
ブ
ル
ス
準
優
勝　
近
藤
咲
希
・
山
下
あ
ま
ね

●
第
58
回
京
都
府
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル

　
中
学
校
（
小
編
成
の
部
）　
金
賞

●
第
42
回�

朝
日
少
年
少
女
囲
碁
名
人
戦
京
都
府
大
会

　
中
学
校
の
部
優
勝　
中
井
芳
樹
（
文
部
科
学
大
臣
杯
少
年
少
女
囲
碁
大
会
出
場
）

※
部
活
動
以
外

●
令
和
３
年
度
中
学
生
の
「
税
に
つ
い
て
の
作
文
」

　
左
京
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
長
賞　
下
坂
百
葉

●
第
67
回
青
少
年
読
書
感
想
文
京
都
府
コ
ン
ク
ー
ル

　
京
都
府
知
事
賞　
佐
野
綺
奏

令
和
４
年
度
前
期

●
京
都
市
中
学
校
選
手
権
大
会
春
季
大
会

　
テ
ニ
ス
男
子
ダ
ブ
ル
ス
第
3
位　
後
慶
唯
・
高
松
慈

●
第
68
回
全
日
本
中
学
校
通
信
陸
上
競
技
大
会
京
都
府
大
会

　
男
子
１
１
０
ｍ
ハ
ー
ド
ル
優
勝　
吉
野
倫
五

●
女
子
硬
式
テ
ニ
ス
部

全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
テ
ニ
ス
競
技
京
都
府
予
選

　
女
子
シ
ン
グ
ル
ス　
ベ
ス
ト
32　
加
来
陽
香
、
ベ
ス
ト
64　
山
田
菜
々

　
女
子
ダ
ブ
ル
ス　
　
ベ
ス
ト
32　
加
来
陽
香
・
横
山
紗
良
ペ
ア

　
女
子
団
体
の
部　
　
ベ
ス
ト
８　
加
来
陽
香
・
横
山
紗
良
・
田
井
中
楓
香
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
林
蒼
緒
・
山
田
菜
々

●
弓
道
部

春
季
高
等
学
校
弓
道
大
会

　
女
子
個
人　
優
勝　
　
鈴
木
保
香

　
　
　
　
　
　
５
位　
　
久
森
優
心

　
女
子
団
体　
２
位　
　
大
西
・
久
森
・
下
坂

　
　
　
　
　
　
３
位　
　
鈴
木
・
田
中
・
和
田

第
76
回
京
都
府
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

　
女
子
団
体
準
優
勝　
　
下
坂
・
大
西
・
戸
田
・
久
森
・
鈴
木
・
西
藤
・
市
川

全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
弓
道
大
会
京
都
府
予
選
会 

兼

第
75
回
近
畿
高
等
学
校
弓
道
大
会
京
都
府
予
選
会

　
女
子
個
人　
５
位　
　
戸
田
・
絢
野

　
女
子
団
体　
準
優
勝　
戸
田
・
市
川
・
鈴
木
・
久
森
・
下
坂
・
西
藤

第
75
回
近
畿
高
等
学
校
弓
道
大
会

　
女
子
個
人
出
場　
　
　
戸
田
・
絢
野

　
女
子
団
体
出
場　
　
　
戸
田
・
市
川
・
鈴
木
・
久
森
・
下
坂
・
西
藤

令
和
４
年
度
国
民
体
育
大
会
弓
道
競
技
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
出
場

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
戸
田
・
大
西
・
下
坂
・
瀬
戸
口

●
女
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

令
和
４
年
度
京
都
府
高
等
学
校
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
選
手
権
大
会

　
団
体
戦　
南
部
予
選
A
ゾ
ー
ン　
第
４
位

●
陸
上
競
技
部

第
75
回
京
都
府
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
（
市
内
ブ
ロ
ッ
ク
）

　
１
年
男
子　
３
０
０
０
ｍ　
　
　
第
２
位　
山
本
琉
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
５
位　
野
木
琉
平

　
２
年
男
子　
１
５
０
０
ｍ　
　
　
第
６
位　
永
井
孝
明

　
　
　
　
　
　
５
０
０
０
ｍ　
　
　
第
５
位　
今
堀
匡
道

　
３
年
男
子　
　
４
０
０
ｍ　
　
　
第
６
位　
梶
響
太

　
２
年
女
子　
　
１
０
０
ｍ　
　
　
第
８
位　
青
山
蓬

　
　
　
　
　
３
０
０
０
ｍ　
　
　
　
第
３
位　
菅
原
実
那 

　
３
年
女
子　
１
０
０
ｍ　
　
　
　
第
５
位　
原
萌
琉

　
　
　
　
　
　
４
０
０
ｍ　
　
　
　
第
３
位　
森
川
紗
帆

　
　
　
　
　
　
１
０
０
ｍ
Ｈ　
　
　
第
６
位　
森
田
真
菜

　
　
　
　
　
　
４
０
０
ｍ
Ｈ　
　
　
第
３
位　
柴
田
沙
也
加

　
　
　
　
　
　
４
×
１
０
０
ｍ
Ｒ　
第
２
位　
森
田
・
原
・
柴
田
・
森
川

　
　
　
　
　
　
走
幅
跳　
　
　
　
　
第
６
位　
岡
部
寧
音

　
女
子
３
年　
総
合　
　
　
　
　
　
第
４
位

第
75
回
京
都
府
高
等
学
校
陸
上
競
技
対
校
選
手
権
大
会

　
男
子　
４
０
０
ｍ　
　
　
　
第
５
位　
梶
響
太
（
近
畿
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場
権
獲
得
）

　
　
　
　
５
０
０
０
ｍ　
　
　
第
８
位　
坂
元
南
紬
太

　
　
　
　
３
０
０
０
ｍ
障
害　
第
５
位　
永
井
孝
明
（
近
畿
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場
権
獲
得
）

　
女
子　
１
０
０
ｍ　
　
　
　
第
６
位　
原
萌
琉
（
近
畿
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場
権
獲
得
）

　
　
　
　
２
０
０
ｍ　
　
　
　
第
８
位　
原
萌
琉

　
　
　
　
１
０
０
ｍ
Ｈ　
　
　
第
７
位　
森
田
真
菜

　
　
　
　
４
×
１
０
０
ｍ
Ｒ　
第
４
位　
青
山
・
原
・
柴
田
・
森
川

　
　
　
　
（
近
畿
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場
権
獲
得
）

　
　
　
　
４
×
４
０
０
ｍ
Ｒ　
第
８
位　
柴
田
・
森
川
・
入
倉
・
森
田

第
75
回　
近
畿
高
校
陸
上
競
技
対
校
選
手
権
大
会

　
男
子　
４
０
０
ｍ　
　
　
　
出
場　
梶
響
太

　
　
　
　
３
０
０
０
ｍ
障
害　
出
場　
永
井
孝
明

　
女
子　
１
０
０
ｍ　
　
　
　
準
決
勝
進
出　
原
萌
琉

　
　
　
　
４
×
１
０
０
ｍ
Ｒ　
準
決
勝
進
出　
森
田
・
原
・
柴
田
・
青
山

●
水
泳
部

第
75
回
京
都
府
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
水
泳
競
技
大
会

　
　
男
子　
団
体
総
合　
　
　
　
　
　
第
８
位
入
賞

　
　
男
子　
５
０
ｍ
自
由
形
決
勝　
　
第
３
位　
万
代
太
郎

　
　
男
子　
１
０
０
ｍ
平
泳
ぎ
決
勝　
第
６
位　
児
玉
忠
也

令
和
４
年
度
京
都
選
手
権
水
泳
競
技
大
会
競
泳
競
技

　
　
男
子　
５
０
ｍ
自
由
形
Ｂ
決
勝　
第
４
位　
万
代
太
郎

第
90
回
京
都
府
高
等
学
校
選
手
権
水
泳
競
技
大
会

　
　
男
子　
５
０
ｍ
自
由
形
決
勝　
　
第
３
位　
万
代
太
郎

�

（
第
76
回
近
畿
高
等
学
校
選
手
権
水
泳
競
技
大
会
出
場
決
定
）
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校
と
共
有
す
べ
く
、
府
立
高
校
の
先
生
方
と
洛
北
高
校
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
立
ち
上
げ
ま

し
た
。
こ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
内
で
こ
れ
ま
で
の
Ｓ
Ｓ
Ｈ
指
定
の
成
果
を
普
及
す
る
と
と
も
に
、

府
内
の
自
然
科
学
に
関
す
る
課
題
研
究
の
よ
り
一
層
の
発
展
を
洛
北
高
校
が
担
っ
て
い
き

ま
す
。

●
洛
北
高
校
「
グ
ロ
ー
バ
ル
探
究
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

　
洛
北
高
校
で
は
、
こ
れ
か
ら
の
リ
ー
ダ
ー
に
必
要

と
さ
れ
る
「
実
務
力
」、「
展
望
力
」、「
発
信
力
」
を

養
う
た
め
、
渡
米
を
含
む
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て

「
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
実
施
し

て
参
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
拡
大
の
影
響
に
よ
り
海
外
で
の
活
動
が
制
限
さ
れ
、

満
足
の
い
く
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
実
施
で
き
な
く
な
り
ま

し
た
。
こ
れ
を
受
け
、
昨
年
度
か
ら
「
グ
ロ
ー
バ
ル

探
究
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
と
名
称
を
変
更
し
、
オ
ン
ラ
イ

ン
で
の
ア
メ
リ
カ
の
大
学
教
授
の
特
別
講
義
や
海
外

の
学
生
と
の
意
見
交
流
を
通
し
て
、
こ
れ
か
ら
の
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
で
活
躍
す
る
人
材
育

成
の
取
組
を
行
っ
て
い
ま
す
。
英
語
力
向
上
は
も
ち
ろ
ん
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
等
を
踏
ま
え
た
社

会
的
課
題
や
グ
ロ
ー
バ
ル
課
題
に
対
す
る
問
題
解
決
の
ア
イ
デ
ア
立
案
を
通
じ
て
、
問
題

解
決
能
力
や
企
画
立
案
能
力
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
伸
ば
す
内
容
と
な
っ
て
い

ま
す
。
今
年
度
は
生
徒
23
名
の
参
加
が
決
定
し
て
お
り
、
世
界
に
視
野
を
広
げ
、
創
造
力

を
発
揮
し
、
社
会
に
貢
献
し
た
い
と
い
う
人
材
の
育
成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

●G
lobal�C

lassm
ates�2022

に
採
択

　
「G

lobal C
lassm

ates 2022

」に
洛
北
高
校
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。本
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、

ア
メ
リ
カ
の
同
世
代
の
高
校
生
と
オ
ン
ラ
イ
ン
で
交
流
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。
全
国
で

38
校
の
み
と
い
う
厳
し
い
選
抜
で
し
た
が
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
２
年
連
続
で
洛
北
高
校

が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　

昨
年
度
に
参
加
し
た
生
徒
の
う
ち
、
青
山
更
梨
さ
ん
はG

lobal C
lassm

ates 
Sum

m
it 2022

日
本
代
表
枠
8
名
の
中
の
１
人
に
選
出
さ
れ
、
ア
メ
リ
カ
代
表
8
名
と
今

年
の
夏
、
合
計
12
日
間
オ
ン
ラ
イ
ン
で
密
に
交
流
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し
ま
す
。

　
今
年
度
のG

lobal C
lassm

ates 2022

の
参
加
者
は
28
名
で
、
先
輩
の
活
躍
に
続
く

べ
く
、
異
文
化
交
流
を
通
じ
て
グ
ロ
ー
バ
ル
な
素
養
を
身
に
つ
け
る
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

実
り
あ
る
活
動
と
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

●
文
部
科
学
大
臣
杯　
第
18
回
小
・
中
学
校
将
棋
京
都
府
大
会

　
団
体
戦
第
３
位　
曽
我
聡
祐
・
青
山
真
河
・
桂
幸
生

●
第
19
回
全
国
中
学
生
弓
道
大
会
京
都
府
予
選
会

　
団
体
の
部
女
子　
優
勝　
　
斎
藤
慶
子
・
西
村
紫
音
・
松
浦
華
子

　
　
　
　
　
　
　
　
第
２
位　
福
永
紗
季
・
短
田
理
紗
・
緒
方
悠
希

　
　
　
　
　
　
　
　
第
３
位　
髙
井
双
葉
・
佐
藤
美
咲
・
𫝆
井
眞
香

ス
ー
パ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
（
S
S
H
）・
国
際
交
流
等
の
取
組

　
附
属
中
学
校
の
開
校
と
と
も
に
ス
タ
ー
ト
し
た
洛
北
の
S
S
H
事
業
は
今
年
度
か
ら
新

た
に
３
年
間
、
第
５
期
の
指
定
を
受
け
、「
探
究
し
続
け
る
科
学
技
術
フ
ロ
ン
ト
ラ
ン
ナ
ー

を
育
成
す
る
中
高
一
貫
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
デ
ザ
イ
ン
と
一
般
化
」
の
テ
ー
マ
の
も
と
、

研
究
開
発
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

●SH
O
O
T
�Lab

（
旧
研
究
室
体
験
研
修
）

　
昨
年
ま
で
夏
季
休
業
中
に
実
施
し
て
き
た
研
究
室
体
験
研
修
を
、今
年
度
か
ら「SH

O
O

T 
Lab

」
と
名
称
を
変
更
し
、
研
究
室
で
の
体
験
に
加
え
て
、
事
前
学
習
・
事
後
調
査
・
発

表
も
含
め
た
課
題
研
究
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
発
展
さ
せ
ま
し
た
。
ま
た
、
参
加
対
象
を
高
校
２

年
生
の
み
で
は
な
く
高
校
１
年
生
か
ら
２
年
生
に
広
げ
、
生
徒
が
課
題
研
究
に
触
れ
る
機

会
を
増
や
し
ま
し
た
。

　
本
年
度
は
１
年
生
21
名
、
２
年
生
11
名
、
計
32
名
が
京
都
府
立
大
学
・
京
都
工
芸
繊
維

大
学
の
６
研
究
室
の
テ
ー
マ
に
参
加
予
定
で
す
。
す
で
に
校
内
で
の
事
前
学
習
は
ス
タ
ー

ト
し
て
お
り
、
生
徒
た
ち
は
文
献
調
査
や
予
備
実
験
を
行
っ
て
い
ま
す
。
昨
年
の
研
究
室

体
験
研
修
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
途
中
か
ら
中
止
に
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
たSH

O
O

T Lab

の
現
地
で
の
活
動
は
す
べ
て
の
日
程
で
実

施
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

●
サ
イ
エ
ン
ス
チ
ャ
レ
ン
ジ
・
サ
タ
デ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
サ
イ
エ
ン
ス
チ
ャ
レ
ン
ジ
は
、放
課
後
、長
期
休
業
中
な
ど
、授
業
外
の
時
間
を
利
用
し
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
「
科
学
」
に
挑
戦
す
る
課
外
活
動
で
す
。
特
別
講
義
や
実
験
講
座
は
も
ち
ろ
ん
、

SH
O

O
T Lab

や
校
外
施
設
へ
の
バ
ス
ツ
ア
ー
、
複
数
の
教
科
科
目
の
連
携
講
座
、
オ
ン

ラ
イ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
活
用
し
た
講
座
や
大
学
・
研
究
所
と
の
連
携
講
座
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
取
り
組
み
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
サ
タ
デ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
学
年
や
教
科
の
枠
を
超
え
た
多
様
な
活
動
を
行
う
こ
と
で
、

生
徒
の
知
的
好
奇
心
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
に
、年
間
４
回
土
曜
日
に
実
施
し
て
い
る
も
の
で
、

サ
イ
エ
ン
ス
チ
ャ
レ
ン
ジ
企
画
に
加
え
、
語
学
・
文
学
・
経
済
学
に
つ
い
て
の
講
義
や
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
、
校
外
見
学
ツ
ア
ー
な
ど
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
生
徒
の
興
味
関
心
や
主
体
性
を
伸
ば
す
べ
く
、
先
生
方
の
趣
向
を
凝
ら
し
た
さ
ま
ざ
ま

な
企
画
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
「
洛
北
ラ
グ
ラ
ン
ジ
ュ
の
会
」
を
毎
月
開
催

　
「
数
学
好
き
」
と
い
う
中
学
生
・
高
校
生
を
対
象
に
、
京
都
大
学
名
誉
教
授
で
あ
る
上
野

健
爾
先
生
と
洛
北
高
校
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
つ
な
ぎ
、
毎
月
１
回
「
ラ
グ
ラ
ン
ジ
ュ
の
会
」

を
開
催
し
て
い
ま
す
。
現
在
は
、
府
立
中
高
一
貫
教
育
校
か
ら
も
参
加
者
を
募
り
、
取
組

の
幅
を
広
げ
て
い
ま
す
。
参
加
生
徒
の
習
熟
度
に
合
わ
せ
て
講
義
内
容
を
決
め
、
講
義
の

進
め
方
も
数
学
的
な
考
察
方
法
を
自
然
と
身
に
つ
く
よ
う
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
し
て
い
た
だ
い

て
お
り
、
と
て
もExciting

な
取
組
と
な
っ
て
い
ま
す
。

●
課
題
研
究
の
成
果
を
校
外
で
発
表

　
課
題
探
究
Ⅱ
の
授
業
で
取
り
組
ん
だ
研
究
成
果
を
ま
と
め
て
校
外
で
発
表
す
る
場
面
が

増
え
て
き
ま
し
た
。
昨
年
度
は
以
下
の
よ
う
な
成
果
が
あ
り
ま
し
た
。
今
年
度
の
課
題
探

究
の
授
業
内
で
も
さ
ま
ざ
ま
な
テ
ー
マ
に
基
い
て
課
題
研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。
先
輩
に

続
い
て
素
晴
ら
し
い
成
果
が
得
ら
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

○
全
国
Ｓ
Ｓ
Ｈ
生
徒
研
究
発
表
会　
出
場

　
丸
晴
樹
・
関
子
龍
・
宗
野
真
幸
・
髙
畑
倫
太
郎
・
山
﨑
遼
平

○
東
京
理
科
大
学
主
催　
第
12
回　
坊
っ
ち
ゃ
ん
科
学
賞

　
入
賞　
　
　
徳
田
陽
向
・
小
島
輝
・
尾
﨑
藍
・
擣
木
伽
弥
・
大
津
壮
吾

　
佳
作　
　
　
丸
晴
樹
・
関
子
龍
・
宗
野
真
幸
・
髙
畑
倫
太
郎
・
山
﨑
遼
平

　
奨
励
賞　
　
志
茂
和
香
・
中
嶋
智
織
・
松
本
諒
子

○
2
0
2
1
年　
繊
維
学
会
秋
季
研
究
発
表
会　
高
校
生
セ
ッ
シ
ョ
ン

　
最
優
秀
賞　
田
籠
心
太
朗
・
今
吉
嶺
太
・
田
中
優
佑
・
森
下
龍
琉

　
優
秀
賞　
　
中
馬
千
陽
・
田
中
杏
佳
・
久
森
優
心
・
瀬
川
七
海

●
京
都Science
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
始
動

　
こ
れ
ま
で
の
Ｓ
Ｓ
Ｈ
指
定
に
よ
る
研
究
開
発
や
課
題
研
究
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
京
都
府
立
高

令和４年度「グローバル探究プログラム」の
第１回研修の様子
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2022 母校だより母校だより

女
子
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
が
全
国
選
抜
で
優
勝
！

　
今
年
の
３
月
、
愛
知
県
で
開
か
れ
た
第
45
回
全
国
高
等
学
校
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
選
抜
大

会
で
、
女
子
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
が
優
勝
。
14
年
ぶ
り
４
度
目
の
栄
冠
に
輝
き
ま
し
た
。

　
初
戦
は
大
差
で
勝
利
し
た
も
の
の
準
決
勝
ま
で
は
３
点
差
以
内
の
接
戦
の
連
続
。
石

川
県
代
表
の
小
松
市
立
高
校
と
対
し
た
決
勝
戦
も
、
残
り
４
秒
で
シ
ュ
ー
ト
を
決
め
て

の
勝
利
と
い
う
、
粘
り
強
さ
を
発
揮
し
て
の
頂
上
制
覇
で
し
た
。
主
将
の
田
中
志
織
さ

ん
（
ス
ポ
ー
ツ
専
攻
３
年
）
は
「
常
に
強
気
の
プ
レ
ー
で
チ
ー
ム
メ
ー
ト
を
鼓
舞
す
る

よ
う
に
し
た
」
と
自
ら
の
キ
ャ
プ
テ
ン
シ
ー
を
振
り
返
り
、
副
主
将
の
小
川
優
花
（
同

３
年
）
さ
ん
は
「
負
け
る
気
が
し
な
か
っ
た
」
と
強
気
で
臨
め
た
試
合
内
容
に
満
足
。

　
洛
北
の
女
子
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
は
、
平
成
６
年
に
全
国
高
校
総
体
で
初
優
勝
し
て
以

来
、
国
体
・
全
国
選
抜
で
も
優
勝
を
重

ね
、過
去
２
年
連
続
で
高
校
三
冠（
選
抜
・

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
・
国
体
い
ず
れ
も
優
勝
）

に
輝
く
な
ど
、
強
豪
チ
ー
ム
と
し
て
名

を
馳
せ
て
き
ま
し
た
。
昨
年
の
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
、
男
子
も
含
め
て
先

輩
3
人
を
日
本
代
表
選
手
と
し
て
送
り

出
し
て
い
ま
す
。

　

全
国
選
抜
の
優
勝
は
、
新
年
度
の
直

前
で
新
し
い
メ
ン
バ
ー
編
成
に
な
っ
て

初
め
て
の
全
国
大
会
、
通
常
と
は
違
っ

て
コ
ロ
ナ
禍
で
対
外
試
合
が
で
き
ず
練

習
時
間
も
制
限
さ
れ
る
な
か
「
練
習
試

合
で
経
験
を
積
み
上
げ
る
こ
と
が
で
き
た
」

と
田
中
さ
ん
。
続
く
京
都
府
予
選
、
近

畿
大
会
で
も
チ
ー
ム
は
優
勝
、
イ
ン
タ
ー

ハ
イ
で
は
８
強
入
り
を
果
た
し
ま
し
た
。「
天
狗
に
な
ら
ず
、
常
に
挑
戦
者
と
し
て
臨
め
」

と
の
西
村
純
監
督
の
言
葉
を
肝
に
銘
じ
て
、
チ
ー
ム
は
ま
す
ま
す
進
化
を
目
指
し
て
い

き
ま
す
。

グ
ロ
ー
バ
ル
・
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
・
サ
ミ
ッ
ト
に
初
参
加

　
「
国
際
的
な
視
野
を
持
つ
次
世
代
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
」
を
目
的
と
し
て
日
本
と
ア
メ

リ
カ
か
ら
、
各
６
人
程
度
の
高
校
生
が
参
加
し
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
交
流
す
る
サ
マ
ー
プ

ロ
グ
ラ
ム
「
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
・
サ
ミ
ッ
ト
２
０
２
２
」。
そ
の
日
本
代

表
の
１
人
と
し
て
サ
イ
エ
ン
ス
科
２
年
の
青
山
更さ

ら
り梨

さ
ん
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

は
「
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
・
サ
ミ
ッ
ト
２
０
２
１
」
に
参
加
し
た
全
国
38
校

の
な
か
か
ら
洛
北
高
校
が
初
め
て
サ
ミ
ッ
ト
参
加
校
に
選
ば
れ
、
出
場
者
を
募
集
し
た

も
の
。
応
募
書
類
の
審
査
、
日
本
語
と
英
語
に
よ
る
ビ
デ
オ
面
接
で
好
成
績
を
お
さ
め

た
青
山
さ
ん
が
、
日
本
代
表
８
人
の
う
ち
の
１
人
に
見
事
決
定
し
ま
し
た
。

　
青
山
さ
ん
は
、
動
物
の
認
知
や
行
動
な
ど
生
態
に
興
味
が
あ
り
、
大
学
に
進
ん
で
研

究
を
重
ね
、
将
来
は
博
物
館
の
学
芸
員
の
仕
事
が
し
た
い
と
の
こ
と
。「
海
外
の
研
究

者
と
の
交
流
に
英
語
は
不
可
欠
」
と
、
参
加
す
る
意
義
を
明
確
に
と
ら
え
て
い
ま
す
。

　
サ
ミ
ッ
ト
参
加
者
は
、
医
療
、
経
営
、
建
築
、
デ
ザ
イ
ン
、
環
境
科
学
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
分
野
に
興
味
が
あ
る
、
多
様
な
日
米
の
高
校
生
た
ち
。「
国
際
理
解
の
こ
と
も

学
び
た
い
し
、
理
系
の
知
識
も
広
げ
ら
れ
た
ら
」
と
、
青
山
さ
ん
は
意
欲
的
で
す
。

　
１
日
３
、
４
時
間
、
12
日
間
に
わ
た
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
参
加
者
同
士
の
チ
ー
ム

ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
や
、
異
文
化
理
解
、
日
米
関
係
な
ど

世
界
の
課
題
や
将
来
に
つ
い
て
、
第
一
線
の
プ
ロ
た

ち
と
の
意
見
交
換
の
場
も
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。
楽

し
み
な
の
は
、
い
ま
一
番
興
味
が
あ
る
ダ
ン
ゴ
ム
シ

に
つ
い
て
の
７
分
間
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
。
日
本

語
と
同
じ
く
ら
い
に
英
語
で
ま
と
ま
っ
た
発
表
が
で

き
た
ら
、
と
準
備
中
で
す
。

在
校
生
ト
ピ
ッ
ク
ス

「
京
都
府
母
校
応
援
ふ
る
さ
と
事
業
」と
は
？

　京
都
府
教
育
委
員
会
で
は
、自
分
の
選
ん
だ
自
治
体
に
寄
附（
ふ
る
さ
と
納
税
）を
行っ

た
場
合
に
寄
附
額
の
う
ち
2
，0
0
0
円
を
越
え
る
部
分
につ
い
て
、所
得
税
と
住
民
税

か
ら
原
則
と
し
て
全
額
が
控
除
さ
れ
る「
ふ
る
さ
と
納
税
」制
度
を
活
用
し
、府
立
学
校
の

施
設・設
備
、教
育
環
境
等
の
充
実
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
寄
附
金
を
募
集
し
ま
す
。

　卒
業
生
に
か
ぎ
ら
ず
、ど
な
た
で
も
寄
附
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。各
府
立
学
校
に
お
い
て

は
、こ
れ
ま
で
か
ら
魅
力
あ
る
学
校
づ
く
り
に
向
け
て
様
々
な
取
組
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　本
事
業
は
、こ
う
し
た
学
校
独
自
の
取
組
を
応
援
す
る
と
い
う
趣
旨
か
ら
、ふ
る
さ
と

納
税
を
活
用
し
た
制
度
と
し
て
創
設
し
た
も
の
で
す
。学
校
ご
と
に
、寄
附
金
を
活
用
し

た
取
組
内
容
を
設
定
し
て
お
り
、学
校
を
指
定
し
て
寄
附
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。

　納
付
方
法
は
、「
金
融
機
関
への
振
込
」も
、「
ク
レ
ジッ
ト
カ
ー
ド（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
）」も

御
利
用
に
な
れ
ま
す
。

＊
詳
細
は
京
都
府
教
育
委
員
会
Ｈ
Ｐ
、本
校
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

府
立
洛
北
高
校
・
附
属
中
学
校
へ

　
　
　

  

ご
寄
附
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
!

府
立
洛
北
高
校
・
附
属
中
学
校
へ

　
　
　

  

ご
寄
附
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
!

京
都
府
母
校
応
援
ふ
る
さ
と
事
業

京
都
府
母
校
応
援
ふ
る
さ
と
事
業

ご
存
じ
で
す
か
？

　洛
北
高
校
・
附
属
中
学
校
で
は
、京
都
府
母
校
応
援
ふ
る
さ
と
事
業

を
活
用
し
、学
校
の
教
育
環
境
改
善
や
学
習
支
援
を
促
進
す
る
た
め
に
、

み
な
さ
ま
か
ら
の
ご
寄
附
を
募
って
い
ま
す
。

部
活
動
支
援
●
屋
外
コ
ー
ト
や
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
全
天
候
化
・
人
工
芝
化

　文
化
系
部
活
動
の
機
器
整
備
　等

●
よ
り
専
門
的
な
学
習
・
進
路
指
導
に
係
る
講
師
の
招
聘
、

　環
境
整
備
　等

学
習
活
動
支
援

実
質
2
，0
0
0
円
の
負
担
で
、
一
定
の
上
限
ま
で
寄
附
で
き
ま
す
。

寄
附
金

寄
附
金

京
都
サ
ン
ガ
監
督
に
曺
ち
ょ
う 

貴き
じ
ぇ裁
氏
が
就
任
、
快
進
撃
！

　
昨
年
、
湘
南
ベ
ル
マ
ー
レ
の
監
督
か
ら
地
元
の
京
都
サ
ン
ガ
Ｆ
．Ｃ
．の
監
督
に
就
任

さ
れ
た
曺
貴
裁
氏
（
洛
北
36
期
）。
就
任
後
は
湘
南
監
督
時
代
と
同
様
の
、
ミ
ス
を
割
り

切
り
ア
グ
レ
ッ
シ
ブ
に
ト
ラ
イ
す
る
攻
守
一
体
の
堅
守
速
攻
、い
わ
ゆ
る「
湘
南
ス
タ
イ
ル
」

を
実
践
し
て
、12
年
間
Ｊ
２
に
低
迷
し
て
い
た
チ
ー
ム
を
就
任
１
年
目
で
Ｊ
１
に
昇
格
さ
せ
、

京
都
サ
ン
ガ
は
12
年
ぶ
り
の
Ｊ
１
復
帰
を
果
た
し
ま
し
た
。

　
２
０
２
２
年
Ｊ
１
リ
ー
グ
戦
の
真
っ
た
だ
中
の
現
在
は
、
７
勝
９
敗
８
引
き
分
け
と

一
進
一
退
の
熱
い
闘
い
を
繰
り
広
げ
て
い
ま
す
。（
８
月
６
日
ま
で
の
戦
績
、
残
り
10
戦
）

　
ま
た
「
第
1
0
2
回
天
皇
杯
」
で
も
７
月
に
京
都
サ
ン
ガ
が
栃
木
Ｓ
Ｃ
を
突
き
放
し

て
８
強
に
入
り
、
９
月
の
準
々
決
勝
で
東
京
ヴ
ェ
ル
デ
ィ
と
対
戦
し
ま
す
。
天
皇
杯
は

正
式
名
称
を「
天
皇
杯
Ｊ
Ｆ
Ａ 

全
日
本
サ
ッ
カ
ー
選
手
権
大
会
」と
い
い
、Ｊ
１
リ
ー
グ
、

リ
ー
グ
カ
ッ
プ
と
並
ぶ
国
内
３
大
タ
イ
ト
ル
の
一
つ
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

そ
の
先
の
準
決
勝
、
決
勝
へ
の
躍
進
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

あ
か
ね
の
窓

京都サンガF.C.公式サイトより

「天皇杯」栃木ＳＣ戦で決勝点を挙げる京都サンガ
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第５号議案　同窓会役員の再任について	 常任理事　谷口光男（洛21）
　髙坂会長以下の令和４年度同窓会役員（P50）および理事について、第２回理事会後に行われた回議に
おいて確認いただいた。

第６号議案　京一中150周年・洛北高校70周年記念事業の開催について
記念事業実行委員長　木下博夫（洛10）

　新型コロナウイルス蔓延のため記念祝宴は次年度以降に開催することとして、令和3年10月16日（土）に
京都ホテルオークラ大宴会場「暁雲」にて記念式典を挙行した。在校生については感染対策のため代表の
みの参加となったが、西脇京都府知事、橋本京都府教育長をお迎えし、約150人の参加を得て開催すると
ともに、Webでの中継とオンデマンドによる事後配信を行うことができた（P５−６参照）。その他、令
和3年度に実施した記念事業（P９参照、）と本年度に予定している記念事業は下記の通り。費用について
は令和3年度周年記念事業会計報告書（P49）を参照。

［令和３年度］
○記念クリアファイルの作製と配布（在校生、式典参加者、寄付者に配布）
○記念式典DVDの作製と配布（在校生、希望する同窓会員に配布）
○在校生を対象とした学内でのOBOGセミナー開催（９月開催予定であった４講座は緊急事態宣言発令

中のため中止となった）
○学内資料展示「目で見てナットク！　京一中と洛北高」展開催（11月15日～19日）
○同窓会保管資料の修復
○記念序曲『洛北幻想 葵 -Aoi-』が完成（作曲：阿部勇一氏、公開収録で初演の予定）
○学校設備の寄贈（視聴覚教室、コモンホール、２階会議室のプロジェクター計３台を寄贈）

［令和４年度］
○記念祝宴の開催（12月11日、予算は概算400万円、300名の参加を想定して試算）
○吹奏楽部による『洛北幻想 葵 -Aoi-』の公開収録と使用楽器（和太鼓ほか）の寄贈（予算概算：80万 

円）以上の詳細はP10～11参照のこと
○同窓会保管資料の追加修復（予算概算：26万円）
○同窓会保管の視聴覚データのデジタル化（予算概算：18万円）
○校庭中庭の同窓会記念モニュメント周辺の整備と一中柳の保全作業（予算概算：17万円）

新型コロナウイルスの感染が落ち着いて、記念祝宴には多くの同窓生に来ていただけることを期待している。

第７号議案　あかね第59号の広告掲載料を半額とする件	 常任理事　平塚　泉（洛22）
　引き続く新型コロナウイルス感染による影響を鑑み、また次年度以降の広告掲載支援の期待を込めて「あ
かね」第60号（本誌）の広告掲載料についても半額とした。（令和４年度予算報告参照）

第８号議案　第69回総会の開催について（既述　P44参照 ）	 常任理事　谷口光男（洛21）

以上

第69回総会での報告事項
令和４年度第２回理事会（７/２開催）およびその後の理事への回議で承認された議案は、以下の通りです。

第１号議案　会務報告	 常任理事　谷口光男（洛21）
　令和４年度定例理事会開催記録については、本部だより（P54）を参照。
　そのほか定例の会議として、毎月の常任理事会兼「あかね」編集会議と必要に応じて記念事業実行委員
会を開催し、新型コロナウイルス感染状況に伴う対応や記念祝宴等の記念事業に関する事案を協議した。

第２号議案　令和３年度会計報告	 常任理事　山川富士夫（洛25）
　令和３年度会計報告書（P48−49を参照）

第３号議案　令和４年度予算報告	 常任理事　山川富士夫（洛25）

第４号議案　監査報告	 監事　小林宏史（洛10）
　令和４年６月30日同窓会事務局にて、河村澄子監事（洛22）とともに会計監査を行った。監査の結果、保管・
保存も含め会計処理に間違いがないことを確認した。

京一中洛北高校同窓会 第69回総会について
　令和4年度の第69回総会は、12月11日（日）に開催予定の京一中150周年・洛北高校70周年記念
祝宴に併せて開催する予定です。そのため総会の時間が限られていますので、総会において行う報
告事項を事前に掲載させていただきます。ご質問、ご意見等につきましては、あかね第60号に同
封の連絡ハガキ、もしくは同窓会ホームページ（https://kyo1c-rakuhoku.com）の「お問い合わ
せ」にてお聞かせいただきますよう、よろしくお願い申し上げます。
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会費納入のご協力をお願いします

　京一中洛北高校同窓会は会員相互の友情、親睦を深め、母校の発展を図ることを目的としており、下
記のような業務および活動支援を行っています。その運営基盤となる同窓会費は年々減少しており、誠
に憂慮すべき事態となっています。
　昨秋、コロナ禍にもめげず盛会のうちに開催できました周年事業の成果を踏まえ、２人のノーベル賞受
賞者をはじめとする優れた先達を数多く輩出した名門校の歴史と伝統を受け継ぐべく、現在の洛北高等
学校がますます発展していきますよう、同窓会としても各方面から支援していきたいところです。
　同窓会運営の厳しい現況をご考慮いただき、いま一 度、会費納入のご協力をお願い申し上げます。
すでに納入いただいている同窓会員には、ご友人、同期生、部活同輩・後輩など、関わりある同窓の方々
への呼びかけをお願いいたします。

〇同窓会の業務、活動支援

◆会　費

◆振込口座

　・会員情報の管理、名簿の維持管理
　・支部総会、学年同窓会、部活OB会の支援
　　（案内状印刷・宛名印刷・発送）
　・同窓会誌「あかね」の発行および発送
　・ホームページの運営・管理
　・本部総会の開催
　・会員に関連する資料の管理
　・母校への支援（御祝金、横断幕材料費など）

単年度会費 2,000円
３年前納会費 5,500円
５年前納会費 9,000円

①�これまで、同封の「払込取扱票」で払い込んでいただくと払込
手数料はかかりませんでしたが、2022年１月より現金でのお払
込みには（窓口・ATMとも）110円の手数料（加算料金）が
必要となりました。�ゆうちょ口座から通帳またはカードで払い込
んでいただくと、手数料はかかりません（必ず同封の「払込取
扱票」を利用してください）。
②銀行振込みの方は必ず封筒右下の卒業年度を明記してください。

※��平成31年３月以降の卒業生には４年分（7,000円）を
卒業時に前納いただいています

①ゆうちょ銀行
　　０１０５０－４－１０４３
②京都銀行下鴨支店（142）
　　普通預金�１９９５０

口座名義：
京一中洛北高校同窓会
理事長　三島康之
　　　　（みしま やすし）

※  同封の払込取扱票を
ご利用ください

〇納入状況
令和３年度現在

（内訳）
□京一中卒業生 13.21％（ 106/ 802人）
□洛北高校卒業生 19.88％（3,880/19,517人）
　・洛北高校（ 1～30期）22.19％（2,175/ 9,799人）
　・洛北高校（31～60期） 4.09％（ 284/ 6,939人）
　・洛北高校（61～71期）51.13％（1,421/ 2,779人）

会員全体に対する
納入者の比率

19.61％
（3,986／20,319人）

◆同封の払込取扱票を使用いただけます。

④「むかし京都の一中生」（送料込）	 3,000円

⑤「われら自由の学び舎に育ち」（送料込）	 2,500円

⑥150・70周年記念事業寄付金（1口3,000円）

◎「あかね」60 号に
寄付いただいた同窓会員芳名

藤村　和正（洛北４期）
家森百合子（洛北９期・家森クリニック）

余談�―京一中学友会誌を探して―
昨年、同窓会が保管する明治から昭和初期の京一中の学友会誌など、劣化の著しいものにつ

いて修復（欠損部や背表紙の繕い・補強、今後の長期保存のための脱酸性化処理）を行ったこ
とは「あかね」の前号（第59号）でお伝えしたとおりですが、修復にあたって欠落していた「学
友会誌」第１号～第５号の所在をあらためて捜索しました。
手掛かりは、当時の学友会誌の“寄贈及交換雑誌”を紹介した記事から、北は札幌中學校か

ら秋田県立中學校、東京府第一中學校、南は沖縄県立中學校まで公立・私立を問わず計40校（同
窓会）を拾い出し、現在に繋がる学校（同窓
会）を調べて問い合わせました。残念ながら探
し求める学友会誌の発見には至りませんでした
が、これを機に今後も互いに資料情報の交換
を約することができました。中には母校の学友
会誌を紐解いて、両校の寄贈交換が始まった
年を詳しく調べられた学校もありました。

◆とりわけ寄贈をお願いしたい資料

▲京一中時代の学生帽と制服のボタン

京一中・洛北高校のOB諸氏には、かねてより資料の
寄贈をお願いし学生時代の貴重な資料も少しずつ集ま
りつつありますが、まだまだ不足しています。
先輩諸氏の高齢化にともなってこれらの貴重な資料

が散逸し喪失する恐れはますます高まっています。京
一中・洛北高校に関連する資料（教科書、機関紙、ア
ルバム、学生時代や旧校舎の写真、物品など）をお持
ちの方は、ぜひ同窓会にご寄贈いただきますようお願
いいたします。とりわけ戦前・戦中のものは同窓会にもほとんど残されておりません。OB諸氏にとっ
ても思い出多き品とは思いますが、母校資料の保存にご協力いただければ幸甚に存じます。ご連絡・
お問合せは同窓会事務局まで。

学友会誌・同窓会誌 卒業アルバム
「学友会誌」第１号～第５号

（明治30年前後発行？） 洛北２期（昭和28年３月卒業） 洛北８期（昭和34年３月卒業）

同窓会誌「あかね」第３号
（昭和40年10月発行） 洛北３期（昭和29年３月卒業） 洛北９期（昭和35年３月卒業）

同窓会誌「あかね」第７号
（昭和44年10月発行） 洛北４期（昭和30年３月卒業） 洛北10期（昭和36年３月卒業）

洛北７期（昭和33年３月卒業） 洛北14期（昭和40年３月卒業）

▲修復された学友会誌
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令和３年度（　　　　）周年記念事業 会計報告書令和３年４月１日〜
令和４年３月31日

科　　　目 金　　額 金 融 機 関
現　�金 34,775
普�通�預�金 9,216,167 京都銀行
定�期�預�金 6,066,222 京都中央信用金庫
合　　　計 15,317,164 翌年度繰越金⑤

収入の部 支出の部
科　目 金　額 適　用 科　目 金　額 適　用

前年度繰越金① 18,306,395 令和３年３月期末
記 念 品 費 600,000 プロジェクター3台 本校へ寄贈

寄　付　金 718,000 一般会計寄付分振替 通　信　費 3,714 講師依頼状・式典資料報道関係発送他
寄　付　金 54,500 京一中関連出版本販売等分振替 手　数　料 6,545 振込手数料
その他売上 0 京一中関連出版本　直販 事務用品費 6,148 発送用封筒・マイクロSDカード他

会　議　費 34,344 各部会 会議費等
式　典　部 2,361,923 式典会場費・講演費用・DVD等他

普通預金利息 92 普通預金利息（京銀） OBOGセミナー 229,890 講師交通費・web機材他
資　料　部 369,362 京一中考古資料修復・展示会費用他

定期預金利息 103 定期預金利息（中信） 校歌　編曲料 150,000 式典時 校歌演奏編曲委嘱料

収入小計② 772,695 寄付金～預金利息　計 支出小計④ 3,761,926 記念品費～雑費　計

翌年度繰越金⑤ 15,317,164 ＝③−④
前年 対 翌年 繰越金差 △ 2,989,231

収 入 合 計③ 19,079,090 ＝①+② 支 出 合 計 19,079,090

令和３年度（　　　　）会計報告書令和３年４月１日〜
令和４年３月31日

一般会計�現預金残高（R４･３･末�現在） 京一中150年･洛北高校70年記念事業�預金残高
現　�金 27,536 現　�金 34,775
普�通�預�金 2,741,509 普�通�預�金 9,216,167
ゆうちょ銀行 10,155,208 定�期�預�金 6,066,222
　合　　　計⑤ 12,924,253 合　　　計 15,317,164

R３年度利息入金分

　内（� 92円）
　内（103円）

収入の部 支出の部
科　目 金　額 備　考 科　目 金　額 備　考

前年度繰越金① 14,393,048 令和３年３月期末 「あかね」発行費 2,936,545 印刷・丁合･製本代･発送料･取材費等
総　会　費 855,124 ｢あかね｣紙面掲載、費用分

担分計上
入会金（R２年度卒業） 801,000 令和４年３月　卒業生267人 補　助　費 155,292 各支部・東京オリンピック出場選手激励

出　張　費 0 北海道・関東・東海支部
会　議　費 19,927 周年記念事業委員会・理事会など

会費（既会員分） 4,690,000 1,119人 記 念 品 費 147,955 卒業生記念品、同窓会賞
うち 年度会費 1,350,000 675人 事務消耗品費 362,073 事務消耗品費・会費払込票印刷代など
前納（３年分） 1,012,000 184人 通　信　費 1,961,624 会費納入再依頼通信費・一般通信費
前納（５年分） 2,304,000 256人 人　件　費 2,508,600 アルバイト料（常勤３人）臨時等
その他 24,000 ４人 慶　弔　費 11,000 御供花（１件）
うち 一中 会費 172,500 60人 福利厚生費 12,193 事務室用茶葉･コーヒー代等
　教職員会費 2,000 １人 水道光熱費 221,352 ガス・水道・電気代
　洛北　会費 4,515,500 1,058人 支払手数料 314,515 あかね封入･仕訳作業・会費振込手数料他

雑　　　費 43,009 卒業アルバム代（高・中）･
プリンター･封緘機調整他

会費（R２年度卒業） 1,883,000 令和３年３月　卒業生　269人 旅費交通費 250,490 理事会出席・アルバイト交通費
備　品　費 142,596 ネットワーク機器・スキャナー他

会費（前受金勘定） 1,869,000 令和４年３月　卒業生　267人 諸　会　費 0 各地域会等会費

総会出席会費 0 周年記念事業延期に伴い｢あかね｣紙面 会費（前受金勘定） 1,883,000 令和３年３月　卒業生　269人
広告掲載料 1,101,500 「あかね」広告代…コロナ考慮で半額 予　備　費 0
寄　付　金 718,000 会員の皆さまからのご厚志等 寄付金　記念事業積立金へ 772,500 京一中150年洛北高校70年記念事業へ
雑　収　入 7,500 支　出　計④ 12,597,795 ｢あかね｣発行費～記念事業積立金へ　計
販　売　費 4,500 下鴨校舎史、徽章、レコード、カセットほか
仮　受　金 54,500 京一中関連出版本販売等
会計収入計② 11,129,000 入会金～仮受金　計

次年度繰越金⑤ 12,924,253 ＝③−④
収 入 合 計③ 25,522,048 ＝①+② 支 出 合 計 25,522,048

『むかし 京都の一中生』
（A5判／口絵カラー／409頁）
平成30年1月25日刊行

3,000円（税・送料込!!）

『われら自由の学び舎に育ち』
（A5判／口絵カラー／402頁）
平成30年12月30日刊行

同窓会特別価格  
2,500円（税・送料込!!）

同窓生限定販売　　京一中記念誌購入のご案内

1,119人

1,119人
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去
る
８
月
６
日
、
長
き
に
わ
た
っ
て
同
窓
会
会
務
の
中
枢
を

担
っ
て
こ
ら
れ
た
谷
口
光
男
常
任
理
事（
洛
北
21
期
）が
急
逝

さ
れ
ま
し
た
。

深
く
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す
と
と

も
に
、
当
会
へ
の
熱
意
と
貢
献
に
、
心

か
ら
の
敬
意
と
感
謝
を
捧
げ
ま
す
。

�

合
掌

　
令
和
４
年
８
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
京
一
中
洛
北
高
校
同
窓
会

�

常
任
理
事
会
・
事
務
局
一
同

令
和
４
年
度　
同
窓
会
役
員

会　
　
長�

　
髙
坂　
節
三（
洛
北
４
期
）

副
会
長�

　
加
藤　
幹
雄（
洛
北
５
期
）

　

�

同�　

�

　
横
山　
俊
夫（
洛
北
15
期
）

理
事
長�

　
三
島　
康
之（
洛
北
14
期
）

特
別
顧
問�

　
川
口　
浩
文（
洛
北
高
校
校
長
）

常
任
理
事�

　
中
岡　
保
弼（
洛
北
11
期
）

　

�
同�　

�

　
三
輪　
新
造（
洛
北
11
期
）

　

�
同�　

�
　
蒋
池　
信
男（
洛
北
19
期
）

　

�

同�　

�
　
谷
口　
光
男（
洛
北
21
期
）

　

�

同�　

�

　
谷
口　
幸
伸（
洛
北
22
期
）

　

�

同�　

�

　
平
塚　
　
泉（
洛
北
22
期
）

　

�

同�　

�

　
河
原　
敏
明（
洛
北
23
期
）

　

�

同�　

�

　
山
川
富
士
夫（
洛
北
25
期
）

　

�

同�　

�

　
西
村　
佳
哲（
洛
北
27
期
）

　

�

同�　

�

　
今
西　
拓
人（
洛
北
33
期
）

監　
　
事�

　
小
林　
宏
史（
洛
北
10
期
）

　

�

同�　

�

　
河
村　
澄
子（
洛
北
22
期
）

【60号編集委員】
平塚泉（担当理事·洛22）遠山祥子（編集補助
·洛20）八田香津子（洛19）小栢靖子（洛26）
倉部京子（洛29）鍛治ちか（洛50）、常任理事会

事務局倉庫で保管していた会員寄贈品について
細目を取り始めています。洛北校歌のオリジナ
ルピース、「あかね」表紙作品の原作のほか、鐙（あ
ぶみ）といった珍しいものもありました。写真
リストを作成して、今後HPなどで紹介したい
と思いますので、ご期待ください。
 （NK）

あかね第60号
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発行所� 京一中洛北高校同窓会
� 〒606-0851
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� 京都府立洛北高等学校内
� 電話・FAX　075-712-0375
� E-mail：dousoukai@kyo1c-rakuhoku.com
� URL：https://kyo1c-rakuhoku.com
発行者� 髙坂節三
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令
和
元
年
度
以
降
に
頂
い
た
寄
付
金
に
つ
き
ま

し
て
は
、
す
べ
て
記
念
事
業
の
寄
付
金
に
組
み

入
れ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
寄
付
者
の
芳
名

は
記
念
事
業
終
了
後
、「
あ
か
ね
」
誌
上
で
報
告

い
た
し
ま
す
。

■
令
和
４
年
度
定
例
理
事
会
開
催
記
録

第
１
回　
５
月
14
日（
土
）
午
前
10
時　
コ
モ
ン
ホ
ー
ル

　

 （
京
都
府
緊
急
事
態
措
置
下
の
た
め
日
程
変
更
、
メ
ー

ル
回
議
に
て
第
69 
回
総
会
を
12
月
11
日（
日
）
京
都
ホ

テ
ル
オ
ー
ク
ラ
で
開
催
し
、
当
日
に
記
念
事
業
の
祝
宴

を
行
う
こ
と
を
決
定
）
川
口
浩
文
新
校
長
に
よ
る
母
校

近
況
報
告
、
令
和
４
年
度
年
間
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
提
案

と
決
定
、
同
３
年
度
決
算
・
監
査
報
告
、「
あ
か
ね
」

60
号
発
刊
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
・
構
成
案
確
認
、
令
和
４
年

度
予
算
案
、「
京
一
中
1
5
0
周
年
・
洛
北
高
校
70
周
年
」

記
念
事
業
の
提
案
と
承
認
、
蒋
池
信
男
常
任
理
事
の
新

任
を
承
認
、
役
員
任
期
の
確
認
、
事
務
局
閉
局
日
に
つ

い
て
の
提
案
な
ど

第
２
回　
７
月
２
日（
土
）
午
前
10
時　
コ
モ
ン
ホ
ー
ル

　

 

川
口
校
長
に
よ
る
母
校
近
況
報
告
、「
あ
か
ね
」
第
60

号
編
集
・
広
告
応
募
状
況
確
認
、
周
年
記
念
事
業
（
祝

宴
、
記
念
曲
の
事
前
収
録
、
祝
歌
）
に
つ
い
て
報
告
承

認
、
第
３
回
理
事
会
を
総
会
・
記
念
祝
宴
ま
で
に
開
催

し
最
終
確
認
を
行
う
こ
と
を
決
定

本
部
だ
よ
り

下
鴨
本
通 正  

門
ゲート
エリア

中　庭

工芸教室

電気室

技術職員室機械室 W
C

W
C

クスノキ

同窓会事務局
入り口

京一中
記念
資料室

N

〈母校卒業生限定〉

事務局スタッフ募集！
学年会開催のための案内状発送から名簿管理、イベン
ト取材や冊子編集、資料管理などを通して母校卒業生
のコミュニティづくりを支援する仕事です。
興味のある方は、ぜひ一度事務局までお尋ねください。
お待ちしています。
（勤務時間10時～16時、曜日その他はご相談）

TEL 075-712-0375

昨年10月記念式典にて

株式会社ティ・プラス
〒604-8457 京都市中京区西ノ京馬代町6-16  TEL 075－462-7889　FAX 075－464-3923
E-mail : info@tplus-group.co.jp  https://tplus-group.co.jp

Webサイト制作、撮影、動画編集、ノベルティ、印刷、雑誌編集、発送代行、グラフィックデザイン、
コピーライト、セールスプロモーション、ブランディング、デジタルマーケティング、イベント運営
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：JR錦糸町駅　南口　徒歩１分（JRA向い）
：都営新宿線・半蔵門線、住吉駅Ａ3出口すぐ
：JR総武線　亀戸駅　徒歩2分
：JR錦糸町駅　南口　徒歩1分
：環七通り、大杉2丁目交差点（駐車場30台）
：JR錦糸町駅　南口　徒歩2分

株式会社　ダウンタウンフーズ
代表取締役 （洛北 22回卒）

〒136－0073　　東京都江東区北砂 3－4－33－506
TEL：03－3646－2232　FAX：03－3646－2236
E-mail：downtown@cl.cilas.net

森  田  　正

マグロ酒場ほんじょ屋
モスバーガー住吉店
モスバーガー亀戸店
牛角錦糸町テルミナ店
牛角江戸川大杉店
もつ焼き横丁ニシキ屋

高野店 京都市左京区高野西開町 55-2
TEL　712-7612　 FAX　712-7624

小栗栖店 京都市伏見区小栗栖南後藤町 3-13
TEL　572-5570　 FAX　572-3970

石田店 京都市伏見区石田森東町 3-10
TEL　571-1455　 FAX　575-3813

処方箋調剤・第一類OTC販売薬局

代表取締役 （洛北 15 回卒）藤田　哲
( 株 ) フジタ薬局

調剤薬剤師募集中 ！
在宅介護訪問も行っております

本　社
〒606-8152 京都市左京区一乗寺下り松町16番地
電話（075）781-9458

久御山工場
〒613-0036 京都府久世郡久御山町田井新荒見90-2
電話（0774）43-6996

代表取締役会長 中山太一郎（洛北7回）

真空蒸着箔・ホログラム・転写箔一般 総合メーカー

〒601-8351 京都市南区吉祥院這登西町41番地
電話（075）671-0308

〒613-0036 京都府久世郡久御山町田井新荒見86-1
電話（0774）44-3598

〒601-8177 京都市南区上鳥羽馬廻し5番地
電話（075）671-3344（代表）

本社工場

吉祥院工場

久御山工場

　会長

会長 （洛北 7回卒）

企画・設計・監理

住 建 設 計株式
会社

若　野　弘　士

〒600－8216  京都市下京区東塩小路町 579－1
 山崎メディカルビル 6F
TEL：075－344－0500 / FAX：075－344－0501
mail：k y o t o @ j y u k e n - s e k k e i . c o . j p
H P：w w w . j y u k e n - s e k k e i . c o . j p
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廣田真理子
（旧姓：小松・洛北40期卒）

耳鼻咽喉科

松岡医院

左・田中西大久保町42
（東大路元田中上る100m・左京消防署南隣り）

院長／松岡 秀樹 洛北10回

☎781-2751

京都心理臨床
研究所

元龍谷大学教授
臨床心理士
日本精神分析学会認定心理療法士

（洛北16期）

（旧姓 上野）

京都市下京区河原町通松原上ル
清水町454-1　林ビル506
TEL. 090-1969-2561
https://www.kyoto-shinri .com

家族や対人関係
不登校、ひきこもり
自分自身に関する悩み

育児の不安

こころの悩み、まずはご相談下さい。

寺井 さち子代表

今井  京子
営業時間／13：00～19：00（不定休）

叡山電鉄修学院駅より徒歩3分
TEL・FAX：075-791-6115

造花  ミリア 検索

今井設計 京都・東京　今井 秀明（洛20卒）
TEL・FAX：075-791-6111（代表）

ブログ公開中

午前中の
レッスンも
OKです

ポーセリンアート・ハーバリウム

大橋　晃（洛北28回卒）
株式会社　鶴屋

久しぶりにタンスから出したキモノの困ったアレコレ
何を着れば？ 帯は何を合わせる？
草履が食い込んで痛い
父のキモノを直して着られるのかな？
こんな時……

京 悉 皆
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〒656-0023 兵庫県洲本市小路谷1052-2
TEL 0799-22-0035 / FAX 0799-24-0035
http://www.yumesenkei.com/

JR舞子駅から
ハイウェーバスで60分

〒656-0023 兵庫県洲本市小路谷20
TEL 0799-23-2200 / FAX 0799-23-1200
http://www.newawaji.com/

JR舞子駅から
ハイウェーバスで60分

〒656-0023 兵庫県洲本市小路谷1052-2
TEL 0799-23-0335 / FAX 0799-24-0035
http://www.yumesenkei.com/amahara/

JR舞子駅から
ハイウェーバスで60分

JR舞子駅から
ハイウェーバスで60分

〒656-0024 兵庫県洲本市山手1-1-50
TEL（グループ電話予約センター）：0799-22-2521
http://www.yumekaiyu.com/

JR舞子駅から
ハイウェーバスで60分

〒656-0023 兵庫県洲本市小路谷1053-16
TEL（グループ電話予約センター）：0799-22-2521
http://www.awajihanagoyomi.com/

JR舞子駅から
ハイウェーバスで60分

〒656-0023 兵庫県洲本市小路谷1277-5
TEL（グループ電話予約センター）：0799-22-2521
http://www.shimahana.com/

JR舞子駅から
ハイウェーバスで60分

〒766-0204 香川県仲多度郡まんのう町勝浦1
TEL（グループ電話予約センター）：0799-22-2521
http://www.asankotonami.com/

JR琴平駅より
琴参バスで35分

〒605-0862 京都市東山区清水4-200 
TEL：075-561-0061 / FAX 075-561-0075
https://www.saka-hotel.com/

京阪祇園四条駅
から徒歩15分

JR津山駅から
徒歩10分

〒658-0032 神戸市東灘区向洋町中2-13（六甲アイランド）
TEL 078-857-7000 / FAX 078-857-7001
http://www.sheraton-kobe.co.jp/

JR住吉駅から
六甲ライナーで9分

〒766-0001 香川県仲多度郡琴平町1241-5
TEL 0877-75-3232 / FAX 0877-75-3235
http://www.kotohira-kadan.jp/

高松自動車道・
善通寺I.Cより約15分

〒656-0304 兵庫県南あわじ市松帆古津路970-6
TEL（グループ電話予約センター）：0799-22-2521
https://www.hamarikyu-takumi.com/

JR舞子駅から
ハイウェーバスで50分

〒656-0501 兵庫県南あわじ市福良甲1529-7
TEL（グループ電話予約センター）：0799-22-2521
https://www.minatokoyado.com

JR舞子駅から
ハイウェイバスで50分

〒656-0304 兵庫県南あわじ市松帆古津路970-81
TEL（グループ電話予約センター）：0799-22-2521
http://www.awajihamarikyu.com/

JR舞子駅から
ハイウェーバスで50分

〒656-0542 兵庫県南あわじ市阿万吹上町1433-2
TEL（グループ電話予約センター）：0799-22-2521
http://www.plazaawajishima.com/

JR舞子駅から
ハイウェーバスで80分

国立公園 淡路島 南淡路温泉郷

〒708-0022 岡山県津山市山下30-1
TEL 0868-24-2111 / FAX 0868-23-1122
https://www.tsuyama-bettei.com/

〒656-0023 兵庫県洲本市小路谷20
TEL 0799-23-2200 / FAX 0799-23-1200
http://www.newawaji.com/

ホテルニューアワジグループ 代表取締役 （昭和36年卒）木下 紘一 

CDI
Communication Design Institute

京都市中京区巴町83番地
　株式会社シィー・ディー・アイ
　代表取締役　疋田 正博（洛12）

平塚泉土地家屋調査士事務所

〒606－8104
京都市左京区高野竹屋町31－２
075－781－9774

赤の宮神社さん前
洛北高校27期卒業・西村佳哲

京都高野竹屋郵便局

大阪市東淀川区相川1丁目5番20号　〒533-0007
（本社所在地：京都市北区）

代表取締役会長

池 田  啓 一郎

2 6 2 1

代表取締役会長  折戸  勝　洛北 6回卒
〒101－0041
東京都千代田区神田須田町 1－5　村山ビル４F
TEL. 03－6262－9092　FAX. 03－6262－9068

秋
津
洲
法
律
事
務
所

弁護士
本田陸士（洛北10回）

〒530-0047
大阪市北区西天満2-10-2
幸田ビル903
TEL（06）6365-7257
FAX（06）6365-5698
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あ
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京
都
府
立
京
都
第
一
中
学
校
校
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作
詞

　有
川

　武
彦

作
曲

　ヨ
ー
ゼ
フ
・
Ｆ
・
ワ
ー
グ
ナ
ー

編
曲

　小
宅

　歓
一

※

　

※

京
一
中
創
立
50
周
年
（
大
正
九
年
）
作
詞
当
時
の
歌
詞
。
二
番
は

　
　「
学
園
は
輝
く
」、
三
番
は
「
神
楽
が
丘
の
昔
よ
り
」
と
歌
わ
れ
た
時
期
が
あ
っ
た
。

※

中
国
の
土
地
面
積
の
単
位
。
1
0
0
畝
（
ほ
）

　約
1
0,
0
0
0
㎡

一二三

い
っ
け
い

が
く

比
叡
の
峰
に

　あ
か
ね
さ
す

光
栄
の
光
を

　仰
ぎ
て
は

高
き
理
想
を

　遠
く
馳
せ

加
茂
の
川
瀬
に

　澄
む
月
の

真
如
の
影
を

　眺
め
て
は

清
き
心
を

　研
く
か
な

は  

え

か

ぐ

ら

※

※

こ
い
さ
お

か
お

は

し
ん
に
ょ

み
が

神
楽
が
丘
に

　咲
く
花
の

匂
う
桜
の

　蔭
に
し
て

凝
り
し
一
中

　魂
の

高
き
頁
を

　繰
り
見
れ
ば

誇
は
残
る

　先
人
の

功
に
薫
る

　年
代
記

一

三

つ
の

に
い
ぐ
さ

さ

い
た
ず

せ
い
せ
い

い

さ
か
え

あ
こ
が

は
る
ど
り

た
た

う
た

ふ

そ  

の

と  

わ

今
し
角
ぐ
む

　新
草
の

生
々
の
気
に

　も
ゆ
る
意
気

声
も
の
ど
け
き

　春
鳥
の

讃
え
て
謳
う

　平
和
の
譜

力
あ
ふ
る
ゝ

　若
き
子
の

学
園
は
自
由
の

　永
久
の
幸

然
あ
れ
我
等
も

　徒
ら
に

去
に
し
繁
栄
に

　憧
憬
れ
て

行
手
忘
る
ゝ

　も
の
な
ら
じ

い
よ
ゝ
歴
史
を

　飾
る
べ
く

友
よ
健
児
よ

　急
ぎ
な
む

光
の
海
に

　帆
を
揚
げ
て

二

四

京
一
中
1
5
0
周
年
・
洛
北
高
校
70
周
年

記
念
祝
宴
開
催
の
お
知
ら
せ

京一中洛北高校同窓会
〒606-0851 
京都市左京区下鴨梅ノ木町59
（京都府立洛北高等学校内）
TEL&FAX  075-712-0375

E-Mail dousoukai@kyo1c-rakuhoku.com
URL https://kyo1c-rakuhoku.com

令和４年12月11日（日）正午から
（受付開始　午前11時30分）

京都ホテルオークラ４階　大宴会場「暁雲」
京都市中京区河原町御池

京一中150周年・洛北高校70周年記念祝宴京一中150周年・洛北高校70周年記念祝宴

新型コロナウイルス感染状況は
いまだ予断を許さない状況ではございますが

当同窓会では、記念年（2020年）から延期しておりました
「京一中150周年・洛北高校70周年記念祝宴」を

下記の通り開催いたします。
感染対策を十分にお取りいただいた上で

昨年の記念式典をさらに上回る盛会となりますよう
奮ってのご参加をお願い申し上げます。

※詳しくはP10～ 11をご覧ください。

※介助の方は同窓会員でなくてもご参加いただけます

日　時

場　所

6,000円（コース料理、ドリンク付き）会　費

同窓会ホームページ

※第69回同窓会総会を
　祝宴の前に同一会場で行います

◎会費は事前にお振り込みをお願いいたします。
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京
一
中
洛
北
高
校
同
窓
会
誌

京一中洛北高校同窓会誌

京都市下京区松原通七本松西入ル 〒６００-８８１４
TEL（０７５）311-5121㈹  FAX（０７５）314-1843

●訪問看護ステーション かいせい ●京都回生病院 デイケアセンター
●在宅介護支援センター京都回生病院 ●京都回生病院居宅介護支援事業所
●訪問リハビリテーション かいせい

●ケアセンター回生 デイケア ●訪問看護ステーション第二かいせい
●ケアセンター回生居宅介護支援事業所　 ●向日市北地域包括支援センター
●訪問看護ステーション第二かいせい かいで出張所

京都府向日市物集女町中海道１９番地の５ 〒６１７-０００１
TEL（０７５）934-6888㈹  FAX（０７５）934-7513

〒６００-８８１４  京都市下京区中堂寺庄ノ内町８-1

京都回生病院

理 事 長

設計　空間工房　青 柳直樹 (洛北13回卒）　医療法人 回生会 理事

出  射  靖  生（洛北13回卒）医療法人 回生会
日本医療機能評価機構認定病院

日本医療機能評価機構認定病院

京都市中京区御幸町通錦小路上ル  〒６０４-８０５１
TEL（０７５）255-0253　  FAX（０７５）255-0254
　　　　　皮膚科／美容皮膚科／小児皮膚科／内科（金曜AM）／外科・整形外科（水曜PM）／リハビリテーション科

●訪問診療　　　　 　　　　　　●訪問リハビリテーション クリニック回生
●アンチエイジング リハビリテーション回生 クリニック回生

ケアセンター回生

医療法人真生会 向日回 生 病 院
〒６１７-０００１ 京都府向日市物集女町中海道９２-１２　TEL（０７５）934-6881㈹　FAX（０７５）933-9413

〒６１７-０００4 京都府向日市鶏冠井町堀ノ内21番地の１ハイコーポ FUJITA 105号室 TEL（075）950-0802 FAX （075）950-0803

〒６１７-０８２３  京都府長岡京市長岡２丁目２７ マンハイム長岡南棟３０１号　TEL&FAX（０７５）952-7317

http://www.kaiseikai.or.jphttp://www.kaiseikai.or.jp

http://shinseikai.jpn.com●訪問リハビリテーション向日かいせい
●サテライトステーション長岡


